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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　百万回生きた猫と比べたら大したことはないけれど、これで彼女は二百七十五回目の人生だ。生まれて死んで、人生ぐるぐる、繰りかえし──繰りかえし。

　苦しいことがあった気がする。

　楽しいこともあった気がする。

　けれどもう……忘れてしまった。

「…………」

　二百七十四回目の死が訪れて、二百七十五回目の人生が始まる。

　再構築された身体と、再生産された生命で、この世界にまた存在し始める。

「……永久循環、正常に発動」

　少女だった。高校生か、中学生か、二十歳にはまだまだ手が届かない思春期の少女。太陽の光を思わせる綺き麗れいな金髪と、昆虫のそれと酷似した無感動な赤い瞳ひとみが、どこかちぐはぐで、浮世離れした雰囲気をつくりあげている。

　服装は、まともではない。

　身体からだをすっぽり包んだ、司祭の衣装。威厳はあるけれど動きにくそうな服装で、頭にかぶったピエロのような帽子も固い質感で、とても邪魔そうに見える。

「…………」

　少女はその見た目のとおり緩慢な仕草で、ぴくりと顔をあげ、嗄しわがれた声を漏らす。

「……二百七十五回目の、再起動也なり」

　場所は、夜よ更ふけの学校だ。

　校門に嵌はめこまれた石碑には、『私立観かん音のん逆さか咲ざき高等学校』とあった。

　深夜で、月も星もない曇り空で、当然──誰だれの姿もない。平穏に、あるいは不気味に佇たたずむ真っ白な校舎と、今は冬枯れしている並木が物寂しい。

　少女は、そんな学校の敷地内、校庭の真ん中にぽつんと立っている。

　地面へついと視線を向けると、そこに血だまりが見えた。少女は殺されても殺されても何度でも蘇よみがえるけれど、殺された前の少女の身体はべつに溶けて消えもしない。こうして、殺された場所に元のまま残っている。

　少女の足下には、身体の半分を抉えぐられ、絶望の表情で倒れ伏した少女の屍し体たい。立つ少女と、瓜うり二ふたつの外見──当然である、己は再構築されたこの屍体の後継、まったく同じ存在なのである。殺されても、殺されても、身長も体重も、身体の肉のつきかたも、その身に宿した役割も、完かん璧ぺきに同じように再構築されてしまう。

　それが少女の特性だった。これで二百七十五回目の人生だ。

「妾わらわは──」

　感情のない瞳で、己の屍体をぼんやりと見つめ、少女はわずかに首を傾かしげる。

「なにゆえ、死したであるか」

　しゃがみこみ、そっと手を伸ばす。己と同じ存在だったとはいえ今は物言わぬただの屍し体たい、肉の塊であるし、べつに感慨も同情もない──司祭の服装をしているとはいえ、少女は聖職者ではないし、それは祈りを捧ささげたり、土葬してやるための行為ではない。

　そっと動かぬ己の屍体の顔面を指で掴つかみ、少女は呆あつ気けなくその屍体の頭ず蓋がい骨こつを断ち割った。でろりと卵のように中身を漏らし、血と脳のう髄ずいの液を滴したたらせたそれを、少女はやはり何の感想もなく見つめる。

「二百七十四番目の妾わらわの、脳の破損は深刻也なり」

　身体が再構築されるといっても、記憶が受け継がれるわけではない。ＲＰＧのリセットボタンのようなものだ。しかもそのＲＰＧはセーブができない。何をしようとも、何を手にいれようとも、ゲームオーバー──死ねばぜんぶリセットされる。

　唯一、『前世』の、前の身体の記憶を得る方法もある。

　記憶は当然、脳に記録されている。つまり、単純にそれを我がものとすれば──。

「何者かと戦闘行為をし、敗北したものと推測する也」

　ぶつぶつ独り言をつぶやき、少女は屍体の脳みそを引きずりだした。手も服も、その白い顔も汚れたけれど、少女はやはり気にしない。

「多くの成果は望めないが、記憶の回収を望むもの也」

　そして少女は己の屍体の脳みそを喰くった。

　握りしめた脳みそを噛かみ、口に含み、血やもろもろの肉の欠片かけらといっしょに喉のどに流しこむ。呑のみこみ、眉まゆも動かさずに貪むさぼり喰くらう。柔らかな脳髄は、ぼろぼろと崩れたが、舐なめるようにしてすべて残さず胃袋に収めた。

「…………」

　脳さえ喰えば、残りの部分に用はない。少女はぺろりと舌なめずりし、ゆるやかに立ちあがる。もはや脳を失い、転がった己の屍体に目を向けもしない。

「……やはり、損壊が大きすぎるもの也」

　脳みそに刻まれた『前世』の行動が、思い出が、記憶が、少女の脳みそに認識されていく──けれどそれは虫食いをした本のごとく、損壊しているがゆえに不完全で、あまり有意義な記憶は見つけられない。

　唯一、なんでだか知らないけれども、脳のいちばん奥の奥、大切に仕舞いこまれていた単語があった。

「ダメージヘア」

　かくり、と首を傾かしげ、少女は法衣の生地で口元を拭ぬぐう。

「それが──妾の名前であるらしい也」

　つぶやき、自らの名前のみを無感動に脳へ刻みこみ、その瞬間から名無しの少女からダメージヘアとなった彼女はそこでふと周囲を見回した。

　生臭い。

　獣の──臭におい。己の屍し体たいの血の臭いが濃くて気づくのが遅れたけれど、どこか、すぐ近くから独特の獣の臭いが漂ってきている。古びた毛皮と、汗の混じったような──埃ほこりっぽい、腐葉土のそれによく似た臭いだ。

「…………」

　ダメージヘアの昆虫めいた視線の先、自分と同じように、ぽつんと校庭に存在している何かを発見した。人間ではない。臭いは酷ひどいが、生き物には見えない。

　校庭の土に深々と突き刺さったそれは、人間の背丈ほどの長さをした一振りの槍やりだった。槍。現在の戦争ではすでに用いられない、突いて殺すのを主目的とした歩兵の装備。ダメージヘアは思い出の類たぐいを持ちあわせていないが、そういった辞書めいた知識だけはなぜだか自然に取りだせた。

「槍……武器……人殺しの道具、也なり」

　何かの役に立つかと思い、ダメージヘアはその槍を手にいれようとそちらへ向けて歩いていく。武器は、ないよりもあったほうがいい。戦い方も脳にインプットされているようだが、その戦法は武器があったほうが強力なものになると予想できたので。

　知識はあれど常識や、一般的な思考能力に欠けているダメージヘアはそのとき、まるで疑問に思っていなかったが──平凡な校舎の、ありふれた校庭の端っこに、どうして槍などという物体が刺さっているか、もうすこし彼女は考えておくべきだった。

　ここで彼女が槍に見向きもせず、あるいは気づかず、どこかへ去っていればあるいは──この蛇足のような、舞台劇を台無しにする閉幕後の騒ぎのような、ダメージヘアの物語はそもそも始まることすらなかったはずなのに。

　彼女は出会ってしまった。忘れ去られ、この世界ですでに終わってしまったひとつの物語に、深く関かかわることもできなかったダメージヘアは、この平和になってしまった蟲むしと眼め球だまの世界の摂理すら歪ゆがませる、ひとつの武器と、道具と出会ってしまったのだ。

　手を伸ばし、固い校庭の土に亀き裂れつをいれて突き刺さっている槍を取ろうとすると。

『ケケケ！』

　それは、笑った。

　甲かん高だかい声で。まるで──犬が吠ほえるみたいな、耳障りな声で笑ったのだ。

『ケケケ！　ケケケ！　ケケケケーッ！』

「………？」

　さすがに驚いて、ダメージヘアはびくりと硬直し、差しだした手を引っこめる。息を呑のみ、まじまじと槍を見つめた。今、確かにこれは笑ったような気がする。ひとを小こ馬ば鹿かにしたような、毒を含んだ声で──。

「気のせい……ではない、のであるか？」

　目を白黒させ、ダメージヘアが恐る恐る槍に触れると、それは地面に刺さったまま大きく震動した。ぶるぶると小刻みに身をふり、まるで自らを地面から引き抜こうとでもするかのように、激しく。

『ケケケ！　ケケケーッ！』

　やはり──気のせいではなく、なんでだかこの槍やりは笑い声を響かせている。しかも──あろうことか、べらべらと聞きとりづらい嫌な口調で喋しやべりはじめてしまった。

『ケケケ！　馬ば鹿か野郎がよォォーっ！　やめときゃいいのによォォーっ！　この俺おれ様さまに触れちまったなァァーっ！　ケケケー！』

「………？」

　ダメージヘアは眉まゆをひそめ、素そ朴ぼくな疑問を口にする。

「喋る……とは。御お主ぬし──生きている、であるか？　槍のくせに？」

『ケケケ！　ケケケ！　ケケケーッ！』

　何が面白かったのか、槍はしばし曲がったり震えたりしながら笑った。ますます生き物めいている……漂う獣の臭においも、どうやらこいつが発生源らしいし。

　ダメージヘアが疑念をこめて見つめると、槍は砕けた口調で喚わめいた。

『槍が生きてちゃ悪ぃのかョ！　ケケケ！　ちゅうか俺様はべつに槍じゃねぇんだよォ！　今は訳あってこんな格好してるがよ、その正体は泣く子も黙る大食い魔神──フェンリル狼おおかみ様なんだからよォォー！』

「……よく意味がわからぬ也なり」

　素直な感想をつぶやき、ダメージヘアはふむと腕を組む。

　どうやらこの槍は生きているらしい。

　名前は大食い魔神フェンリル狼という覚えにくいものらしい。

　自分はいずれ誰だれかと戦うときのために武器がほしい。

　その武器が生きていたら何か問題か？　──ＮＯ。

　その武器がべらべら喋ると何か問題か？　──ＮＯ。

「…………」

　ダメージヘアはそこまで短絡的に思考し、槍の柄つかをむんずと掴つかんで呆あつ気けなく地面から引っこ抜いた。意外と浅く刺さっていて、腕力の弱い彼女でも簡単に抜けたのだ。

　かるく泥で汚れた刃の部分を拭ぬぐい、験ためしに何度か振り回してみる。

　適度に軽く、扱いやすい──うん、なかなかよい拾いものをした。

「……今回の人生は、それなりに幸先がよいものと判断する也」

　うんうん頷うなずいて、槍の刃のあたりを握り、柄を地面にずるずる引きずってダメージヘアは歩いていく。どこへ行くかは、決まっていない。何をするかも、考えていない。これまでに繰りかえしてきた人生でも、ずっとそうだった。ただ漫然と世界をうろつき、受動的に、他者に利用される道具としての役割を黙々と果たしていた。

　それが己の存在意義だし、当然のことで、哀かなしくも虚むなしくもないと考えていた。

　それが今回、変わることを──。

　今度ばかりは、受動的ではいられないことを──。

　今回は、他人の道具ではなく、己自身の物語を紡がねばならないことを──。

　ダメージヘアという少女は、このときまだ、予想すらしていない。

『ケケケ！　ケケケーッ！　知らねぇゾ！　知らねぇゾ！　俺おれ様さまを拾っちゃっていいのかよォォーっ！　俺様は不幸を呼ぶぜ！　俺様は世界の敵だぜ！　俺様を持っているかぎり、てめぇの人生には災いが大雨みてぇに降りそそぐんだぜぇーッ！　ケケケケケケ！』

「……御お主ぬし、すこし喧やかましすぎる也なり」

　月も星もない、真まっ暗くら闇やみの校庭を、槍やりを引きずり少女は歩く。

　その向かう先に、たとえ破滅があろうとも、彼女に迷いは存在しない。

　これまでと同じように進み、死ぬまで止まらないだけだ。

　繰りかえし、繰りかえし、人生ぐるぐる、繰りかえし。
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　お姫様を守って世界を救うような古き良きＲＰＧが好きだ。ファミコンでよくあったようなやつ……具体的にいうとドラゴンクエストの最初のやつとか。

　最近のゲームは映像ばかりＣＧぎらぎらエフェクトきらきら派手だけれど、そこに魂がないというか、綺き麗れいなだけなんだ。何もかもが薄っぺらい。要約しちゃえばファミコン時代よりも陳腐なネタを、いろいろ煩雑にして無駄にわかりにくくして、半透明なカルピスみたいにしちゃったゲームばっかし。

　嫌なんだ──そういうのは。

　娯楽はもっと、シンプルでいい。

　あたしが最新のゲーム機を買わないのは、そういう主張ゆえなんだ。

　決してお金がないからじゃない。魂のないゲームはやらないんだ。

　うん。

「あ……もう、こんな時間」

　あたしは壁掛け時計を確認し、溜ため息いきをついて無為な思考をやめる。このごろだいぶ頭が悪くなったファミコンにやりかけのＲＰＧのデータをセーブして、ぽてんとリセットボタンを押し、ぶっつり電源も切る。散らかった部屋の隅っこに置かれた古びたＴＶで展開されていた世界を救う物語は終わり。

　予備校行かなきゃ。

　ベッドのそばに放りだしていた鞄かばんを手にとり、いちおうかるく中身をチェック。今日の講義につかう教科書とノート、筆記用具に参考書。これが今の、あたしの武器だ。世界は救えないけど、なんと勉強ができるうえ、うまくつかえば大学に合格できるんだ。

　今年は合格しないとな。

　予備校だって無タ料ダじゃないんだし。

「……うん」

　服装は──まぁ、いっか。お洒落しやれしても行き先が予備校じゃな、虚むなしいし。服なんか、動きやすければそれでいい。ごてごて装飾しても重たいだけ。あたしはシンプルでいい。シンプルだと、うん、お金かからないしね。

　鞄を肩に引っかけて、扉のそばに立てかけてあった姿見を覗のぞきこむ。鏡はなんか存在が気持ち悪いのであたしは嫌いなんだけど、母さんがどっかから買ってきてそこに置いたんだ。

「背……伸びたな」

　ジーンズにＴシャツ、起伏のないあたしの身体は無駄に縦に長くて、ひょろい。たぶん、周りのやつら男みたいだって思ってるんだろうな。いいけど、べつに。

「髪も……伸びた」

　切るのが面倒めんどいので伸ばしっぱなしにした髪は、肩より長くて鬱うつ陶とうしい。前髪も、ほとんど視界を隠してるし。そろそろ夏だし暑いし、うん、いっちょ切るか。

　鞄かばんから筆箱を取りだし、そこから裁たち鋏ばさみを拾って握りしめる。

　ちゃっちゃと切ってしまわなきゃ、遅刻してしまう。

「栗くりちゃんだめぇッ!!」

　前髪をつまみ、鋏の刃を押し当てたところで部屋の扉が吹っ飛ぶみたいに開いた。びびってそちらを見ると、エプロン姿のあたしの母さんが目をうるうるさせて立っている。

「栗ちゃん栗ちゃん栗ちゃん！　何か哀かなしいことがあったのね!?　お母さんにはお見通しよ！　だってお母さんだもの！　だけど女の子はそう簡単に髪を切っちゃいけないのよ！　髪は女の命だもの！　ちなみにお母さんの命は髪じゃなくて栗ちゃんだから……あれれ？　あたし、何を言いたかったのかよくわからなくなっちゃったわ！」

「…………」

　いつも思うけど、うちの親はなんでこうテンション高いんだ。

　ぽかんと呆あきれていたら、今度はこれから会社に行くのかスーツ姿の父親が現れる。

「栗子栗子栗子！」

　出かけるところだったらしく、玄関から走ってきたのか呼吸が荒い。

「何事だい!?　栗子に何かあったのかい!?　あぁっ！　刃物なんかを握りしめて！　何か哀しいことがあったんだね栗子！　気づいてあげられなくてごめん！　僕は父親失格だ！　……火ひ乃のさんッ」

「樹き夫おさんッ」

　どこかのホームドラマの優しい父親、母親ってかんじそのまんまのうちの両親は、互いに手と手をとりあい、恐ろしいことに演技ではない涙を滂ぼう沱だと零こぼして絶叫する。

「あたしたちは親失格だわぁぁぁあああ！」

「僕らは決して償えない罪を犯したぁぁあああ！」

「ごめんね栗ちゃぁぁあああん！」

「ごめんよ栗子ぉぉぉぉおおお！」

　むう。うざい。

　幼児虐待だの冷たい家庭だの新聞や雑誌が家族という仕組みの崩壊を嘆くなか、こんなかんじにうちの両親はいつでも愛情が過剰だ。べつに悪いことじゃないのでやめろというわけにもいかず、ほんとにもう、厄介だ。

「べつに……髪切ろうとしただけだし」

　裁ち鋏を筆箱に収め、あたしは溜ため息いきをつく。

　するとおいおい互いに抱きあって泣いていた両親は、きょとんとしてこちらを見てくる。

「……失恋か何かで傷ついて、つい自や棄けになったわけじゃなく？」

「……鋏で自分の手首を切って、痛みで生きてる実感を味わいたかったわけじゃなく？」

「ＴＶの見すぎだ」

　あたしは、ふつうの人間だ。

　十九歳で、大学受験に挑戦中の浪人生で、趣味はＴＶゲームで、お金がないのと背が伸びすぎて男っぽくなったのが悩みどころな、どこにでもいる女の子なんだ。

　だから火ひ乃の、樹き夫お──そんなに心配しなくてもいい。

「……グリコはちゃんと幸せだ」

　思わずつぶやいてから、あたしは言い直す。

「あたしは、ちゃんと幸せだから」

　それだけ──説明しないでもわかってくれよという類たぐいの事実を、そっとつぶやいて、あたしは鞄かばんを肩に担ぐと両親に微笑ほほえむ。安心したのか今度は抱きあったまま嬉うれし涙を流しはじめた阿あ呆ほうな母親と父親、彼らに手をふって、家の廊下をいく。

　世界を救うわけじゃない。

　誰だれかと戦うわけじゃない。

　遅刻しないうちに、予備校に行くだけだ。

「いってくるよ」

　かるく言い、玄関で靴を履く。靴くつ紐ひもを結ぶのも、昔は下手だったけど今は簡単だ。

「栗くりちゃん栗ちゃん栗ちゃん！」

　ダッシュで追いかけてきた両親が、戦地へ向かう兵隊でも送りだすみたいに大きく手をふってくれる。

「いってらっしゃい、栗ちゃん！　自分で切るとまた狼おおかみさんみたいな髪型になるから、帰りにこれで美容院にでもいって可愛かわいくしてもらいなさい！　ちちんぷいぷいっ……えいやっ、お母さんからプレゼントよ！」

　母さんが一万円札を紙飛行機にして、こちらにヒョイと投げてくる。相変わらずこのひと金銭感覚うすいなぁ、あたしはこんなにケチなのに……わ、折り曲げられて福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちが面白い顔になってる。

「帰り道には気をつけるんだよ、栗子！　かといって行く道には油断していいかというとそんなことはない！　変なひととか野良犬とか、落雷とか隕いん石せきとかあるかもしれないからね！」

　父さんが心配そうに注意してくれたけど、前半はともかく後半は警戒しても無意味だろ。昔のあたしだったら落雷くらいは耐えられたけど、今のあたしは……ふつうの人間だ。

　てきとうに両親へ生返事し、あたしは大きく扉を開いて家を飛びだした。

　自転車に乗り、予備校までの道を一直線。

　今日も天気は馬ば鹿かみたいにいい。

　ここは神様がいない世界。

　だけど、どこにでも神様がいる世界。

　あたしのなかにも、父さんのなかにも、母さんのなかにも、犬のなかにだって、花鳥風月、森羅万象、すべてに神様の欠片かけらがあって、それらぜんぶが互いに影響しあい、ぐるぐる無限に循環し、終わらずに今日もつづいている世界。

　怖がりで、でも優しくて、あたしが好きだったあの神様が──ぼろぼろに崩れかけていたのを、最後の最後にまた創りなおしてくれた世界。

　鈴りん音ね。

　あのとき、世界を壊さないでくれてありがとう。

　グリコは、わりと……幸せだぞ。
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　偽いつ原わら栗くり子こ。第一志望合格率15％Ｅ判定。

「うぅん……」

　予備校に到着し、喉のどが渇いたので自動販売機で珈琲コーヒー牛乳の紙パックを買い、つるつる飲みながらてきとうに時間を潰つぶしている。講義の時間まではあと五分少々。先ほど講師室でもらってきた模試の結果を眺めて、嘆たん息そくした。

　勉強は苦手だ。

　去年も大学受験に失敗したし。

　でも仕方ないんだ。あたしは教育なんか受けたことなかったし。いきなり飛び級というか反則で高校一年生から学校には通ったけれど、基本の基本、読み書きから足し算引き算までよくわかんなかったから、他のみんなに追いつくだけで精一杯だった。

　日本の教育は、けっこうレベルが高い。

　賢さか木きに家庭教師してもらって、なんとか人並みにはなったけれど、去年の受験には間にあわずに結局はこうして情けない浪人生だ。とくに難関な大学を目指してるわけじゃないんだが……まだ夏とはいえ、合格率15％ってびみょうな数字にかなり凹へこむ。

　でもな、いちおう大学くらいは出とかないとな……。

　学校、わりと好きだし。……民俗学とか、神話学とか、そのへん勉強したいんだ。この世界が滅びかける前、ちょっと調べたのが妙に面白くて、それがきっかけで興味をもって──今は大学を選ぶ基準になったりするんだ……人生万事、塞さい翁おうが馬、何が契機になってどう転ぶかはわからないな。

　まぁ今は学ぶ以前に学ぶ場所にすら入れないからな、がんばって勉強して、今年こそ合格しなくては。単語帳を取りだし、ぺらぺらめくる。講義室には同じようにして憑つかれたように勉強してるのがごろごろいる。なんかもういろいろ諦あきらめてるのか、魂が抜けた顔で放心してるのもいるけど。

「くぅりっこちゃん♪」

　ストローで珈琲牛乳を啜すすりつつ、あんまり日常ではつかわなそうな英単語を覚えていると──隣にひとりの女の子が座った。

　十九歳の女の子で、名前は越えち前ぜん海月くらげさん。通称エッちゃんだ。高校のときのクラスメイトで、そのときはあんまり喋しやべらなかったんだが、こうして予備校で再会してからはちょっと仲良くなった。人見知りするというか、あたしとはちがう方向に人付きあいが苦手なかんじで、びくびくおどおどしてる。まぁ、気を許した相手には……わりと変、というか不思議、というか。個性的な言動を見せたりするんだが。

　顔とか仕草とか、ちょっと金属質な声とか、どこか鈴りん音ねに似ている。

「おはよう」

「おはよ。……いただきます、はんむ」

　挨あい拶さつもそこそこに、さっそく鞄かばんからコンビニのサンドイッチを取りだし、ぱくつきはじめるエッちゃん。なんか彼女、いつも何か食べてる印象がある。

　あたしは英単語を覚えつつ、横目でそちらを一いち瞥べつして呆あきれた。

「……あんまり食べると太るぞ」

「うぅん、寝坊しちゃって、朝食べてないの」

　ふうっとわざとらしく肩をすくめ、エッちゃんはナチュラルにあたしから紙パックを奪って吸いつく。そして笑うのだ。天使みたいな笑顔。

「うふふ～♪　間接キッス♪」

「…………」

　読めない女の子だ。

　そんな彼女は世にも幸せそうに食事をつづけ、ふと思いだしたように変な話題をふってくる。

「……そ、そ。栗くり子こちゃん知ってる？　人食い鬼の噂うわさ」

「人食い鬼？　手て長なが鬼おにじゃなくて？」

　聞き覚えのない名前に、思わずあたしはそう聞きかえしてしまう。

「……てながおにって、なぁに？」

　けれど──当然、エッちゃんはきょとんとしてしまう。

　世界が滅びかけて、再構築されて、どのような世界として新しく創りなおされたのか……それは今、賢さか木きが裏から、嘆なげ木きが表から全力で調べてくれているけど、実際、いまだによくわかっていない。

　どの出来事が実際にあったこととされていて、どれが無かったことにされているのか。誰だれが歴史や人々の記憶に残っていて、あるいは忘れられ、あらかじめ存在しなかったことになっているのか。

　ここが、どういう世界になってしまったのか。

　あたしたちには、まだわかっていない。

　だから──ほんとうは、危機感をもつべきなのかもしれない。あたしも、賢木や嘆木といっしょに、この世界について調べて、何か異変があったら、それに立ち向かって叩たたき潰つぶすべきなのかもしれない。

　けれど賢木は言ったんだ。あたしに、ふつうに生きろって。

　あたしはもう不死の怪物じゃない。身体は人間で、両親とも戸籍上も身体的にもＤＮＡレベルで血が繋つながっている……らしい。眼がん球きゆう抉えぐり子こじゃなく、偽いつ原わら栗くり子こという存在として、この世界では受けいれられている。

　だから、ふつうに生きていいって。

　あたしも、ふつうの人間として、生きるべきだと……賢さか木きに、言われた。

　ぜんぶ丸まる呑のみで納得したわけじゃないが──それが許されるなら、あたしはちょっとだけ、ふつうに生きてみることにしたんだ。ずっと憧あこがれていた。けれど叶かなわぬ夢だと諦あきらめていた、ふつうの人生を、人間としての毎日を、生きていくことにしたんだ。

　あたしはもう、白雪姫を殺す毒どく林りん檎ごじゃない。

　神様の、世界の、敵じゃない。

　不死の化け物ですらない、どこにでもいる浪人生だ。

　ともあれ。

「その……なんだ、人食い鬼？　なんだそれは？　嫌な響きの名前だが……」

　気味の悪い胸騒ぎを覚え──尋ねると、エッちゃんは食べながらよくそんな話題を喋しやべれるなぁという類たぐいのことを語ってくれた。

「えぇとね、わたしも詳しくは知らないんだけどね……ＴＶでやってたの、なんか人間が食べられてるんだって。むしゃむしゃ」

　サンドイッチを頬ほおばり、ふつうに気持ち悪いことを言う。このぐらいの年とし頃ごろの女の子の感覚は、あたしにはまだよくわからない……。

　なんか疲れて半眼になると、エッちゃんはにこにこ笑った。

「栗子ちゃんＴＶ見ないから知らなかったんだね。けっこう大騒ぎなのに」

「ＴＶはゲームをするための機械だ。あたし的に。……うん？　騒ぎになってるのか、それはそうか──人間が、食べられてるんだし」

　それは、大変なことだ。

　あたしはエッちゃんとはちがう意味でだいぶ感覚が麻ま痺ひしているけど、それは大変なことなんだと、理屈ではわかる。もとはあたしも化け物だった。化け物として生きていた。そのころだったらあまり何も思わなかったかもしれないが、今は人間だから、同胞が食われてることが素直に不気味だ。

　人間を食う鬼。

　それこそ、化け物……みたいだ。

　まさかな。化け物は、ほとんど今の世界では絶滅しているはずだ。もし発生しても、化け物を始末する断罪係の殺菌消毒や不快逆流が噂うわさになる前に退治してるだろうし。

　殺菌消毒に、不快逆流か。

　今もその役目は、殺さい原ばら姉妹が受けもっているんだろうか？

　それとも、あいつらも……グリコみたいにふつうの人間になっているんだろうか？

　あるいは、存在自体が、無かったことになっているのか。

　最後のは──考えたくないな。あいつらも、再構築されていると信じたい。

　一瞬でも仲間だった、同じアパートで暮らしていた、変てこな隣人たち。

「しかし……」

　関係ない考えに流れそうだったから、努めてあたしは話題を戻す。

「なんで鬼なんだ。平安時代じゃあるまいし……鬼が犯人っていうのはどうもピンとこない。人間を食べるだなんて、たいてい野獣だろう、やるのは」

「人間を食べる動物なんかいないよう」

　エッちゃんはすごい自信で断言したけど、いるから。熊くまとか。近所にはいないけど、飼われてる犬だって本気になれば人間食うぞ。

　まぁ、今の時代は平和だからな、野獣の怖さなんかわからないか。

「うぅんとね」

　ふたつめのサンドイッチを包みから取りだしながら、エッちゃんは頭の上で手をぴょこぴょこ動かした。

「なんかね、目撃された犯人がね、こう頭が尖とがってたんだって」

「頭が尖る？」

　うまく想像できないな。

　エッちゃんは幸せそうに食事をつづけながら、うーん、と夢見がちなのか現実的なのか、あたしにはやっぱり読めないかんじに発言する。

「たぶん帽子でもかぶってたんじゃないかなぁ。ピエロみたいな、パーティのときかぶるみたいな、尖とんがり帽ぼう子し。頭が尖ってるから角が生えてたんだっていうより、そっちのがありそうでしょ？　暗いから帽子を角と見間違えたんだよ……だから犯人を名づけるとしたら、人食い鬼より人食いピエロのが正確だと、わたしは考えるのだ」

「なんか怖いな人食いピエロのほうがビジュアル的に」

　血まみれで笑うピエロをちょっと想像した。

　そんな阿あ呆ほうな、何気ない会話をしているうちに、今日の講師が大威張りな歩調でずかずか入室してくる。ごつい面相に、どこまでも偉そうな雰囲気。

「わ、ツチブタきちゃった。はやく食べなきゃ」

　もりもりとエッちゃんはサンドイッチ食べるから、喉のどにつまらせて呼吸困難に。あたしはそんな彼女の背中をさすってやりつつ、深々と溜ため息いきをつく。

　人食い鬼だかなんだか知らないが、まぁ、今のあたしには関係ないな。

　いちおう嘆なげ木きあたりに、それがふつうの人間の犯罪者なのか、それともほんとうに化け物なのか、それとなく尋ねてみようと思うが──べつに、積極的に探して狩るつもりはない。それには、それに相応ふさわしい役割をもった大きな欠片かけらがあたるだろう。それが世界の正しい仕組みなんだ。今のあたしには関係ない。

　もしもその鬼が、あたしの日常を脅おびやかすなら……そのときは、わからないけど。

「では授業を始める！　こら越えち前ぜん、講義室で飯を食うな！　臭においが残るだろうが！」

「はいぃ、しゅいませぇん」

　唾つばを飛ばして叱しつ責せきしてくるツチブタ先生に、殊勝に謝るふりをして、こっそりあたしにペロッと舌をだして笑うエッちゃん。今のあたしにとっては、これが当たり前の毎日。人食いの化け物も、大きな欠片かけらも、世界の命運も、何もかも、すでに遠い世界の物語である。

　今のあたしの最大の敵は……三角関数と英文法だ（手て強ごわいぞ！）。





　　[image: ]






　退屈な講義が終わったので、晩ご飯の時間までに帰ることにした。

　我が家はこの時代にはすでに虚むなしく響く家族の団だん欒らんが形けい骸がい化かせず存在しているから、夕食は家族揃そろって食べる。たいていいちばん最後に帰ってくる父さんに食べる時刻は合わせるので、今日は～時に晩ご飯ですよーというメールが母さんから届くことになっている。

　あんまり両親と仲良くメールしてるところを友達に見られると、恥ずかしいので、その遣やりとりはこっそり行うことにしているけど。

「『では今日は外で時間を潰つぶしてから帰ります……栗くり子こ』、と」

　予備校帰りにエッちゃんとゲーセンに寄って、ちょっと疲れて一休みという機会を見計らって母さんにメール送信。いつもどおり十秒くらいで返事がかえってくる。顔文字いっぱい記号いっぱい文字いっぱいの文章なのになんでこんなに返事が早いんだ。

　うちの両親の愛情は過剰だ……。

　いいけど、べつに。

　ちなみに今日は父さんが仕事でいつもより遅くなるとかで、晩ご飯は九時かららしい。けっこう時間を潰さなくてはいけない。お金は今朝、母さんからもらったのがあるから、暇つぶしに不自由はしないけど。

　ぱたりと携帯を閉じ、手のひらの上の百円玉数枚を弄もてあそぶ。

　ゲーセンのゲームは単純な反射神経と動体視力で延々とクリアできるのが多いから、種類を選べば数百円でかなり長く遊べる。あたしの身体は不死ではなくなったし、常人離れした体力も筋力も失ったけれど、そういう経験がものをいう類たぐいの能力は衰えなかったらしい。身体が、きちんと覚えている。

　隣で烏龍ウーロン茶ちやを飲んでるエッちゃんもかなり極まったゲーマーだけど、頭をつかうクイズゲームとか以外ならだいたいあたしのほうが巧うまい。ゲームが巧くても、べつに偉いことぜんぜんないと思うが。

「ひゃあ……栗子ちゃん、携帯ボロボロだねぇ」

　ゲーセンの隅っこ、休憩用のベンチに腰かけ、足をぶらぶらさせていたエッちゃんがあたしの手元を覗のぞきこんでそう言った。

　まぁ、そうだ。あたしの携帯は、何年も前の機種で、大事につかってはいるのだけど……細かい傷や汚れが目立つ。ふつうなら、もう買い換えるところだろう。

「でもこれは、大事なものだから」

　あたしは抱きしめるように携帯を握って、ちょっと微笑ほほえんだ。この携帯電話の前の持ち主が神様だなんて言ったら、エッちゃんどんな顔するかな。

　呆あきれるか。怒るか。笑いとばすか。

　でもねエッちゃん、これは本当に神様の携帯電話だったんだ。

　あの世界が崩れかけた最終戦争のあと、ぜんぶ終わって、しばらく途方に暮れてから──鈴りん音ねの形見分けみたいなことをした。べつに鈴音は死んでいないのだが、そんな気分で。

　この携帯電話はそのとき賢さか木きからもらったものだ。鈴音と賢木の思い出のメールもたくさん残っているものだし、賢木が持つべきだとあたしは思ったが、自分が持っていると一日中これを眺めているだけで他に何もできなくなるとか、そういう理由で無理やり押しつけられた。

　メールなんかは残るんだし、無理してつかいつづける必要はないのだけど、なんでかあたしは現役でつかっている。鈴音の言葉が残されたこれを持っていると、あいつがそばで見守っていてくれているみたいな気持ちになるんだ。

　なんて、そんなことはエッちゃんには言わないが。

　ぜんぶ語ろうと思ったら、長くなるからな。

「………？」

　ふと、電話が鳴った。

　メールの着信音。

　変な胸騒ぎがして、あたしは畳んだ携帯電話をまた開き、届いたメールを確認する。

　……知らないアドレスだ。




　ＦＲＯＭ　★　むうちゃん

　ＴＯ　★　お母さん




　……なんだこれ。

　うちの携帯の機種は自分で勝手に宛あて先さきと自分の名前をいじくって送れる。アドレスを登録してなくても、だ。なのでこの『むうちゃん』とやらが誰だれなのかは、あたしにはわからない。そんな名前の知りあいがいたか？

　宛名のところも気になる。お母さん？

　誰かが偶然、間違えてアドレスを記入して送ってきたとか……？

　それとも悪戯いたずらか？　あるいは悪質な迷惑メールとか……。

　そんなことを考えつつ、メールの内容にまで目をとおし──あたしは首を傾かしげる。

「なんだこれ……？」




　題名　★　むうちゃんと遊ぼ。

　内容　★　あっち向いてホイ。前♪




「前？」

　思わず前を向いてしまう。警戒より先に反射がきてしまった。エッちゃんが不思議そうにそんなあたしを見つめている。

「どうしたの、栗くり子こちゃん」

「…………」

　ちょっと待ってて、と小声で彼女に告げて、あたしは立ちあがるとゆるやかに前進する。見えたのだ。正面に。見覚えのある……けれど、二度と見ることはないだろうと思っていた光景を。

　そういえば、ゲームセンターだったな。

　うん、おまえが現れるのは、ここしかないよな。

　正面──一回五十円のパズルゲーム。そこに示された、明らかにゲーム画面には相応ふさわしくない巨大な矢印。『↑』。その指示に従ってあたしは歩く。『↑』『→』『↑』。誘導されて、警戒しながらも歩き、あたしはひとつのガンシューティングゲームの筐きよう体たいの前まで導かれた。

　ワゴン車を模した、乗りこんで銃を握りしめ、正面の巨大な画面に表示される敵を撃ち殺していくよくあるタイプの筐体だ。カーテンで仕切られたその内側からは──なかには人の気配もないのに、可愛かわいらしい声が響いてくる。

『入って』

「…………」

　頷うなずき、あたしは薄暗いその内側へ潜りこみ、カーテンを素早く引いた。

　車の座席そのままの椅い子すに腰かけ、そっと正面を見る。

『やっほう』

　画面の内側。背後に無数の眼球を敷きつめて、ひとりの少女が立っている。

　以前に見た、虫の擬人化といった風ふう貌ぼうではない。あのときのこの少女はそれこそ蟲むしに操られていたわけで、もしかしたら今のこの姿が本来の彼女なのかもしれない。

　全裸に包帯をぐるぐる巻きつけただけの、素っ裸よりもよほど恥ずかしい格好だ。よく見るとその包帯は彼女の長い髪が寄りあわさったもので、どこが何やら、螺ら旋せんというか複雑な構造になっている。ふつうに服を着ればいいのに。

　頭の左右には山や羊ぎのような……というか、西洋の悪魔じみた角。双そう眸ぼうには瞳ひとみがなくのっぺりと赤く、非人間的だ。豊満な身体を隠すみたいに古ぼけたテディベアを大切そうに抱えている。

　あたしは少しだけその少女と無言で見つめあい、それから深々と溜ため息いきをついて問うた。

「おまえ……夢む界かい獣じゆうか？」

『むうちゃんって呼んで』

　いやんいやん、とわりと大人おとなっぽい外見に似合わない仕草で彼女はむずかる。

『むうちゃんって呼んでくれないとお母さんとは喋しやべらないもん』

「…………」

　こいつ、こんなキャラだっけ？　いや……うん、前回は、最初から最後までほとんど操られっぱなしだったからな──あらためて喋るのは初めてかもしれない。

　そんなことを考えつつ、あたしはどうにも態度を決めかねて腕を組む。こいつは蟲むし──に化けたヘビに操られ、利用され、あたしたちと敵対し、最後は焼しよう夷い弾だんを模した涙歌メロディアノイズの空間打撃で殺された。世界が終わり、再構築されて、死んだはずの連中がいくらか蘇よみがえっているのは事実だが……まさかこいつまで。

　とにかく、どうしたものか。こいつは敵か味方か。ふつうに考えれば警戒しなくてはいけない危険な相手なんだが、今のこいつからは敵意を感じない。

　けれど──こいつ、なんであたしをお母さんって呼ぶんだ？

　いや、こいつに栄養を与えたのはあたしと鈴りん音ねで、そのおかげでこいつは孵ふ化かできたから……お母さんって、前も呼ばれていたけれど、こいつ、なんでそれを覚えているんだ？

　世界が壊れかけて、最後の最後で再構築されて──その結果、生きのびたあたしと賢さか木き、あとは嘆なげ木きとブレイクサン、竜たつゑえちゃんと御ヘ貴ビ以外の記憶はリセットされている。

　最終戦争の記憶を失い、まったく新しい登場人物として、しかし役割はだいたい同じで……この世界に生きている。たとえばカヂリは一人部屋の能力を持っているけれど、再会したときブレイクサンのことを忘れていたし……ジョーカーも涙歌メロディアノイズではあったけれど、ブレイクサンの弟や妹を身体に埋めこんではおらず、あたしと戦ったときほどの能力は発揮できないようだった。

　鈴音がどのように世界を再構築したのか、それはわからない。わかるのは、滅びかける前の世界のことを覚えているのが、最終戦争を生きのびた連中だけで、あとのみんなはだいたいぜんぶ忘れ、平和な設定でこの世界に再構築されているということだけ。

　賢木願がん鳳ほうは永遠研究所などつくらず、賢木といっしょに最終戦争のこと、再構築された世界のことを調べてくれているし、ジョーカーもきちんと竜ゑちゃんと賢木のお母さんをやっている。たぶんどこかで再構築されているはずの最弱アルティメットシールドや手て長なが鬼おに、〝べろ包丁〟や蟲たちですら、今の世界では陰謀も巡らさず、殺しあいをすることもなく、呑のん気きに生きているんだろう。

　死にたがっていた神様。苦しみ、毒を呑のみ、壊れかけていた神様。

　滅びかけていたあの世界は、そんな神様の心情を映す鏡だった。化け物がはびこり、血ち腥なまぐさい争いが絶えず、最後はばたばたと誰だれもが死んでいった、あの陰いん鬱うつな世界は──。

　だけど今、神様は死なず、徐々に回復し……今は元気にやっているようだった。この世界が平和なのが、その証拠だ。

　みんな呑気で優しく平穏。

　争いのない、殺しあいのない、平和な世界。

　それが今の世界で、神様の心情を映す鏡だ。

　ならばこの夢む界かい獣じゆうも……味方か？　味方というか、警戒する相手ではないのか？　いや、いや、そもそも……なんでこいつ、覚えていないはずなのに、あたしのことをお母さんって呼んだんだ？　まずそこから考えるべきだ！

「夢界獣……」

『…………』

「あ、えぇと、なんだ……む、むうちゃん」

『えへへぇ』

　可愛かわいらしく微笑ほほえみ、夢界獣はテディベアを抱きしめて上目遣いでこちらを見てきた。

『なぁに、お母さん？　むうちゃんと遊んでくれる？』

「いや……いいけど、べつに。それよりむうちゃん、なんであたしをお母さんって呼ぶんだ？　いや──そういうことに、なってるのか？　そういうふうに再構築されたとか──うん？　よくわからん……自分が何を言いたいかわからん……」

『？？？』

　夢界獣は首を傾かしげ、眼球が敷きつめられた悪趣味な画面で語りはじめた。

『んとね、お母さん。むうちゃんは警告しにきたの』

「警告……？」

『だよう』

　ほにゃほにゃ笑って、夢界獣はその真っ赤な目でこちらを見つめてくる。異様な──非日常そのもの。久しく体験していなかった、怪奇な現象。あたしの身体に刻まれた経験が、防衛本能が、激しく警鐘を鳴らしているのを感じる。

　あたしは夢界獣を見つめる。目と目が合った。

『あのね、いいのかなぁって。むうちゃん、わかんなかったから──でも、なんだか嫌なかんじだから、お母さんに教えなきゃって。あのね、むうちゃんとかね、あと……他のひととかにね、前の世界のこと教えてるひとがいるよ』

「────」

　前の世界。

　それはあの殺さつ伐ばつとした、蟲むしと眼め球だまの神話の世界か。

　滅びかけ、血の海で終わろうとした、あの薄暗い世界のことか。

　ようやく平和になった、このまま呑のん気きにつづいていくと思っていた、この世界の住人に──彼らにとっては前世の、あの世界のことを教えている誰だれかがいる？

『むうちゃんもね、そのひとに言われて……お母さんのこと知ったの。お母さん、だよね？　むうちゃんの──お母さん』

　夢界獣が怖がるように尋ねてくるから、あたしにはひとつ推測できた。その誰かというのは、本当にあの世界のことを教えてまわっているのかもしれないけど、教えられたほうはべつに前世の記憶を取り戻すわけではないのだ。自分がどのように生き、何をして、どのように死んだか──それを、思い出として取り戻したわけじゃない。

　だけど、けれど……あたしが、夢む界かい獣じゆうを傷つけ、拒絶し、死なせてしまったのは事実だ。

　前の世界のことだとか、そんな御ご託たくで罪が消えるわけじゃない。

　あたしはそっと画面に手を伸ばし、実際には触れられはしないのに、夢界獣の頭をそっと撫なでてみた。それでも、夢界獣は嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれた。

『えへへぇ、むうちゃんのお母さん……』

　彼女は頬ほおを染め、それから目に涙を浮かべた。

『寂しかったよ。ずっと独りぼっちだった。だから寂しかったよ』

「ごめん、むうちゃん」

　もう不幸にはしない。あたしの子供。

　あたしは胸に固く決意を刻み、それからあらためて夢界獣を見つめた。

「むうちゃん……おまえに、否いな、他のやつにも──思いださなくてもいい、あの苦しい世界の記憶を吹ふい聴ちようしてまわっている馬ば鹿かは、どこのどいつだ。あのときの記憶をもっているやつなんか、そう多くはないはずなんだがな……」

　その目的も気になる。

　どうして今になって、あの世界のことを穿ほじくりだすんだ。誰だれが、何の目的で、そんな馬鹿なこと……。

『うん。そうだね、喋しやべっちゃだめって言われたけど……むうちゃんには、お母さんのほうが大切だから、教えちゃう。むうちゃんたちに前世の記憶を喋しやべっているひとはね──』

　彼女は、ぽつりとつぶやいた。

『今、お母さんの、後ろにいるの……！』

「────」

　振りかえる。誰もいない。ていうか、背後は座席の背もたれと壁だ。何も見えない。とりあえず前に視線を戻すと、夢界獣が腹を抱えて笑い転げていた。

　彼女は目元に涙を浮かべ（この涙はさっきのとちがってむかつく）、ひぃひぃ喘あえぎながらふざけたことを言った。

『いや冗談だよ？』

「殴るぞおまえ」

　わりと本気で言ったのだが、夢界獣はぜんぜん気にしない。うん、だいたいわかってきた。基本的にお子様なんだこいつ……真面目まじめに相手すればするだけ疲れるんだ。

　呆あきれていると、今度は真面目な表情で、夢界獣がこちらを見つめてきた。

『うーん……いや、むうちゃんにはよくわからないのぉ。初めて見るひとだったし──でも、人間には見えないように溶けて隠れてたむうちゃんを見つけて、喋りかけてきたんだから、まぁ人間じゃないよねぇ……』

　要領を得ない説明をして、最後に彼女は付け加えた。

『自分では、そのひとこう名乗っていたよ。〝妾わらわは虐しいたげられし蟲むしの女王〟……』

「蟲むしの、女王？」

『〝ダメージヘア〟』

「だめーじ……へあ」

　やはり、聞いたことがない名前だ。

　しかし──蟲の、女王？

　蟲というのは、あの蟲だろうが……あいつらに女王なんかいたのか？　蟻ありだの蜂はちだの、女王を持つ虫は多くいるが、蟲と虫はあんまり関係ないしな。

　虐しいたげられし蟲の女王──ダメージヘア、か。

　いちおう、覚えておこう。なんだか嫌な予感がする……。

『用事は、それだけ。ほんとは遊んでほしいんだけど──』

　夢む界かい獣じゆうは残念そうに、眉まゆをひそめてつぶやいた。

『その蟲の女王さんが暗躍してるせいで、殺菌消毒とかも反応して動きはじめたみたいなの……むうちゃんも見つかったら殺されちゃうから、今はちょっと遠くに逃げたいのね』

「殺菌消毒が動いている……」

　ならば、殺菌消毒に任せておけばいいか。殺菌消毒の強さはあたしが身に染みて知っている。女王といっても蟲が相手なら──不覚をとるとは思えないが。

　そんなことを考えているうちに、夢界獣は可愛かわいらしく手をふっていた。

『じゃあね、お母さん。ぜんぶ終わったら、また会いにくるから……むうちゃんと遊んでね？　いっぱいいっぱい、遊んでもらうんだからね？』

「あぁ、約束する」

　今度こそ、殺しあいでなく、遊んでやろう……むうちゃん。

　微笑ほほえみ、手を振りかえしてやると、彼女はふっと思いだしたように瞬まばたきをした。

『そうだそうだ、お母さん、もうひとりのお母さんね』

「鈴りん音ねか？　あぁ、鈴音はもういないから……今は会えないぞ」

　夢界獣の言葉を先読みするつもりで言ったのだが、彼女はきょとんとした。

『？　いや、お母さんに会いにくる前に、もうひとりのお母さんも見つけたから……挨あい拶さつしたんだけど、そのときにね、お母さんに伝言を預かってるの』

「………え？」

　なんて言った？

　まじまじと夢界獣を凝視すると、彼女はにっこり笑ってその『伝言』を口にした。

『〝ごめんグリコちゃん、……きちゃった〟って』
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　ゲームセンターの前でエッちゃんとは別れることにした。

　自分を待たせてどっか行っちゃったことが彼女は不服そうだったけれど、こんどご飯を奢おごると言ったらころりと機嫌を直してくれた。友人の体重増加に関与するのは不本意だが……まぁ、仕方ない。

　頭がぐるぐるして、どこか上の空なあたしに、エッちゃんが何を勘違いしたのか手を握りしめてきて叫んだ。

「だいじょうぶだよ！　グリコちゃん！　模試の成績が悪かったからって落ちこまないで！　いつかきっと良いことあるよ！」

「いや……うん、そっちじゃなくて。って、なんでエッちゃんあたしの模試の成績を知っているんだ？」

「盗み見た」

「油断も隙すきもないやつめ！　おまえのも見せろ！」

「いやぁん♪　見られちゃうぅ♪」

　いちゃいちゃしてたら少しだけ気が紛れた。持つべきものは友人だ。ゲームセンターの前、駐とめていた自転車のそばで手と手をとりあい、しばし騒ぐ。あたしたち、誰だれにはばかることもない十九歳の大学浪人。恥も外聞もないんだ。

「うん、だいじょぶだいじょぶ！　ぜったい合格できるって！　今年こそ！」

「うぅっ……今年こそ」

　うんうん頷うなずきあって、いきなりエッちゃんが大声で歌いだす。

「ラララ～♪　受験～するぅならぁ♪　こういう具合にしにゃさんせ！　不合格アウト♪」

「合格セーフ？」

『ヨヨイのヨイ♪』

　どっかで聞いたことがある歌詞と曲だったので、なんとなく調子を合わせてみたが──そこでふと気づいてあたしはつぶやいた。

「いや、この歌詞は野や球きゆう拳けんじゃ……」

「だから受験拳だよ！　野球拳の別バージョンで、これを毎日欠かさずやれば絶対に合格できるってＴＶでみのさんが言ってたよ！」

「みのさんって誰だ。あたしはそんなやつ知らないぞ」

　ＴＶは見ないんだ。

　とにかくまぁ、阿あ呆ほうな歌のおかげでわりと元気がでた。さっき、夢む界かい獣じゆうと予期せぬ再会をして──気になることを聞いて、心が乱れていたけれど、ちょっとだけ安あん堵どできた。

　持つべきものは、ほんとうに……友人だ。

　手をふり、ゆっくり自転車を漕こいでいくエッちゃんを見送る。彼女が消えていった町は今日も変わらぬ平穏で、あたしはどこか、ほっとした。

　そうだ。そうだな。

　世界は平和になったんだ。もう誰も、危ないこと、嫌なことはしないんだ。

　そうだろ……鈴りん音ね、おまえも、ちゃんと幸せなんだろ？　だから、この世界も平和で──明日も、明後日も、未来はずっと、このまま平穏につづいていくんだろ？

　がんばるって、約束したもんな。

　うん？　そうだっけ？　なんか……ちがうかんじの、約束をしたような。

「うーん……」

　なんだったかなと思いだす。たしか、そう──苦しくなったら、また……。

「ま、いいか」

　考えないことにして、あたしは伸びた髪の毛を指で引っぱる。考え事をしたいし、夕飯の時間まではまだあるから、てきとうな安い床屋さんで切ってもらおう。お金があまったら……それで、久しぶりに観かん音のん逆さか咲ざき町にでも遊びにいこうか。

　世界の中心に。

　あたしたちの、思い出の場所に。




「……だぁれだ？」




　ひょいっと、鈴を転がすみたいな声とともに、背後から視界を奪われる。手で目元を押さえられて──。背後には、柔らかな感触。覚えのある、温かい誰だれかの身体。

　心臓が、どくんと大きく一度だけ跳ねた。

　まさか。

　まさかと思う。

　予想……否いな、期待していなかったといえば嘘うそになる。夢む界かい獣じゆうに嘘か間違いかわからないが、彼女の存在を告げられて──会いたいと、また会えるかもと、期待しなかったかといえば、それは否だ。

　けれど、けれど──。

「……わかんないかな？　久しぶりだしね」

　ちょっとだけ残念そうに言って、手がどかされる。

　あたしは、動けない。硬直し──振りかえることすらできない。

「背、伸びたね。一瞬、誰だかわかんなかった」

　あたしの好きだった、賢さか木きも愛していた、ちょと金属質な声。軽やかな、世間話。ずっと焦がれていた、許されぬ願いだけど、また聞きたいと思っていた──あたしの、大切なひとの声。

「怖がらないで。グリコちゃん、こっち見て」

　そっと手を握られる。そこであたしはようやく後ろを見た。

　夢でも幻でもなく。

　妄想でも間違いでもなく。

「えへへ、なんだか恥ずかしいね……」

　そこで微笑ほほえんでいたのは、この世界の神様──宇う佐さ川がわ鈴りん音ねそのひとだった。






Ragnarök-02

血と肉と骨の吊り雛
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　深夜。

「そうね──」

　人気のない、寝静まった住宅街の片隅で。

「悪趣味なのは嫌いじゃないけれど、美学のない悪趣味はいけない。丹たん誠せいこめて悪趣味にしようと努め、造りあげた結果ならばそれは芸術だけれど……結果的に悪趣味になってしまったというだけのグロテスクは、それこそ悪趣味だわ」

　規則的に置かれた街灯。明かりの消えたいくつもの一戸建てとマンション、アパート。自動販売機の光ごときで霞かすんでしまう貧弱な夜空の星と、車のひとつも通らない寂しいアスファルトの道路──。

　横断歩道の真ん中に、ひとりの女が立っている。

「殺菌消毒……しなくちゃね」

　つぶやき、彼女は疲れたように溜ため息いきをつく。すると、彼女の口からフシュー、とヤカンから噴きでる蒸気のような音がする。

　それも当然、彼女は風邪や花粉症対策のそれではなく、明らかに防ぼう塵じんや防毒ガスを目的とした武骨なマスクで口元を隠しているのだ。あまり目立たない、素っ気ない服装にその一粒の異物が違和感を添えている。

　髪の毛は白く、腰まで伸ばされたそれは三つ編みに結ばれていた。背中に天使の羽がプリントされたタンクトップに、膝ひざのあたりでカットされたジーンズ。

　彼女の名前は殺菌消毒。殺菌消毒──殺さい原ばら美み名な。

　七つの大きな欠片かけらと呼ばれる神様の役割を七等分した存在、そのうちのひとつ──この世の悪や穢けがれを見つけては狩る断罪係。かつてノアの箱舟を残して世界を滅亡させた洪水伝説の化け物……などなど、いろいろと物騒な曰いわくのある殺菌消毒という大きな欠片を受け継いだ人間である。

　そんな美名は毎日たいてい町の病院で看護師として働いていて、家に帰れば騒がしい妹のお守りまでしなくてはいけない。今も日勤につづけてのサービス残業で身も心もくたくたで、本当のところさっさと家に帰ってお酒でも飲んで眠りたいのだ。

　いくら不死者──疲労が自動回復する大きな欠片といえど、決して『疲れない』わけではないし、連続で働くと嫌になる。疲労はすぐに消えてしまうが、やる気まではそう簡単に湧わいてこない。

　だから美名は、苛いら々いらしていた。

　他の大きな欠片と比べて、殺菌消毒は細かい仕事が多すぎる。

　車の通らぬ車道──横断歩道の真ん中で、美名はフシューと嘆たん息そくした。

　ちょっと視線をあげると、健けな気げに働いている信号機に何かがぶら下がっている。

　悪趣味な、それは血と肉と骨の吊つり雛びな。

　無む惨ざんにも殺害され、信号機から吊つるされた人間の屍し体たいである。

「…………」

　美み名なは周りを見回して、さらにがっくりと肩を落とす。

　同じように物言わぬ屍体となり、逆さにぶら下げられた人間があちこちで見つかったのだ。どれも何の意味があるのか信号機に自らの服で縛りつけられ、晒さらされている。美名はなんとなくタロットカードのハングドマンや、ＴＶで見た肉屋に吊された豚や牛を思いだした。

　どれもまだ新しい屍体だ。

　鮮血が滴したたり落ち、死後硬直もしていないその身体は風に揺られてだらりとしている。虫や鳥がいくらか寄ってきているようだが、幸いにしてこの時間に住宅街を歩くひとはいないらしく、人間に見つかって大騒ぎが起きたりはしていないが。

　老若男女、屍体の種類は様々だけれど──いくつか共通項のようなものもあった。

　殺され方がみんな同じなのだ。外傷が、一致している。

　まず致命傷だと思われる心臓部への貫通した疵きず痕あと。槍やりとか日本刀とか、そういう尖とがった鋭利な刃で胸を一突きされている。おそらく即死だっただろう。心臓は不死者も共通の急所だ……相手がなんであれ、ここを刺せばまず殺せる。

　もし万が一、この惨さん憺たんたる光景をつくりあげた犯人と戦うことになっても、油断はできないなと美名は思う。相手はどうも不死者の弱点を知っているらしい。化け物だとしても、かなり知能が高い。ふつう、連中は何も考えず体当たりとか噛かみつきとかで攻撃してくるから、屍体はこんなふうにみんな同じようにはならない。

　もちろん、何かの気まぐれで心臓ばかり狙ねらいたがる人間の犯罪者なのかもしれないが、なんにせよ警戒はしておいたほうがいいだろう。いかな殺菌消毒とはいえ、同じように心臓を貫かれたらそこでお終しまいだ。相手の技量によっては美名でも殺されてしまう可能性はある。大きな欠片かけらが宿った美名は身体能力も強化されているが、べつにいきなり拳けん法ぽうなんかの達人になるわけでもないし、戦い方は我流なので本気で槍そう術じゆつとかを学んでいる相手だと太た刀ち打うちできない。

「…………」

　それよりも、さらに気になる疵痕がこれらの屍体には共通してあった。

　耳から血が流れているのだ。

　強烈な音波でも喰くらって鼓膜が破れたのかと思ったが、それなら両耳から出血するだろう。なのに屍体を見ると血が流れているのは片耳だけだ。右とか左とか、左右は一致していないけれど、どちらか片方だけ。

　気になって、かるく跳躍し目の前の信号に吊された屍体を引きずりおろす。高校生くらいの男の子で、夜遊びでもしていたのか、ちゃらちゃらしたかんじ。たっぷり遊んで帰ろうとしたところを何者かに襲われたのだと思うが──道路に横たえ、その血を流した耳元に触れ、美み名なは眉まゆをひそめた。

「まさか……」

　験ためしに彼の額に手を当て、思いっきり圧おしてみる。

　卵のように簡単にそれは潰つぶれてしまう。けれど美名の手のひらにあったのは頭ず蓋がい骨こつの感触だけで──たっぷり詰まっているはずの脳みその感触がない。

　すなわち。

「耳から……脳を……吸われた？　まさに──悪趣味ね」

　コーン、と甲かん高だかい音が響いた。

　弾はじけるように美名が振りかえると、そこに誰だれかが立っている。やはり人気のない車道を挟んだ向かい側、悪趣味な屍し体たいの吊つり雛びなが下がった歩行者用の信号機の下、街灯に照らされて──非現実的な印象の少女が。

　金色の髪。真っ赤な瞳ひとみ。動きにくそうな司祭の衣装と、ピエロのような尖とんがり帽ぼう子し。

　全身。とくに口元に──夥おびただしい量の返り血。

　右手には、無機物のくせに、ここまで獣のような臭においを漂わせる、禍まが々まがしい槍やり。

「何よ……あんた」

　美名は全身を緊張させながら、抱えていた屍体を道路に横たえて立ちあがる。両者の距離は狭い車道が一車線ぶん。数メートルもない。美名なら、跳躍ひとつで触れあえる。

　間合いを計りながら、美名は人間のようにも化け物のようにも見える相手の正体が掴つかめず、わずかに戸惑った。あの返り血を見るかぎり信号機に屍体をぶら下げてまわるという猟奇な真ま似ねをしたのは目の前の少女のようだが、その目的がわからない。

　こいつは自分の敵なのか？

　世界の敵なのか？

　ならば始末するのが己の役割なのだが──どうも、相手は存在感が空っぽすぎる。目的意識を感じない。なんとなく、この場に居合わせただけ……という雰囲気で、主犯のようには思えないのだ。誰かに操られているみたいな──。

　けれど少女は自ら淡々と、会釈すらしながら犯行声明を放つ。

「意外と……大物が、釣れたようだと判断するもの也なり」

　感情のない口調で、ぽつりと。

「化け物の一匹でも、現れれば重ちよう畳じようだと思っていたが故ゆえ」

「何よ、私──まんまと誘おびきだされたってこと？」

　美名はますます警戒する。あの悪趣味な吊り雛は、血やら何やらで美名のような世界の裏側にいる存在を招き寄せるための餌えさだったのか？　けれど、どうしてそんなことをする？　目的が、理由がよくわからない。

　臨戦態勢の美名にも動じず、金髪の少女は呆あつ気けなく頷うなずいた。

「吊り雛だけに釣り……みたいな」

「…………」

「ふふ……面白ければ素直に笑うのがいいと判断するもの也なり」

　いやべつに面白くないし。

　なんだこいつ、間合いが変だ。キャラが読めない。

　美み名なは毒気を抜かれつつ、絵本の世界から抜けだしてきたような、奇妙な相手にどう接したらいいか迷う。敵か味方か、素直に撲ぼく滅めつしていい相手なのかわからない。相手に戦う意思があるなら──もちろん美名は応戦して叩たたき潰つぶすが、やはり目の前のこの少女は空っぽなのだ。

　敵意を放つわけでなく。殺気をまとうわけでもなく。

　ぼんやりと、立っているだけ。

「あんた……何よ？　何が目的？」

　無む辜この人々を惨殺し、その屍し体たいを辱はずかしめ、おそらく脳を啜すすり食った化け物のような少女──その目的が掴つかめない。だいたいこいつは何者なのだ？　人間なのか？　化け物なのか？

「妾わらわの名前はダメージヘア。虐しいたげられし蟲むしの女王」

　やはり感慨を混ぜず、てきとうな調子で名乗りをあげて──。

「目的は、単純明快」

　しごく大真面目まじめに、断言した。

「世界征服也」
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　その言葉と同時に背後から衝撃がきた。

　相手の間抜けな台詞せりふに呆あきれとほのかな寒気をおぼえていた美み名なは、動物的な反射でわずかに身をよじり、その一撃を掠かすめるだけに留とどめた。

　血が滴したたる。美名は跳躍し、ダメージヘアと名乗った少女から距離をとる。

「ぐっ……!?」

　なんだ？

　何が起きた？

　どうして今、誰だれに、自分は背後から攻撃されたのだ？

「見事也なり」

　やはり感情のない、ダメージヘアの賞賛が投げかけられる。心の底から褒ほめているようにも、どうでもいいようにも思える、がらんどうな声と仕草。

「けれど、心するものと忠告をする也」

「然しかり。我らを相手にするということは──海を飲み干すがごとき故ゆえ」

　ダメージヘアの声に、まったく同じ音質の少女の声が重ねられる。

　そこでようやく美名は、己を背後から攻撃したものの正体を知ったのだった。

　ダメージヘアが、ふたり。

「妾わらわの能力は永久循環と無限増殖」

「死んでも死なず、無限に増える……」

　まったく同じ外見の、異なる点といえば手にした槍やりと、服や肌を染める血の色だけの──双子よりもなお合同な、複製された存在が、美名を背後から襲った相手の正体だった。

　ふたりのダメージヘアは、鏡映しのように嗤わらう。

「存在消去と存在固定……殺菌消毒の大きな欠片かけらはたしかに強力也」

「然れども、無限に増える相手を、無限に消しつづけられる根気はお持ちであるか？」

「疲れて疲れて疲れて、欠片の力を消費し尽くし──」

「あるいは増えつづける我に四方八方埋め尽くされ、潰つぶれ死ぬがごとく殺されるが御お主ぬしの運命也」

　交互に語り、ダメージヘアはこちらにゆっくり歩みよってくる。相手の動きは緩慢だが……彼女らの説明が事実ならば、強い弱いの次元ではなく戦う相手として嫌すぎる。

　倒しても倒しても復活する。

　倒さなくても増えつづける。

　永久循環と無限増殖──聞いたことがない能力だが？

「これぞ数の暴力！」

　ダメージヘアは誇らしげに、変な持ち方で槍を構えてそう宣言した。狙ねらいどころとしてはあの槍やりを持ったやつだが……あれが本体で、あれを殺せばぜんぶのダメージヘアを潰つぶせるとか、そんな簡単な解決ができるものなのだろうか？

　なんだか、あの血まみれのひとりを倒しても、何事もなかったかのように残ったダメージヘアが襲いかかってきそうな気もする。

　厄介な敵と遭遇してしまったものだ。

　まぁ、べつに──だからどうということもないが。

　先ほど、増えたダメージヘアに背後からナイフか何かで傷つけられた。その傷はもう治っているし、そこからいくつか敵の能力について推測もできる。

　ひとつ、ダメージヘアそのものは決して強くない。

　武器を握り、背後から不意打ちして美み名なを殺し損ねたのだ、個体個体の戦闘力は一般人と同じくらいだろう。あの金色の槍はなんとなく気味が悪いが、基本的にそれだけに注意していればよさそうだ。

　ふたつ、無限増殖とはいっても──。

「あなた、屍し体たいがなければ増殖できないんじゃない？」

　先ほど、美名を背後から襲ったダメージヘア──それと同時に、その寸前まで美名が検分していた、ちゃらちゃらした男の子の屍体が消えていたのだ。その屍体が、ダメージヘアに変化した……そうとしか思えない現象だった。

　そうだ。何もないところからポコポコ増えるなら、それこそ反則だ。おそらく屍体という材料がなければ、無限増殖の能力は発動できないのだろう。

　この周囲に吊つり雛びなとして用意された屍体は、美名や化け物を釣るための餌えさであり、同時にダメージヘアの武器なのだ。美名はそう推測し、勝ち誇ったのだけど──。

「いや……べつに」

　ダメージヘアは、かくりと首を傾かしげた。

「屍体がなくても増えられる也なり」

　言葉のとおりに、金髪の少女は美名の見ている前で、まるで下等生物のように分裂した。寸分違たがわぬ、三人目のダメージヘア。やはり血ち糊のりと槍は複製されないようだが──。

　しかし、屍体がなくても分裂できるなら、ほんとうに厄介だ。ぜんぶ潰したと思ってもどこに予備の一体が隠れているかわからないし、潰しても潰しても終わらない害虫退治みたいな作業になってしまう。

　いかにもそれは面倒くさい。負けるつもりはないが、勝てる気もしない。ちゃっちゃと逃げてしまうのがいちばんだろうが──。

「殺菌消毒よ、妾わらわが屍体の脳を啜すすったのが不思議であるか？」

　頭のなかで作戦を練っていると、懐から何かストローのようなものを取りだし、ダメージヘアがこちらに示してきた。おそらく、あれを被害者の耳に突き刺し、そこから脳をずるずる吸いとったのだろう。気持ちの悪いことをする。

「もちろん、無意味にそんな真ま似ねはせぬ」

「然しかり、妾わらわが脳を喰くらうのは──」

「存在を複製するため也」

　言葉と同時に、ダメージヘアのひとりが姿を変える。

　それは、ちゃらちゃらした男の子。おそらく夜遊びをし、帰り道で襲われ、胸を貫かれ脳を食われた哀れな被害者。感情のない、まるで昆虫みたいな雰囲気の彼は……ダメージヘアと同じく瞳ひとみを真っ赤に光らせてつぶやいた。

「最弱アルティメットシールドの肉体変化ほど意のまま、思うがままには肉体を変化させられぬが──」

「そっくりそのまま複製することならば、脳に記録された人体の設計図を読むことにより可能也なり」

　そこまで語ると、青年は元通りダメージヘアの外見になる。けれどおそらく、彼女が望んだとき、記憶している設計図のなかから、自由に選んでその姿に変身することが可能なのだろう。瞳の紅あかさだけが共通項──。

　なるほど、ようやく美み名なにもダメージヘアの正体がわかった。

　虐しいたげられし蟲むしの女王。

　蟲。なるほど、最初からきちんと名乗ってはいたわけか。

「神じん蟲む天てん皇のうね。いいえ、神蟲天皇の本体といったところかしら？」

　あえて余裕ぶって言うまでもない事実を明かすと、ダメージヘアは頷うなずいた。

「妾は虐げられし蟲の女王」

「欠片かけらの名前は神蟲天皇。その役割はラグナロク。世界を殺す終末の獣……」

「あらゆる人類の脳を啜すすり、大きな欠片の脳も啜り、この世に存在するすべてのものを妾の複製とする──」

　それこそ蝉せみや鈴虫のように、声を重ね耳障りな歌のごとく彼女らは唱和する。

「世界に存在する、すべての人間を、動物を、化け物を、妾の複製とする」

「大きな欠片も例外ではなく、すべて妾の複製とする」

「世界のすべての生き物を、妾の複製とし、完かん璧ぺきな調律の世界とするもの也。すべてが同一人物、すべてが根底で同一な、それが平和で安穏な世界」

　世迷い事を、さもそれが世界の真理のように、当たり前のように。

「この世界に、『他人』はいらない。あらゆる他人が神様の欠片のはずなのに、誰だれもが他者な、ばらばらな──こんな世界など間違っている」

「すべての存在が、ダメージヘアの名のもとに統合されるべき也」

「それこそが……単純にして明快な、世界征服のごとき我が目的──」

　威風堂々と、なんとも誇らしげに、声を揃そろえてダメージヘアは宣言する。

「名づけて！　これぞ究極目的──『神略戦争』也ッ！」

「…………」

　…………。

　…………………。

　名前がダサい。

「えぇと、まぁ、うん──」

　驚けばいいのか、怖がればいいのか、笑えばいいのか、いまいち態度を決めかねて──美み名なは、ひとまず考えないことにした。

　すべての生き物の脳を啜すすり、己の複製とし、『他人』のいない世界にする……ダメージヘアの目的が達成されれば、ある意味ではたしかに完かん璧ぺきな世界平和が訪れるだろう。

　けれど。

「他人がいない世界なんて、そんなの退屈すぎて嫌になるわ。『私』なんか大嫌いなのに、そんな私だらけの世界になったら最悪ね。この私は他人が嫌いで、自分が嫌いで、世界が嫌いだけれど、それでも面倒ながら生きているのはね……」

　右手から、すべてを消し飛ばす存在消去のスプレー缶。

　左手から、すべてを固定する存在固定のスプレー缶。

　大きな欠片かけらの能力を発揮するための道具──己の武器を握りしめ、殺菌消毒・殺さい原ばら美名はべつに大層なことじゃなく、個人的な我わが侭ままをつぶやいた。

「好きなひとができるかもって、そういう希望があるからよ」

　ごく当たり前に宣告し、勝ち目があるかどうかもわからない戦いに身を投じる。世界のためとか、人類のためとか、世界征服を阻止するためとか──そういうのではなく、ごく単純に、世界の未来を美名にしては不本意な『完璧な平和』にしようとしているダメージヘアが、苛いら々いらするから潰つぶすのだ。

　他人がいなくなる？　みんな誰だれか個人の複製になる？

　そんな世界、そんな完璧、まるで死んでしまったようなものじゃないか。

「誰かに解わかってもらおうとは、あまり期待していない也なり」

　目を細め、禍まが々まがしい槍やりを大上段に構え、ダメージヘアの最初のひとりが嘆たん息そくした。

「まぁいい……すべてが妾わらわの複製になれば、語りあうことをせず、こうして争うこともなく、みんなが解りあえるもの也」

「解りあえないから、言葉を尽くすんでしょうが。争いあうからこそ、人間は成長できるんでしょうがよ──」

　とことん不愉快になって、美名は存在消去のスプレー缶のノズルを思いっきり押しこむ。

「他人がいなくなったら、嫌うことすらできないじゃない……愛することなんか、もっと無理で──そんなの、私は真まっ平ぴら御ご免めんね！」

　すべてを貪むさぼり喰くらう洪水伝説の白い霧が、瞬間、血まみれの──本体だと思われるダメージヘアを呆あつ気けなく吹っ飛ばす。身体の真ん中から、手先と爪つま先さきだけを残して見事に抉えぐられ、消失してしまったから……むしろ美名のほうが戸惑ってしまう。

　いくらなんでも簡単すぎる。

　勝った？　本体を潰して、ダメージヘアを殺せたのか？

「……もちろん、それで終わったと思うのは浅はか也」

　いつのまに投げていたのか、くるくる回転しながら宙を舞い、先ほど吹き飛んだ血まみれダメージヘアの持っていた槍やりが他のダメージヘアに受けとめられる。その槍を片手で構え、服装にも肌にも汚れのないその真新しい彼女は高らかに指を鳴らした。

　同時に、あちこちの信号機にぶら下げられた吊つり雛びなが、瞬まばたきのうちにダメージヘアへと変へん貌ぼうし、どさりどさりと地面に落下してくる。その数──およそ十数人。誰だれもが感情のない真っ赤な瞳ひとみでこちらを見つめ、ぼんやりと立っている。

　蟲むしに群がられるような、ゾンビに集たかられるような、生理的な気持ち悪さがあった。

　思わず立ちすくんだ美み名なに、槍を手にしたダメージヘアが淡々と告げてくる。

「御お主ぬしも妾わらわのひとつとなるがいい」

　無表情な彼女の、わずかな感情の発露として、ちっちゃな舌がその唇を舐なめた。

「殺菌消毒──いただきます♪」
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「……と、その前に」

　がっくりくる感じに、そこでダメージヘアがちょこりと手元の槍を高く掲げた。やる気のないその仕草に、今にも飛びかかろうとしていた美名は蹈鞴たたらを踏んでしまう。

　どうにも間が読めないというか、独特の緩急を持つ少女だった。気まぐれな猫を相手にしているような気分になる。

　まだ全力で戦っていないのに疲労した美名を無視し、ダメージヘアがやはり薄っぺらな表情で槍を見つめる。

「フェンリル、御主は安全なところに避難しているがいい」

『ケケケ！』

　瞬間だった。槍が声をあげた。

　ダメージヘアの声が蟲の囀さえずりとするならば、フェンリルと呼ばれた槍の声はさながら獣の咆ほう哮こう。びょうびょうと猛たける嵐のごときそれは、聞くものの心を無む碍げに波立たせる。

　非人間的な声の持ち主たちは、やはり美名がいないかのように騒がしく喋しやべりあう。

『ケケケ！　ケケ！　ケケケーッ！　久しぶりに俺おれ様さまを呼んだと思ったらよォォーッ！　言うにことかいて逃げろっつぅーのはどういった了見だよご主人様ヨォォーッ！』

「その呼び方はやめるがいい。こそばゆいが故ゆえ。我らは一いち蓮れん托たく生しよう、一心同体の相棒也なり……対等であるが故、気軽にダメたんとかヘアりんとか呼ぶがいい」

『ケケ！　ケケケーっ！　そっちのがよっぽどこそばいゆいゼェェ！　それよりもご主人様よォォ、俺様っていうテメーの最大戦力をつかわねェでまともに戦えると思ってんのかよォォ！　死ぬぜ！　死ぬぜ！　ケケ！　ケケッケケーッ！』

「今回は相手が悪い也」

　喧やかましく喚わめく槍に眉まゆをひそめ、ダメージヘアはどうしたもんかと立ちつくす美名を見てきた。フェンリルもそこで初めて美み名なに気づいたか、楽しそうに呵か々か大たい笑しようした。

『ケケケ！　おいおい殺菌消毒かョ！　よりにもよっていちばんヤベェのが俺おれ様さまたちの最初の敵なのかよォ！　ご主人様よォォ……テメーは知らねェだろうがョ、殺菌消毒の殺さい原ばら美名っつったらほとんどこの世界じゃ最強キャラなんだゾ！』

「……どっかで会ったかしら、あなた？」

　なんだか自分のことを知っているふうだったので、美名はわずかに首を傾かしげる。こんな奇妙な連中と遭遇したことがあったら、さすがの美名も覚えているはずなのだが……。

　けれど美名の問いに、フェンリルは不思議な答えを返すのみ。

『ケケケ！　ケケ！　いんや、今のテメーとは初対面ョ！　俺様が知ってんのはテメーの前世だからよォォ！』

「……前世？」

　よくわからないが、なんとなく嫌な響きの言葉だった。

　訝いぶかしむ美名を無視し、今度はわりと声に真剣な色をのせてフェンリルが叫ぶ。

『ケケケ！　おいご主人様よォォ！　悪ィこと言わねェから逃げろョ！　今のテメーじゃ逆立ちしても勝てねェ相手だゾ！　せめてひとつふたつ大きな欠片かけらを啜すすり食ってからにしとけ！　それかマジで俺様を全力でつかうか──とにかく今、テメーだけで戦うのはよしとけョ！』

「……そこまで御お主ぬしが警戒する理由が解わからぬ也なり」

　ダメージヘアは侮られたと思ったのか、むっと唇を尖とがらせて抗弁する。

「たしかに殺菌消毒は恐ろしい相手であるが……大きな欠片の能力は対等、あとは相性と戦い方の問題で──妾わらわ、すなわち神じん蟲む天てん皇のうの永久循環と無限増殖ならば、殺菌消毒の存在消去と存在固定には相性ばつぐん故ゆえ……御主を用いずとも勝つ自信はある也」

『そういう問題じゃねェんだョ！　いいから俺様の言うこと聞いて逃げやがれご主人様！』

　めちゃくちゃなことを言って、やはりフェンリルは美名にはわからない話をする。

『俺様が知ってるかぎり、殺菌消毒の殺原美名に勝った、あるいは良い勝負ができたのはたった三人だけで──まず毒どく林りん檎ごの能力全開で異形に変身した眼がん球きゆう抉えぐり子こ、百四十三人の破局ポイズンの子供を喰くらって能力を強化した涙歌メロディアノイズ、勝利できたのはそのふたりだけで……欠片を消費し、精神的に追いつめられてなお、こいつは近接戦なら最強のはずの最弱アルティメットシールドに自分も死んだけど勝利して倒しちまったんだゾ！　増えるだけが専売特許の神蟲天皇じゃ勝てるわけねェんだョ！　ケケケ！』

「…………」

　やはり、なんのことだか──美名にはわからない。

　心の奥底で、訳のわからない感情が動いたけれど、それがなんだかは把握できない。

　何かを忘れている気がする。

　けれどそれはたぶん、思いださないほうがいいことなのだ。

　この、今の……平和な、世界では。

「ごちゃごちゃ喧やかましい也なり」

　ダメージヘアはたぶんこれまでで最も大きな感情を顔に浮かばせ──それは苛いら立だちとか、拗すねたりとか、そういう幼いものだったが……さんざん警告するフェンリルに耳を貸さず、むしろ戦意を昂こう揚ようさせてこちらを睨にらみつけてきた。

「勝てるわけがない？　ふん、そのくらいの困難な障害でなければ……乗りこえるのも面白くないというもの也。それに──忘れたのであるか、フェンリル？」

　ぎゅっと槍やりを握り、ダメージヘアはそれを大きく振りかぶって。

「妾わらわは、たとえ負けても何度でも蘇よみがえる也！　故ゆえに無敵！　故に最強！」

　投げた。

「御お主ぬしは……遠くで妾が強敵を打ち破り、強くなるのを待っておるがいい！」

『ケケケーッ!?』

　オリンピックの槍投げ選手が見たら呆あきれるような、けれどそれなりの速度で槍は飛んでいき──そこに現れたもうひとりのダメージヘアにキャッチされまた投げられ、その行く先に立っていたもうひとりのダメージヘアに受けとめられまた投とう擲てき、以下繰りかえし──バケツリレーみたいにどこまでもどこまでも遠ざけられていく。

　寝静まった住宅街に、恨めしげなフェンリルの呪じゆ詛そが響く。

『ケケ！　ケケケ！　知らねェゾ！　知らねェゾ！　俺おれ様さまをつかわずに、みんなまとめて潰つぶされちまっても知らねェからな！　忘れんじゃねェ！　俺様が！　テメーの！　最強の武器なんだってばョ！　俺様をつかえ！　つかえコラ！　ボケ！　ケケ！　ケケケーッ！』

　声はゆっくり遠ざかって、やがて完全に聞こえなくなった。

　何がなんだか美み名なにはわからないが……ダメージヘアは、フェンリルのことを心配して、あえて遠ざけたように見えた。美名の能力──存在消去を喰くらってもダメージヘアならべつの身体で復活できるが、フェンリルはそうもいかない。美名の先ほどの一撃を自分は避よけずにフェンリルのみ投げて避難させたことから、それは推測できる。

　だからあえて、あの奇妙な槍を逃がした？

　槍のほうも、そんな危険を冒してまで、自分をつかえとダメージヘアに言っていた？

　なんなのだろう、この二人（？）組は。

　互いに互いを心配しているようで、その目的は世界征服。

　悪なのか、正義なのか。

　敵か、味方か。

　本当に──ここで、倒してしまっていいのだろうか？

「……お騒がせしてしまった也」

　美名の心の迷いを断ち切るように、ダメージヘアは表情を完全に消し、つぶやいた。

「では、仕切り直して。今ひとたび宣戦を布告するもの也。大きな欠片かけらの断罪係、神の迷走……殺菌消毒・殺さい原ばら美名よ。──我が覇道の礎いしずえとなるがいい」

「覇道って……いつの時代の少年漫画よ、あんたは」

　なんかもう面倒になってきたが、美み名なはそれでも油断なく己の武器たるスプレー缶を再び強く握りしめた。

　そして相手に合わせて、正義の味方みたいな台詞せりふを吐いてみようと、考えてみる。

「…………」

　……思いつかない。

「うん、あたしもね──どっちかっていうと資質が悪党っぽいし」

　嘆たん息そくし、血で血を洗い、毒をもって毒を征す──悪の美学を全開に、少年漫画の悪役さながらに──。

「そんじゃ……足あ掻がけ虫けら」

　殺菌消毒の貪どん食しよくの霧が、ふたりのダメージヘアを同時に吹っ飛ばした。
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　ダメージヘア……それが本名か仮名かはわからないが、その役割、大きな欠片かけらとしての記号は神じん蟲む天てん皇のうらしい。神蟲天皇。情報屋というか何というか、世界のあちこちに６６６人の蟲むしと呼ばれる端末をばらまき、他の大きな欠片の補佐をする存在──だと美名は思っていたのだが。

　そういえば、神蟲天皇が表舞台にこうまで堂々と姿を現し、己の目的のために活動するのは初めてではないか？　少なくとも美名は過去に同様のことがあった例を知らない。他の大きな欠片ならば表で裏で大なり小なり動いている気配はあるのだが、神蟲天皇の場合はそれが皆無だった。

　いつでも受動的で、求められたときだけ情報を吐きだす、特異な欠片。

　他の欠片の下働きに甘んじ、ひたすら縁の下の力持ちに徹していた存在。

　神蟲天皇・ダメージヘア。彼女はその目的を世界征服……生きとし生けるものすべてを己の複製とし、完かん璧ぺきな世界を構築することと語っていたが、どうして今になってそんな途方もない目的のため行動を始めたのだ？

　これまでの生き様を歪ゆがめ。

　他の欠片と、否いな、この世のすべての生き物と敵対し。

　彼女が覇道とやらを進むことになったきっかけ……理由はいったいなんなのだ？

「…………」

　なんとなく美名には気になった。

　わからないことが──多すぎる。これまでにない、怪異。これまで、美名が撲ぼく滅めつしてきた悪といったら……不意に現れ、無目的に人間を喰くらう化け物だとか、そんな程度だ。大きな欠片がこうして世界と敵対し、他の欠片を狩ろうとするなんて初めてだ。

　世界が、どこか変になったような。歪み、捻ねじれ──違和感みたいなものがあって、居心地が悪い。せっかく平和だったのに。それなりに、毎日が安穏としていたのに。

　この乱れは、今回の事件は、何が原因だ？

　ダメージヘアが動きだしたのは、その契機は、いったい何なのだ？

「殺しあいの最中に考え事とは……妾わらわもなめられたもの也なり」

　それは何十人目のダメージヘアだったか、もはや数えるのも面倒だったので、美み名なにはわからない。殺しては増え、増えては殺し、繰りかえし、繰りかえし──寄せてくる波を払うような無益な戦いに、美名はほとほと愛想を尽かしていた。

　無限増殖の名前は伊だ達てではない。

　潰つぶしても潰しても、ダメージヘアはどこからか再び現れる。存在消去の霧をいくらぶつけてもだめだった。ひとりは完全に消せても、またちがうダメージヘアが現れる。もちろん相手も本当に無限に増殖できるわけがなく、欠片かけらを消費し尽くしたらもはや分裂もできないのだろうが……それは美名だって同じだ。無限に戦えるわけではない。

　このまま延々と消耗戦をやっていたら夜が明けてしまう。

　何か決定的な打開策を考えないと、ジリ貧で体力と欠片が底をつくだろう。

「ふふ……さすがに理解できたであろう？」

　足下がダメージヘアの千切れた屍し体たいで埋まりそうになったころ、またひとりのダメージヘアが現れて、こちらを無感情に見つめてきた。

「妾は誰だれにも殺せぬ也。否いな、殺しても何度でも蘇よみがえる也。妾に勝利するのは容易なことではないぞ……」

　屍し山ざん血けつ河が。

　夜も更ふけた閑静な住宅街に、満ちる濃厚な血の臭におい。雲の切れ間からさしてきた月光に浮かびあがるのは、傷ひとつない真新しいダメージヘアと、さすがに息切れしてきた美名のふたりだけ。もちろん、相手はいくらでも増殖できるのだから、ふたりきりというのもこの一瞬だけで、すぐに相手は美名を取り囲めるくらいの人数になるのだろうが。

　殺してもべつに消えないらしい自分の屍体をぼんやり眺め、ダメージヘアは頷うなずく。

「……とまぁ、そちらもいい加減に嫌になったであろうし、妾もだいぶ飽きてきたので──ここらで少し趣向を変えてやるもの也」

「………？」

　いきなり何を言いだすのだろう、と美名は身構えながらも戸惑う。相変わらず、ダメージヘアの独特の間が美名には読めない。

「ここいらで、決定的に戦局を妾の有利にさせてもらおうと……そういうこと也。これより先は一方的な展開──もはや反撃も許されぬと思うがいい。御お主ぬしの見せ場はここまで也」

　瞳ひとみを一瞬だけなお紅あかく煌きらめかせ、ダメージヘアは大きく両手を広げた。

「受けてみよ、殺菌消毒……我が必殺の戦法、『戦闘仏式』を！」

「…………」

　だからなんでこう少年漫画みたいなのだ、こいつは。

　ネーミングがダサいのも、変わらず。

　脱力している美み名なを気にせず、両手を挙げたまま、ダメージヘアは高らかに叫んだ。

「戦闘仏式──『阿あ修しゆ羅ら』！」

　言葉と同時に彼女の背中を突き破り、いくつも新たな腕が生えてくる。その数──最初からそこにあったものとあわせて合計八本。八本の腕はそれぞれでたらめに動いていて、何かの節足動物みたいで嫌悪感をおぼえる。

「うわ……」

　さすがにキモくて後ずさった美名に、ダメージヘアは勝ち誇る。

「見たか！　これぞ戦闘仏式『阿修羅』也なり！　最弱アルティメットシールドの肉体変化と能力がかぶってるとか言うひとは嫌い也……妾わらわのこれはあくまで人間の設計図を、びみょうに弄いじくる程度が関の山！　あやつのように人間に車輪をつけたり火が吹けるようにしたり、そこまでの非常識な変形はできぬ也！」

　美名はその最弱アルティメットシールドというやつをよく知らないのだが、どうもそいつも似たことができるらしい──人間に車輪とか、聞いただけで見た目に嫌なかんじなので、あまり出会いたくないなと美名は思う。

　ダメージヘアはそんな関係ないことを考えている美名を見据え、たぶん切り札なのだろう戦闘仏式とやらを自慢する。

「あまり突飛な変形ができないとはいえ……妾の発想しだいで妾はいろんな妾になれる也！　この戦闘仏式『阿修羅』は単純に腕が増えただけであるが──単純計算でそちらへ行く攻撃は八倍！　変幻自在のこの腕の動き、すべて捌さばききれ──」

「つまり攻撃させなきゃいいんでしょ？」

　ぶしゅうと白い霧を放ち、八本の手をもつダメージヘアを瞬時に爆滅。

　直後、美名の横──数メートル向こうでちがうダメージヘアが現れる。

「こら！　御お主ぬし！　ちょっと今のは人間としてどうかと思うもの也！　ひとが喋しやべってる最中に問答無用で消し飛ばすな！」

「相手に能力を発揮される前に潰つぶすのは兵法の基本でしょうがよ……」

　八本の腕から繰りだされる攻撃が怖いなら、近づかずに倒しちゃうのがいちばん手っ取り早い。文句を言われる筋合いはないのだ。

「むう……」

　ダメージヘアはあまり戦闘の経験がないのか、いかにも手際が悪い。黙考し、困ったように身じろぎし、それから気を取り直したかあらためてこちらを睨にらんできた。

「然しかり……御主の言うことは尤もつとも也」

　深々と頷うなずき、今度は前方に腕を突きだす。

「けれど、妾を侮ってはならぬ也。妾の戦闘仏式は『阿修羅』だけではない──人間の設計図を弄くり、通常以上の性能を発揮させる……妾の戦闘仏式は、ここからが本領発揮をするもの也！」

　いちいち名づけなくても、もっと言えば必殺技みたいに叫ばなくてもいいのに、ダメージヘアは朗々と宣告する。

「戦闘仏式──『千手観音』！」

「いや腕の数が増えただけだし、それ」

　ぶしゅう、と数えたわけではないがたぶん千本くらい腕が生えた気持ち悪いダメージヘアを、美み名なは先ほどのそれと同じく一撃で吹っ飛ばした。

　ばらばら千切れ、落ちていく肉片がすべて地面に触れる前に、今度は怒りか苛いら立だちか俯うつむいているダメージヘアが現れる。

「もはや……もはや……手加減はせぬ」

　ふるふる震え、彼女は指揮者のように素早く指をふった。すると同時に見渡すかぎりダメージヘアの群れ、群れ、群れ。数えるのが億おつ劫くうなくらいに増殖した彼女が、真っ赤な瞳ひとみで美名を睨にらみ、取り囲んでそれぞれ思い思いに変形していく。

　腕が増えるのがいれば、逆に減るのもいて、頭がふたつになったり、腕が異様に伸びたり、足が奇妙に太くなったり、それぞれあちこち身体を弄いじくっている。けれど先ほど彼女自身が語ったとおり、車輪がついたり翼が生えたりといったあまりにも奇天烈な変形は見当たらないが。

　さすがに遊んではいられないと、美名も表情を真剣にして身構える。

　ダメージヘア──思ったよりも愉快なやつだが、余裕で殲せん滅めつできるような相手ではない。今のところ、彼女を完全に打ち倒せる策も思いつかない。やはりここは逃げて、どこかで対策を立てるべきか？　それにしたって、ここまで見事に取り囲まれると脱出するだけでも容易ではない。

　さて、どうしたものか。

　まさに蟲むしのごとく集たかる大量の敵を、美名は怜れい悧りな視線で観察した。

　どこかに、どこかに突破口は──。

　どれかのダメージヘアが、やはり無感情な声でつぶやく。

「……孤軍奮闘、まこと天晴あつぱれ。フェンリルが警戒した意味も解わかろうもの也なり」

「けれど、ここが御お主ぬしの墓場也。『阿あ修しゆ羅ら』、『千手観音』、『七福神』に『大日如来』……その他、諸もろ々もろ」

「強化され、集い、軍団と化した我らに……敵かなうものなどこの世に存在はせぬ也」

「これぞ！　戦闘仏式奥義──『八百万やおよろず』也ッ！」

　…………。

　………………。

「……いや、あの」

　みんなで大威張りしているちょっと可愛かわいいダメージヘアに、美名はちいさく手を挙げる。

「『八百万』は神道というかアニミズムだから……『戦闘仏式』というのはちょっとちがうんじゃないかしら？」

「…………」

「…………」

「…………」

　みんなで目を丸くし、ぽかんと口を開け、それぞれ互いにひそひそ話をし、目を細めて美み名なを睨にらみ、指さし、大量のダメージヘアは言い訳がましくボソボソつぶやく。

「……あぁ、嫌だ、嫌だ、也なり」

「ひとの揚げ足取りばかりして、人間の器が知れるというもの也」

「他にやることはないのか……也」

「他人の間違いを指摘するのが楽しいなんて、妾わらわには理解できない也」

「まったく也」「世も末也」「悪魔のような女也」「性悪也」「意地悪也」

　以下略。

　みんな同一人物だから、結束力が妙に高い。みんなで美名を貶けなし、罵ののしり、冷たい目で見てぶつぶつ文句を言う。大変に鬱うつ陶とうしい。

「これぞ数の暴力！」

　そして最後にみんなで唱和。なんて嫌な敵だ。こんな嫌な敵は初めてだ。

「なんなのよ、もう……」

　本当にぜんぶ嫌になって、美名が溜ため息いきをつくと──同時に。

　脇わき腹ばらに、衝撃。重く響く、鈍痛。

「──―ッ!?」

　不意打ちだった。けれど考えてみれば当たり前なのだが、相手は大量にいるのだ……そのうちの一部が美名の愚ぐ痴ちを言っているあいだに、他の誰だれかがこちらを攻撃する準備を終えていたとしてもおかしくはない。

　こちらは独りで、相手は多数。

　数の暴力──。

　その言葉の意味と、真の恐ろしさが──ようやく心の底まで浸透したとき。

「………？」

　美名は、そこで初めて、自分を背後から打撃したものの正体を知る。何か重い……そう、石のようなものをぶつけられたと感じたのだが……それは、ちがっていた。

　美名に激突し、地面に転がったそれは──ダメージヘアの生首だった。

　その生首が唇を吊つりあげ、無感情に笑いながら語る。

「皮膚や頭ず蓋がい骨こつを極限まで固く、重く設計した生首也。その威力はまさに砲弾……四方八方からこれを放たれて、果たして御お主ぬしはすべて避よけられるであるか？」

　見ると、周りの連中のほとんどが……同様の己の生首を握りしめ、こちらに狙ねらいをつけて今まさに投げつけようとしているところだった。

　美名の背筋が凍る。冗談ではない。

「これぞ戦闘仏式──『地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ』」

　無数の口が同時に、同じ言葉を告げてくる。

「地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつの別名は閻えん魔ま大だい王おう……御お主ぬしを地獄へ導くには相応ふさわしい名よ」

　そして総攻撃が始まった。

　理不尽な、卑ひ怯きようなほどの──圧倒的な物量による、まさに総攻撃が。
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　美み名なは内心で歯は噛がみしていた。

　失態。

　あるいは──次善の成功だろうか。

「…………」

　何はともあれあまり好みではない展開である。いちおう、飛来する生首の砲弾から身体は守れた……いくつか防御が間に合わずに被弾はしたが、そんなもの、時間が経たてば治る。

　問題なのは、この状況。

　決して事態は良いものではない。むしろ死ぬのが先延ばしにされただけともいえる。

「ＴＹＰＥ‐Ｂ──《固定霧ジャックジュエル》」

　美名の左手に握られた存在固定の半液体が、周囲に壁をつくり、ぶつけられる生首をその場に固定……その衝撃も、破壊力も、美名の身体に届かないようにした。それがダメージヘアの戦闘仏式『地蔵菩薩』への防御として、美名の選んだ方法だった。

　生首がわらわら飛んでくるという異様な光景に反応がいささか遅れ、胸部と足にそれぞれ一撃ずつ食らってしまった。肉が抉えぐり飛ばされるほどの威力ではなかったものの、骨が折れてしまったようだし、美名は痛覚がまだ残っているので死ぬほど痛い。

　額に脂汗を浮かべ、美名は必死で打開策を考える。

《固定霧ジャックジュエル》は無色透明の、ひたすら存在を固めるだけのものである。すなわち今、美名の周りは次々と飛来し、固められた生首でどんどん埋め尽くされているわけで……非常に気持ちが悪い。おまけになぜだか知らないが、美名は『生首』という存在そのものに理屈ではなく虫むし酸ずがはしるのだ。理由はわからない。本能的なものだ。

　美名を中心にした、およそ半径一メートルの円。それが《固定霧ジャックジュエル》により美名が死守した安全地帯で、その見えない壁に阻まれ、次々と接着されていくのがダメージヘアの生首である。だんだん視界が奪われるうえ、存在固定を解いた瞬間にこれらの生首は一斉に動きだすはずだ。内部にいる美名はそれこそ一瞬にして圧死だろう。

　上を見る。無尽蔵に放たれる生首は上からも飛んできていて、それらも美名の噴霧する 《固定霧ジャックジュエル》によりその場で固まってしまう。このままいくと確実に美名は周囲も天井もすべて生首で埋め尽くされた悪趣味な密室に閉じこめられてしまう。しかも、それらの存在固定を解けば止まっていた生首が飛来して美名は圧死。

　打開策として思い浮かぶのは美名のもうひとつの能力──存在消去の《消滅霧ジェノサイドジャスティス》か。

　地面を抉えぐって穴を掘り、どこか安全なところまで脱出するもよし、周囲の生首を存在固定ごと消し飛ばし、そこから逃げるのもいい。

　けれど、そうして見事、脱出に成功しても──おそらくダメージヘアは追いかけてきて、同様の戦法を取りつづけるだろう。避よけきれず被弾し、徐々に痛みや怪け我がが蓄積すれば美み名なが押し負ける。防御と脱出を繰りかえしていては敵には勝てない。

「さて、どうしたものかしら……」

　美名にもいちおう奥の手はある。とっておきの、それこそ終末の獣と謳うたわれる神じん蟲む天てん皇のうを相手にするには、おあつらえ向きの名前がついた能力が。

　ＴＹＰＥ‐Ｃ──《終末ジャッジメント》。

　存在消去と存在固定を昇華させ、融合させた殺菌消毒の必殺技。消去を固定し、固定を消去し、あらゆる矛盾を内包する虚無の洪水。その能力を発動させた瞬間、美名の全身はすべてを食らい尽くし、食えば食うだけ増殖する破滅そのものと化す。

　ただし、それはスプレー缶という欠片かけらの流出をあえて制限する道具を用いない、能力の濫らん用よう、欠片の力の垂れ流しであり、つかえば確実に命を縮める。欠片の残量によっては、間違いなくすぐに限界がきて存在ごと消滅してしまうだろう。

　相手は無限増殖を特性とする神蟲天皇。

　果たして美名が《終末ジャッジメント》により破滅と化し、この場にいるすべてのダメージヘアを殺し尽くしたとしても、『勝った』ことになるものか。彼女がどこかに予備の身体を用意していて、そこからまた無限に増殖できるならばなんの意味もない。それは勝ちではない。

　美名はあらためて理解する。

　殺菌消毒は神蟲天皇という大きな欠片に対して、ばつぐんに相性が悪い。消し飛ばしてもまた増殖される……なんて、ほとんど反則である。これが相手の設定を書き換えられる一人部屋や、空間操作で相手がどこにいるかすべて把握し、残らず殲せん滅めつできる涙歌メロディアノイズならまだよかったのだろうが──。

「…………」

　首をふる。他の欠片のことなど考えても意味はない。

　自分には、頼れる仲間などいないし、他の大きな欠片の手助けなんて……。

　否いな。

　待てよ。何か忘れている。頼れる仲間？　大きな欠片の手助け？

　ひとつだけ、美名には心当たりがあった。

「いや、いや、いや」

　すぐにまた全力で首をふる。いくらなんでも笑い話だ。大きな欠片は大きな欠片でも、あれがきたところでこの状況が引っくりかえるわけが──。




「ちゅ──────―ッ★♪」




　引っくりかえる……わけが………ないというのに。なんの……助けにも、ならないというのに……つうか、邪魔だから……こういうお仕事には、参加しないようにって……何があっても、家で美み名なの帰りを待つようにって……しっかり、言い含めておいたのに……。

「あの……馬ば鹿か……！」

　美名は生首で埋まりそうな視界のなか、素すっ頓とん狂きような声が響いてきた方角へ視線を向ける──生首も含めてすべてのダメージヘアも、同時にそちらを見たのがわかった。

　この騒ぎなのに呑のん気きに寝静まったままの、平穏な住宅街。

　立ち並んだ電柱のひとつ。その瞬間に見事に晴れた夜空の満月を背景に。

　ひとりの少女が立っている。

「馬鹿……なんで──あんた、ここにいるのよ……？」

　美名は防御も忘れ、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　ダメージヘアが怪け訝げんそうに、眉まゆをひそめて問いかけた。

「……誰だれであるか？」

　その素そ朴ぼくな質問に、小柄な影は堂々と胸を張って弾はじける飴あめ玉だまみたいな声で応こたえた。

「七つの顔をもつ──女子高生なのっ★」

「…………」

「…………」

　意味がわからない。

　なんか人影の輪郭が曖あい昧まいだと思ったら、その少女は何の演出のつもりか、暗幕のような黒々としたマントを全身にまとっていた。顔だけぴょこりとだしているから、たいへんに間抜けである。

　けれど本人は己の間抜けさを自覚していないのか、美名とダメージヘアのびみょうな反応も気にせず、ポップでキュートな仕草と声で謎なぞの発言をつづけるのだった。

「あるときは片目の女子高生♪　あるときは競馬師の女子高生★　あるときは私立探偵の女子高生♪　あるときは画家の女子高生★　あるときは魔術師の女子高生♪　あるときは老警官の女子高生★」

「それだと『七つの顔をもつ男』というよりバイト経験豊富な女子高生也なり……つうか女子高生なのに『老』警官って……」

「しかしてその実体は!?」

「妾わらわの突っこみが無視された也!?」

　愕がく然ぜんとするダメージヘアと、もはや言葉もない美名を置き去りに──謎（？）の少女は華か麗れいにマントを放り捨て、その姿を夜の町に晒さらす。

　茶色の三つ編み。小柄な体たい躯く。お腹なかのあたりを露出させた高校の制服。

　丸くて大きな耳がついた帽子と、くるんと巻かれた尻尾しつぽの飾り。

　不必要に大きな手袋を振り回し──その少女はなんとも楽しそうに咆ほう哮こうした。

「正義と真実の使徒エンジエル……ボクが無敵の不快逆流、殺さい原ばら蜜みつ姫きなのっ★♪」

　じゃじゃあん、とポーズを決め、るんたったと阿あ呆ほっぽく電柱の上で舞いを踏む彼女に──美み名なは頭痛を堪こらえ、絶望的な状況なのも忘れてぼやいた。

「あの、姫。若い世代のひとは多た羅ら尾お伴ばん内ない知らないから……」

「月に代わってお仕置きなのっ♪★」

「それもびみょうに古いわ……」

「プリティでっキュアッキュア～っ★♪　デュアルスピリチュアルパワー♪★」

「もはや何がなんだかわからないわ」

　阿呆の登場により完全に緊迫した空気が崩れてしまった。美名はぐったり疲れ、生首が散りばめられた透明な壁の内側、頭を抱えて死にたくなった。

　彼女が自分で名乗っていたとおり、あの変な生き物は殺さい原ばら蜜みつ姫きという名前で、美名の実の妹であり、不快逆流と呼ばれる大きな欠片かけらをその身に宿す存在である。ただのコスプレした頭の弱いひとに見えるが、これでも神の七等分……美名やダメージヘアと同格の超生物なのである。

　不快逆流の役割は天使。その能力は天使と堕天使の裏表があり、彼女があぁいうふうに無邪気でいるうちは天使で、因果応報という相手の悪意を跳ね返す能力を駆使する。

　そして万が一、無邪気なはずの彼女が邪悪──憎しみとか、苛いら立だちとか、そういったものを抱いてしまった場合、彼女はすべてを滅ぼす堕天使と化し、周囲すべてをソドムとゴモラの伝説にある炎と硫黄いおうの化合物で壊滅させてしまう。












　あらゆる意味で厄介なだけで、味方としては使いものにならない歩く爆弾だ。能力も不安定だし、戦い方を知らないし、暴走すれば手がつけられないから家にいるようきつく言いつけたのに──。

　彼女は眉まゆを可愛かわいらしく吊つりあげると、腰に手を当ててこっちを睨にらんできた。

「もーっ！　お姉ちゃんなかなか帰ってこないから心配したのっ★　ボク、あちこち探したんだからぁ……携帯かけても電波届きませんだし、ようやく見つけたと思ったら生首に取り囲まれてるし……ちゅっ？」

　かなり遅すぎることに、眼下の異常な光景に気づいたか、蜜みつ姫きは電柱から落っこちそうになるくらい驚いてうろたえた。

「ちゅ、ちゅう!?　お姉ちゃん、なんだかとっても猟奇的なのっ★　Ｒ15なのっ♪　保護者の同伴が望ましいのぉっ★♪」

「……いいから、さっさと逃げるか助けるかしなさい。あんたのせいでだいぶ台無しだから、いろいろなものが。現在進行形で」

　美み名なはぼやき、もうなんか嫌になって生首の真ん中で体育座りした。このまま引きこもっていたい。恥ずかしい身内ほど恥ずかしいものはこの世に存在しないと思う。

「ちゅう……。うん、じゃあ助けるのっ♪」

　かるく宣言し、瞬間、蜜姫の身体が電柱の上から掻かき消える。

　まさに鼠ねずみのごとく軽快に電柱を疾走し、群がるダメージヘアをすりぬけて美名へ向かって一直線、どう考えてもでたらめな走り方なのに車よりも速く爆走する。

「な──―」

　蜜姫は不快逆流と名乗ってはいたが、ここまでの頭の悪い言動からさして警戒する相手だとは判断していなかったのだろう、常人離れしたその動きにダメージヘアの反応が遅れた。大量にいるといっても基本的に増殖したダメージヘアの反射神経などは同じくらいなのか、ひとりが反応できなければ残りのやつも反応できない。

　疾風のごとく駆け寄って、蜜姫が大きな手袋を嵌はめた拳こぶしを握りしめる。

「ほんじゃお姉ちゃん、ボクに合わせて存在消去を解いてってね♪」

　いちおう姉妹だ、蜜姫の動作と、瞳ひとみの動きを読んで──以心伝心、彼女の考えを美名は即座に察する。頷うなずき、座ったまま手をぴらぴらふる。

「これ以上、恥かかせるんじゃないわよ……姫。役に立つとこ見せてちょうだい」

「ボクにお任せなのっ★」

　にっこり笑ってばっちりウインク、直後に蜜姫は手近な生首に殴りかかった。

「パチンコ♪　パチンコ★　大フィーバー♪★」

　蜜姫の嵌めた手袋は美名のスプレー缶同様、そのまま垂れ流せば命に関かかわる欠片かけらの力を制御し、行使するためのいわば水道の蛇口であり、大きな欠片はたいていそれらの道具を用いてそれぞれの能力を行使する。

　蜜姫の手袋はいわば反作用の源であり、悪意を、他者を、破壊力を、反射させる……絶対的な防御、ギリシャ神話における無敵アイギスの盾そのものなのだ。

「出玉放出★　やっほう♪」

　蜜みつ姫きの気が抜ける声と同時に、その拳こぶしが放たれ──刹せつ那な、美み名ながその生首の存在固定を解く。固定が解除され動きだしたその生首は、蜜姫に軽やかに推進力を転換されてあらぬ方向へ飛んでいく。ひとつひとつ、それこそパチンコの玉のごとく、美名の周囲で固定されていた生首たちはポンポンポンと殴られて飛んでいく。

「なっ……!?」

　蜜姫の運動能力は実際、美名よりも遙はるかに優れている。目にも留まらぬ動きで放たれる拳の連打は、ほんの十数秒で美名の周りを埋め尽くしていた生首をすべて除去した。

「お、御お主ぬし──えぇい、不快逆流……侮りがたし」

　ダメージヘアがようやく真剣味を取り戻し、出現したボウリングの球のごとき重さと硬さの生首を思いっきり放ってくる。

「戦闘仏式……『地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつ』、御主も食らってみるがいい！」

　美名はこの攻撃に、防戦一方だった。実際、蜜姫が現れなければけっこう危ない状況だったのだ──殺菌消毒はあらゆる意味で神じん蟲む天てん皇のうとは相性が悪い。

　けれども不快逆流の蜜姫は、そういう意味では神蟲天皇と相性がよかった。

　不快逆流の役割は天使。終末の獣は、天使によって駆逐される。

　まぁ……逆に終末の獣が天使を殺し、食らってしまう神話もあるので、相性の悪さは互いに同じくらいなのだろうが。

　ともあれ。

「わっ、生首が飛んでくるって映像的にすんごい怖いの……どかぁんっ♪」

　言葉とは裏腹に、蜜姫の拳が飛来する生首に直撃、そのままの速度で跳ねかえして投げたダメージヘア当人の半身を吹っ飛ばした。

　ざわっ、と群れたダメージヘアたちが騒ぎだす。

　突然に現れた美名への援軍に、どう対処すべきか迷っている様子だった。実際、蜜姫がいても相手の攻撃をすべて防げるというだけで、無限増殖する神蟲天皇を完全に倒すことができないのは変わらないのだが……。

「……大きな欠片かけらふたつを相手にするには、妾わらわも準備が足りない也なり」

　意外と潔く、ダメージヘアは身を翻ひるがえす。全員同時に、まるで乱れぬ足並みで。

　そのなかのひとりが、かるく振りかえって会釈してきた。

「今日のところは退いておくもの也……けれど殺菌消毒よ、不快逆流よ、妾は御主らの前にいつか再び現れる……たとえ一部の妾が敗れ、滅びようとも、いつか第二、第三のダメージヘアが御主らの前に……！」

　最後まで古い少年漫画の陳腐な悪党みたいな発言だった。

　美名は呆あきれ、やっぱりこいつの間が読めない、会話でも相性が悪いんだなとか考えつつ──静かに、念のため、告げておく。

　殺菌消毒としてではなく、殺さい原ばら美み名なの、ごく個人的な意見として。

「ダメージヘア？　あなたの目的は、私には許せない。あらゆる他人がいなくなれば、ほんとに穏やかで平和な世界かもしれないけれど……それはやっぱり味気ないし、その目的を叶かなえるためにこうして争いをつづけるなら、本末転倒じゃない？　平和のために戦う？　平穏のために殺しあう？　そんなの──馬ば鹿からしいわ」

「…………」

　ダメージヘアの一部分、ひとつの端末が目を伏せて、そこで小さくつぶやいた。

「言われなくても……解わかっている也なり」

　その瞬間だけ、この金髪の少女は間違いなく、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで余すことなく世界の敵──終末の獣、神じん蟲む天てん皇のうそのものだった。

「けれど、馬鹿らしくても、たとえ神様すら敵にまわしても……妾わらわは為なさねばならぬ也」

　文句があるならかかってこいと、やはり少年漫画みたいな台詞せりふを残して──この不思議な『少女たち』はゆっくりゆっくり徒歩で去っていった。
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　ＦＲＯＭ　★　うさりん（二十歳すぎると恥ずかしい渾名……）

　ＴＯ　★　先生（今も先生なのかな？）

　題名　★　みことのり（懐かしいなぁ）

　内容　★　どうも、うさりん閣下っす。えぇと、久しぶりだから……ぎくしゃくしちゃうな。何から喋ればいいかわからないし、あたしもけっこう人格変わったからなぁ、あたしだとわからないかもしれないけど──先生、訳あってまたこの世界にやってきました。メールじゃあれだし、会ってお話ししたいんですが、都合のいい時間はありますか？　あ、今あたしグリコちゃんの家です。グリコちゃん背ぇ高くなったよねぇ。こっちでは、何年くらい経ったことになってるんだろ？　あ、関係ないですな。積もる話は多いけれども、ここらで送信。ぽちっとな。




　ＦＲＯＭ　★　賢木愚龍

　ＴＯ　★　不出来な生徒よ

　題名　★　こんな時間に何の悪戯だ

　内容　★　グリコ貴様、ついていい冗談と悪い冗談の区別もつかんのか？　貴様に閣下の携帯を託したのはこんな胸くそ悪くなる悪戯をさせるためではない。私の心を期待と失望で痛めつけ、嗤いたいなら死ねと私は言おう。下らんことをしておらんで勉強でもしていろ浪人生。貴様は我が校の恥さらしだ。




　ＦＲＯＭ　★　うさりん

　ＴＯ　★　先生

　題名　★　信じられないのも無理ないけど……　内容　★　まじで本人っす。すいません。あと先生、ちょっとグリコちゃんへの対応ひどいよ。うぅん、困ったな。長くご無沙汰してたから、今さらのこのこ顔出してもすぐにはあたしだって納得してもらえないよねぇ。そうだな……あたししか知らない先生との恥ずかしい思い出とかいっとく？　まず会ってまもないころ、カラオケボックスでのあれとか、高校に入学してすぐの、水泳の授業でのあれとか……。




　ＦＲＯＭ　★　賢木愚龍

　ＴＯ　★　…………

　題名　★　…………

　内容　★　本当に、閣下か？　帰ってきたのか？




　ＦＲＯＭ　★　うさりん

　ＴＯ　★　先生

　題名　★　…………

　内容　★　ん。ごめんね先生、いきなりで。でも帰ってきたというより、ちょっとだけお邪魔させてもらうだけ。この世界には、あたしはもういらないからね。




　ＦＲＯＭ　★　賢木愚龍

　ＴＯ　★　宇佐川鈴音

　題名　★　今すぐそちらへ行く

　内容　★　……その前に、ちょっといいかな。メールではなく、電話で声を聞かせてくれ。まだ私は信じられないのだ。あぁ、これが夢でないならいいのだが。




　そこまでメールの遣やりとりをして、鈴りん音ねは高らかに鳴り響いた携帯電話の通話ボタンを押し、大きく深呼吸してから微笑ほほえんだ。

「……ただいま、先生」

『……お帰り、鈴音』

　あたしはそれを見届けて、ふたりの会話の邪魔をしちゃ悪いからとあたしの部屋をでた。母さんや父さんに、鈴音を今日は家に泊めるって伝えてこないとな。

　そんなことを考えつつ、あたしも、泣いているのか──震えている鈴音の背中に心のなかで呼びかけた。

　お帰り、鈴音。
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「今週のびっくりどっきり噂うわさ話ばなし！　語り部はもちろん笑顔が可愛かわいい私です！」

「……わぁ、ミクちゃんは相変わらず賢そうだなぁ」

「……あたしミクちゃんのそういう知的なところが大好きだよ」

「えへへー、さんくすー。でもな、おまえら私を馬ば鹿かだと思ってるかもしれないけど私も嫌味と褒ほめ言葉の区別くらいはつくからな？」

「くすくす」

「まぁあんたらボコにするのは後にして、みんな何か聞いてない？　ほら近ごろ新聞とかで話題じゃん人食い鬼。こう頭が尖とがっててさぁ、人間を殺してまわってるんだって。見つけられた被害者は心臓を貫かれ、脳みそを啜すすられてるんだってさ。わぁ、ミステリぃ」

「いや明らかにジャンル的にはミステリーよりホラーだけどそれ。でもなんかさ、その人食いなんちゃらって自作自演って噂ない？」

「……え？　マジ？　どういうことよカエ？」

「あれ、お姉ちゃん知らないの？　耳が早いだけがお姉ちゃんの取り柄なのに」

「一言多いよメグ。つうか、私ここんとこ寝つけなくてさぁ。噂うわさを集めるどころじゃないんよ。ほら、うちの近所で誰だれかが夜中に騒いでるじゃん……朝起きたら家の周り血まみれだし──臭においがひどくてもう、ここんとこ安眠できないんよ」

「いやそっちのが人食い鬼よりよっぽどヤバそうじゃね？」

「でもなんか警察のひとがきてべつに気にすることはないって言うし……私も屍し体たい？　ちらっと見たけど、どれも同じ顔した屍体でさぁ、たぶん人形よあれ」

「くすくす」

「それより人食い鬼が自作自演ってどういうこと？　ナギーはなんか知ってる？」

「うん……。あぁ、うちの母ちゃん病院に勤めてんだけど……ここんとこ変な患者が多いらしいんだよねぇ。こいつは病気だってつれてこられる当人はどっこも病気じゃないんだけど、家族はみんなこいつの身体を調べてくれとか、いろいろうるさいんだって」

「どゆこと？」

「よくわかんね。でもそういう『患者』は共通してね──みんな、人食い鬼に殺されたってことになってるんよ」

「……どゆこと？」

「ミクはほんとに馬ば鹿かだなぁ」

「……私って馬鹿かなレイさん？」

「ミク、私はな、語るまでもないことは語らない主義だ」

「くすくす」

「つまりぃ、人食い鬼に殺されたっつうのはガセだっつこと。だって生きてんじゃん。だから警察もね、人食い鬼ってのは被害者きどりの馬鹿どもの自作自演、目立ちたいだけの愉快犯みたいなもんだって判断してるっぽい。だって、殺されたはずの被害者が生きてんだよ。明らかに嘘うそじゃね？」

「うん……そっか、そうなるね。……なぁんだ、つまんないの。うちの町でも小説みたいな猟奇的な事件が起きたのかなって期待したのにな」

「期待すなそんなもん。だいたいそういう怖い事件はどっか遠くで起こるもんなの、あたしらの日常は最初から最後まで平和なんが決定済み」

「つまんねーっ」

「だがナギー……ちょっと私は引っかかるのだが、その人食い鬼を自作自演した『被害者』どもは、なんで警察でなく病院にまずつれてかれたんだ？　家族も、殺されたはずの身内が生きてたら問いただして、自作自演だってわかったら警察に行くだろ？」

「うんレイさん。そこがあたしも変だと思うんだけどね……なんか、その『患者』の家族はみんな口を揃そろえて言うの、こいつは別人だ、別人にすり替わっている、調べて偽者だって証明してくれ、あるいは元のこいつに戻してくれ……って」

「…………」

「…………」

「……どういうことだろうね？」

「さぁ。でもまぁなんかキナ臭いしさ、あんま首つっこまないほうがいいよミク。好奇心でババひいたら阿あ呆ほうみたいじゃん？　あたしら陽気な女子大生、のんべんだらりとてきとうに生きようぜぃ」

「そう……だね、なんか怖いよね。それになぁ、言われてみればもう、私も馬ば鹿かな噂うわさにキャーキャー言うような年とし頃ごろじゃないし……そろそろ二十歳だし──フッ、もはや立派な大人おとなだし？」

「くすくす……あはッ、あはははは！」

「雨あめちゃんが爆笑した!?　そんなに面白いこと言ったかな私!?　ていうかッ、あんたら全員なんで腹抱えて笑ってる!?　しっつれぇな！　こら！　笑うな！　私は馬鹿じゃない！　馬鹿じゃないぞーっ！　もう！　笑うなぁぁぁああ！」
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　目的地に到着したのは早朝のことだった。

　移動経路は空路。移動手段はヘリコプター。ちなみにそのヘリは賢さか木きが無理に拝借した航空自衛隊のものだ（やつは国家権力を自動販売機ぐらいの気軽さでつかう）。あたしはわりと高いところが好きなので楽しかったが、鈴りん音ねはちょっと憂ゆう鬱うつそうだった。その原因ははっきりしているんだが、あたしにはどうしようもない問題だしな。

「…………」

　重苦しい空気を三時間ほど耐えて、辿たどりついたのはどこかで見た覚えのある工業地帯。灰色の工場が立ち並ぶこの場所の地下では──世界が滅びかける以前、永遠研究所と名づけられた邪悪な機関が悪趣味な研究をしていた。

　世界が平和な方向に切り替わった現在も、ここの地下には秘密の研究所が存在していて、そこでは賢木願がん鳳ほうを筆頭とした賢木財閥が、あの滅びかけた世界や、今の世界について調査・研究をしている。あたしは世界の仕組みだのなんだのには興味がないので、これまではあまり関かかわらないようにしていたんだが──。

　今は、そんなことも言っていられない。場合が場合だ。

「さ、こっちだ──鈴音」

　あたしは俯うつむいている鈴音の手をとり、研究所の入り口へと導いていく。それから一瞬だけ背後を振りかえり……青ざめ、やつれた風ふう貌ぼうの賢木を一いち瞥べつして溜ため息いきをついた。

　昨日の晩、強引に駆けつけて、鈴音と再会してから賢木はずっとこの調子だ。やつの気持ちもわからんではないが、雰囲気が暗くなるから落ちこまないでほしい。

　鈴音もなんだか元気がないし、あぁもう、落ちこみたいのはあたしのほうだ。

「……鬱うつ陶とうしいな。おまえら、仲良くしないと眼球えぐっちゃうぞ」

　なんか久しぶりに言ったな、この台詞せりふ。
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　賢さか木き願がん鳳ほう。男性。年齢不詳だがかなり若く見える。オールバックに上等なスーツと革靴。大金持ちというよりギャングの親玉っぽい。悪いことをしてお金を稼いだかんじ。

　彼は賢木愚ぐ龍りゆうの実の父親であり、世界最大の超財閥、賢木財閥の若き当主だ。世界が滅びかけた最終戦争では林りん檎ごや大きな欠片かけらに興味を持ち、永遠研究所で非道な実験を繰りかえした挙げ句に何者かにより殺害された──らしい。

　あたしは彼とは直接の面識がないし（あたしが気絶しているうちに遭遇したことはあるらしいが）、彼が何者に、どんな手段で、何を理由にして殺されたかは知らない。本人ももちろん覚えていないし、今の世界では彼の悪行も残らずリセットされている。

　この世に正義はない。悪もない。誰だれもが己の正しいと思うことをして、それを邪魔するやつを自分勝手に悪と呼ぶだけだ。神様だって、意思のない化け物だって、それは同じこと。正義と呼ばれるか悪と呼ばれるかは、巡りあわせの問題だ。あたしだって、最終戦争においてずっと正義だったとは思わない。

　誰かの理想を踏み潰つぶし、誰かの命を奪い去り、行動したあたしは誰かにとって確実に悪だったんだろう。

　賢木願鳳も──同じ。

『前世』の彼は正真正銘の悪党だったが、それは巡りあわせが悪かっただけで、世界が変われば彼の立ち位置も変わる。今の賢木願鳳は、相変わらず裏で何か企たくらんでいそうな胡う散さん臭くささだが──少なくとも表面上は、あたしたちの心強い味方だった。

　前世では永遠研究所だった地下。今は世界研究所という相変わらず妙なネーミングの研究施設、その最奥。エレベーターで延々と降りた先の部屋であたしたちを出迎えた賢木願鳳は、あたしや鈴りん音ねを一目見るなり相変わらず無駄によく回る舌でべらべらと喋しやべりはじめた。

「やぁやぁ我が研究所へようこそ、歓迎するよ。むさ苦しいところで茶のひとつも出せずに申し訳ないが、くつろいでくれたまえ。やや、これはこれは、神様と元・毒林檎の揃そろい踏ぶみとは眼福眼福。今宵こよいの出会いを子々孫々までこの賢木願鳳が語り継ごう」

　やけに陽気だ。神様である鈴音が現れたことがよほど嬉うれしいらしい。今の彼はスーツ姿の上に白衣という阿あ呆ほうみたいな服装で、それも当然、彼は趣味なのか娯楽のつもりかここで研究所長として働いている。財閥の統とう轄かつをしながら。まったく呆あきれたバイタリティだ。

　あたしは願鳳の妙に高いテンションにかるく後ずさった鈴音の背中を押し、いちおう警戒しながら願鳳のことを睨にらみつける。この部屋は研究所のあちこちが監視できるモニタールームのようで、無数に分割された画面内ではそれぞれ白衣の研究所員が忙せわしなく働いている。もちろん以前のように、血ち腥なまぐさい実験の類たぐいは行われていない。

　液晶画面の乱舞で目が痛い。こんな部屋に数時間もいれば頭がおかしくなってしまう。見たところ他の人物は誰だれもいないが、それは人払いをしたというよりこんな空間に好きこのんでいられるのが願がん鳳ほう以外に存在しなかったと見るべきだろう。願鳳はここでほぼ毎日二十四時間、パソコンやら何やらで財閥の管理をしながら趣味としてこの世界研究所でそのままズバリ世界の研究をしているのだ。

　滅びかけた、あの世界。化け物がはびこり、血と肉と骨が溢あふれかえった最終戦争の世界。

　そして今の世界。平和になった、新しい世界。

　それらの相違点。仕組みを調査し、実験し探究する。呆あきれた暇つぶしだ。娯楽までスケールがでかい、それが賢さか木き願鳳という男らしかった。

「あ……どうも、お世話になります。えっと」

　鈴りん音ねは上目遣いに願鳳を見て、神様のくせに腰低くぺこぺこ会釈した。

「どっちで名乗ったほうがいいんだろ。うぅん、じゃ……宇う佐さ川がわ鈴音、です」

「これはこれはご丁寧に。神様に頭を下げられるなど光栄の至りだよ」

　敬語でなくていい、こちらも敬語はつかわない、と組織の長とは思えないフランクな物言いをして、願鳳は物珍しげに鈴音のことを見つめる。外見上は、あのとき、最終戦争の最後、別れたときとまるで変わらない鈴音のことを。高校の制服を着て、薄く桃色がかった髪の毛をリボンで結んでいる、変わらない、この世界の神様のことを。

　砂の国のファラオみたいに濃い目元で鈴音を観察し、願鳳は興味深そうに何度か頷うなずいた。

「ふぅむ……しかし実際にこの目で見ても信じられないね、君のようなふつうの女の子が、我らの中心にして至高、世界の神たる白雪姫とはね」

「いや、えぇと、こんな神様でごめんんさい」

　なんとなくズレたことを言い、ぺこぺこする鈴音に願鳳は笑う。

「ははは、馬ば鹿かにしたわけではない。胡う散さん臭くさい髭ひげの爺じいさんでなくてよかったと胸を撫なでおろしているのだよ、私はね。そんな神なら迷わず殺すが、君が神ならこの世界もまだ救いようがある。おぉジーザス、愛らしい我らの神に祝杯を」

　気き障ざというか変に気取った言い回しは賢木一族の伝統なのか。あたしがそんな関係ないことを考えていると、あたしたちの背後、自動ドアが音もなく開いてひとりの女性が姿を見せた。

「神を愛らしいなどと表現するな。この罰当たりめ」

　一瞬、誰だかわからなかった。

　長く伸ばした金色の髪は丹念に梳すかれ、腰のあたりまで伸ばされている。飾り気のないゆったりとした白いドレスと、手袋。深い色の碧へき眼がんに満たされているのは、寂静とした神聖なる煌きらめき。純白のパラソルの下、貴族の庭園でお茶を楽しんでいるのがよく似合いそうなこの貴婦人は──。

「あ、もしかしてジョーカーさん？」

　鈴りん音ねがあたしより早くその名を呼んで、ぱぁっと頬ほおを染めた。そして首を傾かしげるジョーカーらしい金髪美女に歩み寄り、その手を握りしめて笑うのだ。

「お会いできて光栄です！　わぁ、あたし……前んときはジョーカーさんに会う前に肉人形になっちゃって、ずっと呆ぼう然ぜんとしてたから、実際にしっかり見るの初めてなんだ。わぁ綺き麗れいなひと……ひゃあ、肌白い目ぇ青い髪の毛が金色ぉ、グリコちゃん見て見て、ジョーカーさんだよジョーカーさん」

「……か、神様、わたしは観光地でないので、そんな反応されると困るのだが」

　されるがままに鈴音に髪を弄いじくられ、ジョーカーは髪や服を控えめに飾った鈴をちりんちりん鳴らしながら、情けなさそうにぼやいた。

「ちょっと……想像していたのとはちがうな、神様は、もっと神聖な……無邪気な、けれど、うむ、なかなか元気のよろしい……というか、あう、神様、わたしは抜け毛しやすいからあまり引っぱらないで……」

「あっはっは。ジョーカー、髪の毛のちょっとやそっと、神への供物だと諦あきらめて献上たてまつったらどうだ？　あっはっはっは！」

　愉快そうに笑う願がん鳳ほうに、眦まなじりを吊つりあげ、ジョーカーは頬を赤らめて怒鳴った。

「黙れクズが！　他の誰だれに笑われるより、貴様に笑われるのがいちばん不愉快だ、願鳳！　わたしはッ、おまえのそういうところが大嫌いだ！」

「そうか。私は君のすべてを愛しているよジョーカー？」

「うるさい死ね！　苦しんで死ね！」

「まったくジョーカーはツンデレだなぁ」

「わたしを勝手に不快な属性カテゴリに分類するな！」

　ぎゃんぎゃん喚わめく仲のいい夫婦を眺め、置いてけぼりだった鈴音はそこで大きく頷うなずき、あらためて願鳳を指さした。

「あぁ、やっとわかった。あなた賢さか木き願鳳さん？」

「………？」

　願鳳は唐突な、というか今さらなその質問に首を傾げ、ジョーカーをおちょくるのをやめて恭しく礼をした。

「いかにも、神様。私は賢木財閥現当主・賢木願鳳ですぞ？」

「あ、ども、ご丁寧に」

　ぺこぺこ会釈して、鈴音はにっこり笑う。

「そっかぁ、ほんとにグリコちゃんが言ったとおり、死んだひとは『平和な設定』で再構築されてるんだね。願鳳さんやジョーカーさんまで……うんうん、なんだか嬉うれしいなぁ。こういうの──敵だったひとが、仲良く、味方としてそばにいてくれるの」

　鈴音は腕組みし、小柄な体たい躯くに似合わないおばさんくさい笑い声を漏らした。えっへへぇ、みたいな。

「いいなぁ、燃えるなぁ、この設定。完結したお話のその後を実体験できるだなんて、最高の贅ぜい沢たくだよね。ま、ぜんぶ終わっちゃったあとだから、誰だれも陰謀を巡らせないし、事件も起きない……ゲームでいえばファンディスクみたいなのかな？　それはそれで、読者サービスだよねぇ。ネタにしよっかな。小説では珍しいし……」

　よくわからない発言をして、鈴りん音ねは興奮したかんじにジョーカーや願がん鳳ほうを指さす。

「たとえばたとえばっ、最終戦争では味方につくこともなくって、最後まで不幸な役割だったジョーカーさんたちと仲良くなれたり……知らなかった一面が見られたり、敵だったひとたちと協力して戦えたり……わぁ、燃え萌もえっ。つかえるなぁ……メモしたいなぁ、でもメモできないんだなぁ……忘れないようにしなくちゃ」

「……？　よくわからないが」

　きゃあきゃあ騒ぐ鈴音を訝いぶかしげに見つめ、ジョーカーは髪をさすりながら問うた。

「神様。神様は、先の最終戦争の顛てん末まつについてすべて把握しておられるのか？　そのように見受けられる発言だったが？」

「うん？　うん、だいたいね。これでも神様だから」

　鈴音は上機嫌に笑い、はにかんで、照れくさそうに頭を掻かいた。鈴音、しばらく見ないうちに逞たくましいというか、元気というか、強く明るくなったように思う。以前はもっと、清純というか、良い意味でも悪い意味でも穏やかなひとだったから。

　世界の中心、あたしたちの神様は、それでも丁寧に語ってくれる。

「あたし──『宇う佐さ川がわ鈴音』自身は、物語の途中から肉人形……生ける屍しかばねになって、みんな見ないふりしちゃったけど、最後の最後、自分が神様だってわかったとき、ぜんぶ知識として、物語として、理解っていうか、把握できちゃったんだよね」

　静かに、やはり鈴音らしい、優しく穏やかな口調で。

「誰がどう生きて、どう死んでいったか、ぜんぶ覚えてるよ。みんな、あたしの一部だもん。みんなの幸福はあたしの幸福、みんなの不幸はあたしの不幸、喜びも哀かなしみも痛みも苦しみも幸せも何もかも、あたしは覚えてるし、忘れないよ」

　それから彼女は、あたしたちのことを順繰りに眺め、微笑ほほえんだ。

「だから、今度こそ……今の、新しくなった世界では、みんな、ひとり残らず幸せになってほしいなって、あたしは思う。前のときは、だいぶ報われないひともいたし、苦しいことも……多すぎたしね。いや、ぜんぶ、あたしの責任なんだけどさ。あたしが毒を飲んだせいで、化け物が産まれて、世界も暗くなって、痛みだらけになっちゃった。だから今度こそ──今度こそ、ね？　幸せにね？」

「…………」

　誰もがその神の託たく宣せんに、詔みことのりと呼ぶには、純朴すぎる願いに、押し黙った。あぁ、とあたしは嬉うれしくなる。鈴音はやっぱり鈴音だ。あたしの好きだった、大切なひとだ。

　願鳳も悪い気はしなかったのか、肩をすくめて大げさに言った。

「ま、努力はさせてもらうよ、偉大なる主マイ・ロード。こちらとしても、悪役や汚れ役ばかりというのはいささか不本意だからね。話によると私はかなり思わせぶりに現れておいて瞬殺されるというものすごい哀かなしい役回りだったそうだし、今回は目立たせてもらおう。そこで項うな垂だれている馬ば鹿か息子にかわって主演男優となるくらいの勢いでね！」

「……そういえば愚ぐ龍りゆうはなんであんなに落ちこんでいるのだ？」

　ジョーカーが変な生き物でも見るように実の息子を凝視する。その賢さか木きはというと、心ここにあらずといった様子で、話もあまり聞いていないようだ。

　困ったように、鈴りん音ねがその疑問に苦笑で応こたえる。

「いやね、なんか先生……あたしが昨日きのう、思いっきりふつうに煙草たばこを吸ってからあんな調子でね──」

「……閣下が、私の可愛かわいい閣下がグレた……不良に、不良になってしまった……」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちをつぶやいているのは、もちろん賢木愚龍そのひとだった。阿呆かと思うがこいつは本当にそんな理由で落ちこんでいる。たしかにあたしたちの知ってる鈴音は煙草も吸わないお酒も飲まない清純な女の子だったけれども、ちょっと煙草を吸ったくらいでここまで幻滅し自我まで乱すのはどうかと思う。

　鈴音は頬ほおを掻かき、はははと乾いた笑い声を漏らした。

「どうも、こっちの世界とあたしの世界じゃ時間の流れる速度がちがうみたいでね──浦島太郎の竜宮城ほどじゃないけど、こっちでは三年……くらい？　時間が経たってるみたいだけど、うちんとこじゃもう十年くらい経っててねぇ、だからあたしも十六歳のぽやぽやした熟れきらない果実から世間擦れした二十六歳に──」

「年齢を言うな！　昔の姿のままで実年齢を言うな！　この詐さ欺ぎ師し！」

「詐欺師だなんてひどいなぁ、年取っただけで同一人物だよ？　愚龍ちゃん♥」

「愚龍ちゃんっていうな！　いや計算するとたしかに私は君より年下ですが！」

　馬鹿な恋人の馬鹿な痴ち話わ喧げん嘩かをあたしは呆あきれながら見守る。賢木が落ちこんでるのは鈴音が前とはだいぶ別人になっているからで、けれど鈴音は鈴音だから、いつか賢木も納得して前みたいにいちゃいちゃするんだろ。あれはあれで鬱うつ陶とうしかったから、あぁもう、仲良くても仲悪くても苛いら々いらするなこのふたりは。

「あっはっは！」

　願がん鳳ほうが事態を理解したのか、さも楽しそうに笑った。

「なるほどな、変な虫がつかんように子供のころから愚龍には女をあまり近づけさせんかったからなぁ……女性に多大な幻想を抱いているのだな？　煙草ひとつで大騒ぎとはおまえはいつの時代の男なのだ？　可哀かわい想そうな愚龍……でもなんか面白いから私的にはＯＫだ！　あっはっは！」

「おまえは最悪な父親だな。可哀想な愚龍──まぁ、育児放棄してさっさと消えたわたしが願鳳に文句を言えた義理ではないのだが、不ふ憫びんだ……」

　ある意味では最悪の親である願鳳とジョーカーに冷めた視線をひとしきり送り、まだ何か喚わめいている賢木と鈴音を無視し、あたしがそこで手を挙げる。

「願鳳」

　あたしは真剣に、こっちの世界では最も裏の事情──大きな欠片かけらや化け物、前の世界や今の世界の仕組みについて詳しい男に、問いかける。

「おまえに会いにきたのは、べつに阿あ呆ほうな息子を笑いものにさせるためじゃない。尋ねたいことがあるんだ……おまえも察しはついているんだろ？」

「もちろんだとも。この賢さか木き願がん鳳ほうをなんだと思っているのかね？」

　びしりとポーズを決め、彼はニヒルな笑みを浮かべた。

「あ、ちなみにこれ、私の決きめ台詞ぜりふにするつもりだから。今回は私が主役！」

「うちの男は馬ば鹿かばかりか……おい願鳳、死ぬか黙るか選ぶがいいよ」

　拳こぶしを示して願鳳を脅し、黙らせ、この場では唯一──まともに会話ができそうなジョーカーがこちらを見つめてきた。

「おまえの尋ねたいことはわかる。この平和になった世界において──ありえない、意味のわからない、不可思議な現象についてだろう？」

　彼女の視線の先には、愚ぐ龍りゆうと可愛かわいらしい口論をしている宇う佐さ川がわ鈴りん音ねの姿。

「すなわち……どうして神様が再びこの世界に現れたのか？」

　あたしは頷うなずく。疑問なのはそこだ。

　神様。この世界の中心。白雪姫。宇佐川鈴音──芥あくた川がわ白しら雪ゆき。

　この世界はいうなれば、彼女の見ている夢の世界だ。あらゆる要素は、出来事は、彼女の心境や体調を映す鏡でしかなく、ゆえに神様は世界の中心であり、世界そのものと呼ばれるのだ。

　かつて、神様は現実の世界を厭いとい、逃げるようにしてこの世界に避難し、すべてを忘れ、宇佐川鈴音という少女の姿をとって生きる道を選んだ。それは彼女が毒を飲み、死ぬまでの幸せな幻想──邯かん鄲たんの夢であり、それ以上でもそれ以下でもない。

　宇佐川鈴音とは、現実世界から逃げだし、己を中心とした己に都合のいい世界で幸せに溺れることを望んだ、芥川白雪という少女の化身であり、物語の主人公だった。けれど彼女はこの世界とともに滅ぶことを望まず、最後は再び生きることを選んで現実に帰っていったはずだった。

　毒を克服し、現実と立ち向かい、今も平穏に生きているはずだった。

　この世界が平和なのが、その証拠だと思っていた。

　けれど宇佐川鈴音は再び、この蟲むしと眼め球だまの世界へやってきた。どうして？　何が原因で？　何を目的として？

「それとはべつに……もうひとつ、憂慮の種もあってな。見るがいい」

　ジョーカーはそこでコンピューター端末を操作し、その背後に存在していた無数の液晶画面のひとつ、ひときわ大きなものに新しい映像を表示させた。

　衛星画像か、あるいは監視カメラのそれなのか、かなり荒いノイズ混じりの映像だった。時刻はおそらく深夜──暗くて、明かりも少なく、視界が悪い。

　そんな覚おぼ束つかない灰色の世界に、ひとりの少女が現れる。

　陰影だけで見ると、およそ人間らしくはない。

　頭部は尖とがり、身体も奇妙な輪郭で、槍やりか何かを持っているのか伸びた棒のようなものが目立つ。立ち並ぶ街灯を避けるように歩いているから、月明かりのびみょうな光度のみではその姿は判然としない。

　ただ、少女だというのはわかった。

　暗くら闇やみでも煌きらめくその真っ赤な瞳ひとみが浮かびあがらせた面輪は、あどけない、まだ十代前半だと思われる幼い少女のものだ。

　尖とんがり帽ぼう子しをかぶり、何か豪ごう奢しやな衣装をまとった少女。手にしているのはやはり槍か──長く、重そうなそれを、ずるずる引きずって彼女は歩いている。

　よくこの映像の意味がわからなくて、あたしは眉まゆをひそめた。

「……これは？」

「残念なことに、詳細不明と答えるしかない」

　ジョーカーが西洋人らしく鼻の上に皺しわを寄せ、遺い憾かんの意を表する。そこを受け継ぐように願がん鳳ほうが、今度は真面目まじめに言葉を付け加えた。

「こいつは、町で人食い鬼と渾あだ名なされ、恐怖を撒まき散らしている張本人だ。君も噂うわさくらいは聞かなかったかな？」

「あぁ……」

　それは昨日、予備校でエッちゃんに聞いたな。

　人食い鬼……か。鬼というより、うん、エッちゃんの言うとおりピエロっぽいな……。

　少なくともあたしには見覚えがない人物だ。人物。そう──浮世離れしているが、化け物ではなさそうだ。けれど人間からも遠いような……。

　何かに似ている。

　この紅あかい瞳……。

　何かを連想しそうになって、深い思考に潜りかけたあたしだったが──願鳳の声がそれを邪魔する。

「まぁ呼び方に凝っても仕方ないので噂のまんま呼ぶが……こいつ、人食い鬼はどうも町を徘はい徊かいし、人々を襲い、食っているらしい」

「本当に『人食い』鬼なんだな……」

　どうでもいいことを言ってみると、ジョーカーがさらりと補足してくれた。

「いや、正確には食っているのは心臓と脳だけで、肉の大部分は無事なままだ。だから人食い鬼という呼び方もびみょうに事実と異なっているのだが……」

「脳と、心臓」

　心臓はいいとして──脳を食べる意味がよくわからんな。心臓はあたしたちの命の源、欠片かけらの保持者ならば欠片の受容器だから……エネルギーを得るため、他人の力を奪うための捕食ならばそこを食べるのは当然だ。化け物や大きな欠片、人外の存在にとって、心臓を狙ねらうのは正攻法といっていい。

　わからないのは、やはり脳か。

　脳など……食べて、どうなるわけでなし。

「なんで脳なんか？」

　同様の疑問を抱いているのか、願がん鳳ほうがまた大げさに首をふった。

「そこも不明。本人に聞くしかないだろうな。もしかしたら何か特別な意味があるのかもしれないが、推測する材料が不足している。わからんよ。あるいはただの変態なのかもしれないしな……君が眼球しか狙ねらわんのと同じように」

「あたしは変態じゃないぞ。それにもう眼球はえぐってない」

　きつく願鳳を睨にらむと、ジョーカーがまぁまぁと仲裁にはいってきた。まぁ、ここで喧けん嘩かしてもしょうがないのだが……今の、ふつうになったあたしにとって、以前のあたしはあまり思いだしたくない存在なんだ。そこを揶や揄ゆされると苛いら々いらする。

　あたしはもう眼球抉えぐりの化け物じゃない。

　どこにでもいる浪人生の、偽いつ原わら栗くり子こ十九歳だ。

「問題なのは」

　仕切り直すように、ジョーカーがやや大声で話を戻した。

「この人食い鬼が、どうも大きな欠片かけらの保持者を狙っているらしいこと」

「おまえらを？」

　大きな欠片。

　神様の役割を七等分され分け与えられた、この世界における七人の超越者。

　天地創造の一人部屋。

　洪水伝説の殺菌消毒。

　バベルの塔の破局ポイズン。

　天使の不快逆流。

　救世主の涙歌メロディアノイズ。

　悪魔の最弱アルティメットシールド。

　そして終末の獣──神じん蟲む天てん皇のう。

　現在のところ所在が判明しているのは、一人部屋の肉にく山やまカヂリ、破局ポイズンのブレイクサン＝ヘンゼルマイン、涙歌メロディアノイズの賢さか木きジョーカーの三人だけだ。もっとも、破局ポイズンはちょっとおかしなことになっていて、厳密にブレイクサンひとりと数えるのはどうかと思うのだが……あと、大きな欠片でこそないけれど、黒くろ木き竜たつゑえという少女は涙歌メロディアノイズの能力だけもっていて、エネルギーである欠片をもたないのでそれを僅わずかにしか発揮できない──という中途半端な立ち位置である。斯か様ようにいい加減で、ややこしいのだ……大きな欠片は。

「先日、どうも人食い鬼は殺菌消毒と不快逆流、このふたりと交戦したらしい」

　ジョーカーがさらりとした口調でそう言い、前方の画面を指さした。

「残念なことにその戦闘の顛てん末まつはカメラに保存されなかったが、その一部だけ……殺菌消毒と不快逆流が、人食い鬼と相対している場面をなんとか画面に収めることに成功した。あ、ちなみにこの映像は空を飛んでいる軍事衛星がたまたま捉とらえたものなのだが」

　軍事衛星の映像をなんでこう簡単に閲えつ覧らんできるのかは不明だが、こいつらにそういう意味での常識はないので考えないことにしよう。全世界の軍隊を同時に操り第三次世界大戦を起こすことも可能な超財閥なのだ、こいつらは。

　そんなことを思っていると、ほんの一瞬──画面に異様なものが見えた。

　怪け我がをしているのか、腹を抱えて膝ひざをついている、白い三つ編みの女性。

　それを守るように立った、丸い耳のついた帽子の少女。

　そのふたりから悠然と遠ざかる、尖とんがり帽ぼう子しの人食い鬼。

「おぉ……」

　あたしは柄にもなく変な気持ちになって、画面に大声で呼びかけた。

「美み名な！　蜜みつ姫き！　おまえら……！」

　もちろん声は届かない。これは記録された映像だ。けれど、あたしには嬉うれしかった。最終戦争ではともに肩を並べて戦い、支えあった仲間たち。

　殺菌消毒・殺さい原ばら美名。

　不快逆流・殺原蜜姫。

　殺原姉妹がまた大きな欠片かけらとして、この世界に存在している──その役割が与えられたことが彼女らにとって幸運なのか不運なのかはわからないが、とにかく、変わらない彼女らの姿がなんだか無性に嬉しかった。

　あたしは素早くジョーカーを見て、思い浮かんだ疑問を矢継ぎ早にまくしたてた。

「こいつら、どこにいるんだ？　やっぱり殺菌消毒と不快逆流なのか？　なんで人食い鬼と……」

「まぁ、落ちつくがいいよ。気持ちはわかるがな」

　ジョーカーが苦笑し、冷静な意見を述べてくれる。

「この映像の白髪の女性と制服姿の少女が殺原姉妹なのは、断定できる。だが彼女らが殺菌消毒や不快逆流の役割を受け継いでいるのかどうかは……わからない。現場検証をした警察などの報告を見るかぎり、殺菌消毒に抉えぐられたとしか思えない道路の疵きず痕あとなども発見できたが、断定はできない。まぁ、おそらく間違いないだろうが……」

　あくまで慎重な彼女の物言いだったが、あたしはたぶん間違いないと感じた。美名は殺菌消毒で、蜜姫は不快逆流だ。変わらない、そっちのほうが、らしいと思う。もちろん彼女らは再構築された時点で以前の記憶を失っているから、会いにいっても警戒されるだけだろうが……とにかく、彼女らが変わらない立ち位置でここにいてくれたのが嬉しかった。

「そして」

　ジョーカーが声をひそめ、浮ついたあたしの気持ちを瞬間的に冷ますように告げてくる。

「昨日、この研究所は人食い鬼の襲撃を受けた」

「………！」

　思わず願がん鳳ほうを見ると、彼も頷うなずいた。平気の平左な顔をしているということは、大きな被害はなかったのだと思われるが──。

　ジョーカーも頷うなずき、ざっとその顛てん末まつを語ってくれる。

「まぁ天下の賢さか木き財閥お膝ひざ元もとの研究所だ、わたしが出るまでもなく撃退できたが……人食い鬼はどうも涙歌メロディアノイズよ出てこい、おまえに用事があるなどと繰りかえしていたようでな──殺菌消毒たちに接触していたことといい、どうも敵の狙ねらいが大きな欠片かけらだと推測できるというのはそのあたりが理由だ」

　そして最後に、彼女はまだ賢木と何やら喋しやべっている、呑のん気きなこの世界の神様を見やって付け加えた。

「人食い鬼の最終的な目的はわからない……だが、気をつけたほうがいい。やつが神様の存在に気づいたら──神様は大きな欠片などよりもよほど世界にとって重要な存在だ、真っ先に狙われる可能性が高い。必要ならば我々が保護するが……こことて、絶対に安全とはいえないからな──あるいは、破局ポイズンや一人部屋の助力を請こうべきかもしれない」

　そして真まっ直すぐに、涙歌メロディアノイズの賢木ジョーカーはあたしを見つめて囁ささやいてくる。

「おまえも……もしかしたら、再び戦場に身を置かなくてはいけないかもしれないな。強制はしないが──覚悟だけはしておくがいいよ。人食い鬼のことといい、神様の再臨といい、今、この世界は少しおかしい……何があるか、わからんからな」

「…………」

　うん。わかっている。

　言われるまでもないさ。

　でも──今のあたしに、何ができる？

　不死でもない、人外の戦闘力もない、今のあたしに鈴りん音ねを守ることができるのか？
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　世界研究所には鈴音が再び現れた理由に心当たりがないかだけ尋ねにきたのだが、明確な危険──警戒すべき相手である人食い鬼とやらが存在するなら話はべつだ。あたしたちはジョーカーと相談し、しばらくこの研究所で鈴音を保護してもらうことにした。

　鈴音の存在が人食い鬼に感知されているかどうかは不明だが、べつに名前を書いて宣伝しているわけでもないのに涙歌メロディアノイズであるジョーカーの居場所を突きとめ、接触しようと研究所へきたくらいの相手だ、いつ鈴音の存在に気づき、近づいてくるかはわからない。

　鈴音はこの世界の観光をしたそうな素振りだったが、そういうわけにもいかないだろう。可哀かわい想そうだが、鈴音には彼女がこの世界に再びきてしまった原因、および人食い鬼の目的が判明するまでは行動しないように言い含めておいた。

　やがて、鈴音は不満たらたらだったが、あたしたちが鈴音の心配をしていることはわかってくれて──渋々ながらも同意してくれたのだった。

「でも、ぜんぶ終わったらいろんなとこ、遊びにつれてってもらうからねグリコちゃん？」

　拗すねたようにつぶやく鈴りん音ねに、あたしは頷うなずいた。

　うん。是非とも見ていってくれ、鈴音。神様。

　おまえが壊さないでおいてくれた、この世界を。
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　事態が事態だ、破局ポイズンと一人部屋のふたりにも助力を仰ごうということになった。かといって鈴音を世界研究所の外へだすのは危険だし、そのくせ例のふたりが根城にしている場所には電話の類たぐいが存在しない。いや、存在はしているのだろうが、通じない──それこそ賢さか木き財閥が全力をだせば連絡くらいはとれるんだろうが、あたしが行ったほうが早いし確実だということで、それはあたしの役目になった。

　賢木は鈴音を守るために研究所へ残るんだとか。ジョーカーや願がん鳳ほうは先の最終戦争では悪役だったわけだし、根本的なところで信用できないというのが彼の弁だ。自分の親をつかまえてひどい言いぐさだとは思ったけれど、まぁ、好きにしたらいい。

　なんだかんだいって、鈴音のことを誰だれよりも守ろうとしてるのは、あいつだ。それがちょっと、嬉うれしいような、寂しいような。

「……寂しい？　ふん」

　己の思考に鼻で笑うと、研究所の出口へ向かって独りで歩いていたあたしの正面、廊下の奥のほうから慌ただしい足音が聞こえてきた。

　ばたばたばたばた。

「ひぃぃっ……お助け！　お助け！　誰かお助けですの！」

「…………」

　それは全身が全身、これでもかというほど真っ黒な少女だった。黒い髪、黒いドレス、黒い手袋に頭の花飾りまで黒い。それでも喪服みたいな地味さ、湿っぽさはなく、お人形のように可愛かわいらしく見えるのは着こなしがうまいのか少女自身の顔立ちが幼いせいか。

　足音高く駆けてきたその少女──賢木愚ぐ龍りゆうの義妹、あ、いや、よくよく考えれば実の妹か……ジョーカーと願鳳の子供である彼女は黒くろ木き竜たつゑえちゃんといって、再構築されたこの世界でも『前世』の記憶を保持している希け有うな人物である。

　あたしはなぜか怖がられているらしくあんまり喋しやべったことはないが、助けて助けてと連呼しているやつを無視するわけにもいかず、手を伸ばしてその首根っこをむんずと掴つかんだ。

「どうした？　廊下を走るな……まったく、これだから最近の若いもんは」

「ひぃっ!?　あなた助けてと叫んで逃げてるのに首根っこ掴つかむひとがいますか！　それと、再構築された時点であなたとの年齢差はほんの数年に縮んでるんですからね！　最近の若いひとはって言わないでいただきたいですわ！」

　ばたばた手足を動かし、犬みたいに騒ぐ竜ゑちゃん。息子は母親、娘は父親に似るというけれど、それは賢木一族においてだいたい合ってると思う。願鳳に似て喧やかましい。

「竜たつゑえちゃん、何があった？　落ちついて説明してほしい」

　あたしは身長差を利用して竜ゑちゃんをしばし宙ちゅう吊づりにしつつ、目を細めて問いかける。状況が状況だ──すわ人食い鬼が襲撃してきたのかと警戒したんだが。

　そういう緊迫した状況でないことは、その直後に響いてきた声ですぐに知れる。

「竜ゑ！　いた！　見つけたぞ竜ゑ！」

「外にはでられないんだから逃げても見つかるのは時間の問題だよ、竜ゑ。それこそ伝家の宝刀……涙歌メロディアノイズの空間操作でもつかわないかぎりね？」

　思い思いの台詞せりふをつぶやき、現れたのはふたりの少年。

　どちらも、見覚えがあった。

　同時にあたしは竜ゑちゃんが逃げていた理由を察する。

「……竜ゑちゃん」

「なんですの」

「……もてる女はつらいな」

「嫌味ですわね？　嫌味ですのね？　喧けん嘩かを売っていますわね！　今のあなたなら負けませんわよ！　高値でその喧嘩、買い取らせていただきますわ！」

　叫ぶ竜ゑちゃんのすぐそば、すなわち彼女をぶら下げているあたしのそばまで少年ふたりは駆けよってきて、なんかゾンビみたいな声で竜ゑちゃんに呼びかける。

「たぁつぅえぇ……」












「竜たつゑえぇぇ……」

「ひ！　ひぃ！　こないでくださいませ！　この亡者ども！　ここはあなたがたの歩いていていい場所ではありませんの！　助けてお坊さん！　神父さん！」

　錯乱して暴れる竜ゑちゃんだが、たぶん少年ふたりはそんな彼女の反応を楽しんでるだけだから、変な言動しても面白がるだけだぞ。竜ゑちゃん、弄いじくると面白いからなぁ。

　あたしは溜ため息いきをつき、素直な気持ちを吐きだした。

「……竜ゑちゃん、自業自得だ。二ふた股またかけるほうが悪い」

「二股じゃありませんわ。二股なんかじゃないですの。わたくし、そんなに尻しり軽がるじゃありませんわ。わたくし、わたくし」

　べそべそ泣いちゃう竜ゑちゃん。面白いなぁ。

　そんな彼女の正面、あたしのすぐそば、そっくりな姿勢で立つふたりに視線を向ける。

　ひとりは、貴たか御み門かど御み貴たか。度の強い眼鏡をかけた、色白で華きや奢しやな少年である。どことなく髪型や服装が野暮ったくて、垢あか抜ぬけない。

　彼は前の世界において〝べろ包丁〟と呼ばれる化け物に身体を切り刻まれ、殺害された竜ゑの幼なじみである。世界が再構築されたときに蘇よみがえり、今度は殺されもせずこうして元気に暮らしている。

　それで、もうひとりのほうはというと。

　浮世離れした、少年である。

　一見すると女の子のようで、御貴とはべつの意味で線が細い。御貴は単純に貧弱なだけだが、こっちは最初からそういう生き物として生まれたみたいな美しさがある。肩まで伸ばした髪は色素が薄く、肌も起伏がなくて爬は虫ちゆう類るいみたいに人間味がない。縦に割れた金色の瞳ひとみ。着ている服はこの暑いのに厚手のローブである。

　あたしはそっちに視線を向け、長い付きあいの気安さで適当に呼びかける。

「よう、ヘビ。旧バージョンだな」

「旧バージョンって言うな。……同じ顔がふたりいたら気持ち悪いだろ？」

　同じく軽口のような台詞せりふを返して、長髪の少年──原始の昔、神と人間を騙だまして楽園を追われたヘビと呼ばれる一族の末まつ裔えいは薄く笑う。

「まぁ、僕にとっちゃこの姿も借りものなんだけどさ、こいつ、僕が本来の蛇の姿でいると怖がるんだよね。爬虫類、嫌いかい？　貴御門御貴？」

「うるさい妖怪。十字架をくらえ」

　御貴は眼鏡を手で支え、ぷるぷる震えながら懐から十字架を取りだして示す。ヘビはそれをさも可お笑かしそうに眺め、髪をかきあげて笑いものにするのだが。

「ははは……御貴は面白いなぁ。クリスチャンでもない相手にはそんな棒っきれ、どんな価値も効果もないよ」

「うるさい！　これは僕の綿密な調査が導いた貴様への対抗手段だ！　楽園で罪を犯し、追放された聖書における最初の背信者！　ヘビは神ヤハウェの威光を恐れ、十字架に怯おびえるはずなんだ！　キリスト教圏の吸血鬼やレッドキャップも同様の手段と理由で退治できる！」

「君っていちいち発言がオタクっぽいよねぇ。神に追放されたのは僕のご先祖様だから僕には直接的なトラウマはないし、だいたい十字架ってヤハウェよりキリストじゃん。なんで僕が馬小屋で生まれた髭ひげ面づらの人間に怯おびえなきゃいけないわけ？　ヤハウェとキリストが一致してるって三位一体説も後世のこじつけだしねぇ」

「……なんか仲良さそうだな、おまえら」

　あたしは抱きつき、しがみついてくる竜たつゑえちゃんを鬱うつ陶とうしく思いながらも、なんか変なことに巻きこまれたなぁと溜ため息いきをつく。もっと早く研究所をでているべきだった。つうかこいつら、この時間は学校のはずなのになんで自宅でもないこんな場所をうろちょろしてるんだ？

　ヘビは肩をすくめ、クックックと目を糸のように細めて笑った。

「そりゃ仲良いよ？　仲良くもするさ、僕は貴たか御み門かど御み貴たかとほとんど同化していたわけだよ、その肉を食らってね。今は泣き別れになっちゃったけど、それでも御貴のことは自分自身のように思えるんだ。だから愛いとしいし、興味もあるねぇ」

「気色の悪いことを言うなこの妖怪……！　大蒜にんにくをくらえ！」

「あ、それはだめ。それは本当につらい。蛇って嗅覚発達してるんだよ、知ってた？」

　ぽこぽこ大蒜をぶつけられ、逃げるヘビを御貴が追う。こいつら毎日こんなことしてるのか……？　なんか面倒くさそうなことになっていると噂うわさでは聞いていたが……。

「竜ゑちゃん……だいじょうぶか？」

　あたしはいつのまにか肩車していた、この騒ぎの中心にいるはずの黒衣の少女を見あげる。彼女はもはや疲れきった様子で、ぐったり項うな垂だれていた。

　世界が再構築されて、死者が蘇よみがえり、新たな、より平和な『設定』でこの世界に配置されたというのは、これまで繰りかえしてきたとおりだ。

　変わらない『設定』だったのは最終戦争を生き残った連中だけで、そのなかでも例外なのは毒どく林りん檎ごを分離され、一般人になってしまったあたしくらいだ。あたしだけは、他の連中と同じように新たな『設定』が与えられてしまった。『前世』の記憶は保持しているが──。

　ともあれ、その再構築により予想もしないバグがあちこちに発生している。齟そ齬ごや矛盾、理解できない珍奇な状況──それらは世界研究所で願がん鳳ほうたちが調査しているが、いまだ解決できていない事象のほうが多い。

　その最たる例がこの状況だろう。

　前の世界において、貴御門御貴は死んだ。〝べろ包丁〟に切り刻まれ、殺された。その肉を食べ、貴御門御貴の姿と立場を借りていたのがヘビで、竜ゑちゃんはそんなヘビと恋におちてしまった。

　で、ここで問題なのは、たぶん竜ゑちゃんがどっちを好きなのかということなのだろう。あたしも色恋には疎うといけれど、ここまで単純だとさすがにわかる。

　黒くろ木き竜たつゑえは『貴たか御み門かど御み貴たか』に恋をした。

　この『貴御門御貴』は彼女の幼なじみである貴御門御貴なのか、それとも御貴の姿を借りものにしていたヘビなのか、肉体なのか、精神なのか、そこが問題だ。

　御貴としては幼なじみの、憎からず想おもっている少女が謎なぞの妖怪に知らないうちに奪われていたような状況だ、納得できないだろうし、許せないだろう。あたしだって、知らないうちに自分の偽者が自分の立場で幸せになっていたら、妬ねたむし憎む。

　ヘビとしては、竜ゑちゃんと恋仲になったのは『自分』だと主張したいだろう。けれど竜ゑちゃんが恋をしたのは『貴御門御貴』で、自分はその姿と立ち位置を借りていただけだという負い目もあるにちがいない。

　ややこしい。ある意味では、阿あ呆ほらしい悩みである。

　あちらを立てればこちらが立たず、どちらの少年も間違いなく『貴御門御貴』で、言うなれば愛いとしい恋人がなぜかふたつに分裂しちゃったようなものなのだ。竜ゑちゃんはさぞかし煩はん悶もんしていることだろう。逃げていたのも理解はできる。

　まぁ、でも。あたしが口を挟む問題じゃないしな、時間をかけて解決していってもらおう。あたしは泣いたり怒鳴ったり喚わめいたりしている幸せそうな三人組を眺め、ふと思いだして放りっぱなしだった疑問を竜ゑちゃんにぶつけてみた。

「そういえば、どうしておまえら研究所にいるんだ？　学校はどうした？」

「……お父様やお母様に呼ばれましたの」

　幸せそうにその呼称を口にして、竜ゑは今日は初めての笑みを浮かべた。

「今、人食いなんちゃらとかいう、強いひとを狙ねらう化け物がうろついているのでしょう？　わたくしやヘビも、いちおう人外ですし……襲われたら危ないというので、ほとぼりが冷めるまでここに避難しておくことになったんですの。ちなみに御貴は呼んでないのについてきました」

　ヘビと何か口論していた御貴は、地獄耳でその台詞せりふを聞きつけて真っ赤になった。

「僕は竜ゑの使用人だ！　ついていくのは当然！　それにこんな怪しげな場所でこんな怪しげなやつと竜ゑをふたりっきりにしてたまるもんか！」

「……という感じらしいです、はい」

　竜ゑが困ったように俯うつむいて、ぽつりと、なんでもないことのように言った。

「けれど──強いものが襲われているなら、美み名なさんや、姫さまにも注意を呼びかけておくべきですわね。むしろ、大きな欠片かけらなのですから、涙歌メロディアノイズの受容器のみのわたくしや、化け物としては弱いほうのヘビなどより、ずっと……」

「待て」

　あたしは訝いぶかしみ、竜ゑちゃんを見あげて問いかけた。

「今、美名さんとか言ったか、竜ゑちゃん？」

「はい？　はい……殺さい原ばら美名さん、それと姫さま──蜜みつ姫きちゃん、ふたりには避難してもらわなくてよいのでしょうか？　あのふたり、戦力としても申し分ないですし……人食いなんちゃらさんと喧けん嘩かするならば、集まってもらったほうがいいですわよね？」

　あぁ、と──そこであたしはようやく、古い記憶を思いだした。

　あたしが涙歌メロディアノイズの奸かん計けいに引っかかり、竜たつゑえちゃんたちと敵対したとき……そういえば、竜ゑちゃんやヘビは美み名なや蜜みつ姫きといっしょにいたな。何やらそのころから彼女たちは協力関係、仲間のようだったし。『前世』で関係を、繋つながりをもっていた──袖触れ合うも多生の縁、つまり再構築されたこの世界でも接点があるかもしれなかったんだ。

　考えつかなかった。というか、忘れてたな……あたし自身が、この世界では美名や蜜姫と遭遇しなかったから、てっきり竜ゑちゃんたちも同じだと思っていた。

　竜ゑちゃんは首を傾かしげ、これも真っ黒な携帯電話を取りだして眉まゆをひそめる。

「あぁ、圏外……まぁ地下ですしね、ここ」

　それからあたしを見下ろし、大真面目まじめな表情で何度か頷うなずいた。

「美名さんとはまだ会って喋しやべってはいませんけれど、姫さまは同じ観かん音のん逆さか咲ざき高校の生徒ですから……それとなく近づいて、お友達に。もちろん彼女は『前世』の記憶を失っているわけですが、あの嘘うそのつけない性格ですし、ちょっと問いつめたらあっさり大きな欠片かけらであることは教えてくださいました」

「あぁ、同じ学校だったか……あいつは」

　あたしはもう卒業して、学校には行かない浪人生だからな──それに、在校しているときも他学年の生徒なんか、いちいち確認しなかったし。蜜姫が同じ学校の生徒だというのも初耳だ。

　とにかく、蜜姫と交流があるやつがいたのは僥ぎよう倖こうだ。あたしは竜ゑちゃんを肩車したまま、ひとつのお願いをしておいた。

「じゃあ、竜ゑちゃん……悪いが、蜜姫や美名には事情を説明してこの研究所に避難してもらってくれ。前世の記憶のないあいつら──とくに美名を説得するのは骨が折れるだろうが、頼む。詳しいことは奥の部屋におまえの兄貴がいるからそっちに聞いてくれ。最終戦争以来の大騒ぎになるかもしれないんだ……集められる仲間はできるかぎり集めておきたい」

「よく──わかりませんが、えぇ」

　竜ゑちゃんは微笑ほほえみ、柔らかな声でつぶやいた。

「姫さまたちとまた肩を並べて何かできるなら、それは、わたくしとしても望むところですわ。それが血ち腥なまぐさいことでなければ、もっとよいのですけれど……」

「血腥くなるかならないかは、あたしたちの行動しだいだ。できることはぜんぶやっておこう……竜ゑちゃん、よいしょ」

　そこでようやく竜ゑちゃんを降ろして、血に飢えた野獣の目で口論しているふたりの少年のそばへ置いてやった。

　悲鳴をあげ、助けを求める竜ゑちゃんから遠ざかり、あたしは手をふりながら去っていく。いちおう、励ましの言葉なぞを口にしつつ。

「じゃ、がんばれ」

「がんばれじゃありませんわ！　ちょっ、ちょっと……わたくし、どちらかというと人食いなんちゃらよりこの状況をどうにかしてほしいですの！　グリコさん!?　グリコさん!?　言うことだけ言って満足して行かないでくださいまし！　う、恨みます！　末代まで祟たたってやりますわぁっ、グリコさんの薄情者ぉぉおお！」

　賢さか木きの家系は色恋沙汰で苦労する血筋なのかもな。くわばら、くわばら。巻きこまれないようにしよう。見てるぶんには面白いから、被害が及ばないところで眺めつつ。

　それもちょっと寂しいけどな。

　あたしには、そのくらいの立ち位置がちょうどいい。
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『ここよりポイズン谷。関係者以外立ち入り禁止』

　…………。

　最新の老人ホームみたいな建物だ。柔らかな色調で近未来的な、どことなく宇宙人が住すみ処かにしていそうな外観。玩具みたいなデザインに反して『ポイズン谷』と呼ばれるその建物は異様に広く、大きく、かなり遠ざからないとその全体像が把握できない。

　賢木財閥の人間に近所まで車でつれてきてもらって、てくてく三十分ほど歩いてようやく辿たどりついたのがこの場所だった（この建物はとある特性から、車では直接そのまま辿りつくことができない）。ある意味では、世界で最も異常な場所。一人部屋の肉にく山やまカヂリと破局ポイズンのブレイクサン＝ヘンゼルマインが住居としている、不思議な空間。

「……ていうか、いつも思うが、なんで『ポイズン谷』なんだ？　ポイズンはまぁこの家の主だからわかるとして、谷って……」

　呼び鈴を押し、待つことしばし、あたしがそんな関係ないことを考えていると。

「ほいよ、どちらさん？」

　建物の大きさに比べてこぢんまりとした玄関、かなり分厚いその扉を開いて、ひとりの人物が姿を見せた。ちなみに『ポイズン谷』にはあちこちに出入り口があって、迷路みたいな構造になっているからあたしにはどこに何があるかよくわからん。ここが正式な玄関なのか、それとも勝手口みたいなものなのかも不明だ。まぁ、今はそんなの関係ない。

「おぉ、珍しい。あんたか」

　現れたのは、あたしと比べたらかなり背の低い、痩やせっぽちな少年である。

　嘘うそみたいに綺き麗れいな真っ赤な髪の毛と、その同色の瞳ひとみ。服装はてきとうなシャツとジーンズで、料理中だったのかその上からエプロンをまとっている。後頭部でまとめたその髪の毛と胸元に下げた十字架のような飾りだけが浮きたつ、この少年こそ一人部屋という世界で最も神に近いと謳うたわれる存在である。

　しかし、どうでもいいが。

「ただでさえおまえは女の子みたいなのにそのうえエプロンだと……？　ほんとうにおまえはいやらしいやつだな……。そんなに年上の女の子に萌もえ萌え言われたいのか？」

「なんでエプロン着ただけで俺おれは全存在否定されてんだ？」

　彼、肉にく山やまカヂリと名づけられた少年はあたしの軽口に苦笑い、羨うらやましげにこちらを見あげてくる。

「しかしあんた、相変わらず無駄にデケぇなぁ。何食ったらそんなに背ぇ伸びるわけ？」

「知るか。そんなの、あたしのほうが聞きたい」

　彼は最終戦争の最中、能力を限界以上に使用したことにより存在が崩壊して死んだ。ゆえに前の世界のことを覚えていない。ただ、彼と同居している外国人女性……ブレイクサンは先の戦いでも生き残っていて、おおまかなところはカヂリにも説明しているから、彼も事情は汲くんでくれる。ちなみにカヂリは再構築された世界でもまた森の奥に隔離され、ブレイクサンが探しにいくまで放置されていたんだとか。みんな平和な『設定』で復活したはずなのに、彼だけなんか扱いが悪い。世界の『設定』を弄いじくる能力をもつ一人部屋だ、神様の世界再構築の影響を受けにくくて、半端に不幸な立ち位置のまま蘇よみがえってしまったのかもしれない。よくわからん。

　ともあれ、今はちゃんとブレイクサンに回収され、こうして彼はポイズン谷でそれなりに平穏な暮らしをつづけている。そこまで──つまりブレイクサンと再会するところまで、神様の予定した運命だったのかもしれない。前世からの赤い糸、運命の恋人……はは、自分で言ってて恥ずかしいなこれは。

　思わず照れ笑いを浮かべると、カヂリは首を傾かしげつつも手招きしてくれる。

「まぁ、何の用だか知らねぇけど、立ち話もなんだから茶でも飲んでけよ。今日はたまたまオフ日でブレ子のやろうもいるからよ……っと、と」

　言葉の途中で、不意に彼は身をよじり、何かに反応して蹈鞴たたらを踏んだ。

　なんだろう？　とあたしが眉まゆをひそめるのと同時に、非日常が花火のように陽気に現れてくる。

「きゃーっ」「栗くり子こちゃんだ栗子ちゃんだーっ」「なのーっ」「久しぶりーっ」

　耳が痛くなるくらいに甲かん高だかく、姦かしましい声。

　直後──不意に、何もない空間から何人かの子供たちが忽こつ然ぜんと出てくる。年齢はばらばらで、けれど不思議と似た顔立ちの……思い思いのカラフルな服を着たこの子供たちこそ、この『ポイズン谷』最大の怪奇現象だ。

　瞬まばたきするうちに何もない空間から泡のように子供たちは次々と現れ、あたしに全力で駆けよってきてまとわりついてくる。毎度のことだがいきなりだと驚くな……これは、ほんとうに、彼らが出てくる寸前の寸前までその気配も姿も感知できないんだから。

　一瞬にして全身に抱きつかれ、その上からさらに抱きつかれ、重みで潰つぶれそうになりながらもあたしは子供たちを抱きとめる。うお、重い。体温が熱い。く、く、苦しい……。彼ら彼女らは爆発するみたいな元気な笑みで、お腹なかをすかせた小鳥のように好きなことを囀さえずりまくる。

「きゃーっ！」「栗くり子こちゃん栗子ちゃん！」「高い高ぁいして！　高い高い！」「ね！　ね！　あたしね今日が誕生日なの！」「栗子ちゃん今日はお昼ご飯食べてく？　食べて！　食べてーっ」「栗子ちゃんーっ！」「きゃーっ！　久しぶり！　久しぶりなのーっ！」

　ものすごい騒音というか、これは一種の攻撃である。

　ちなみにこの子供たちが誰だれかというと、前の世界では欠片かけらの保存庫とされ、涙歌メロディアノイズの身体に埋めこまれた先代の破局ポイズンの子供たちである。世界が再構築されるにあたって百四十三人もいるそんなブレイクサンの弟や妹は残らず復活し、この『ポイズン谷』を住すみ処かとして一大勢力をつくりあげてしまったのだった。

　なお大きな欠片の能力や受容器は遺伝するので、当然、彼らも欠片こそないとはいえ破局ポイズンの能力を保持している。物心がついたそれなりの年齢のものは分別があり、存在の崩壊を招く能力の濫らん用ようは控えているのだが、今あたしの周りにいるような子供たちは能力を制御もせずに垂れ流すので困りものである。

　破局ポイズンの能力は因果腐敗と因果歪わい曲きよく。世界の摂理をねじ曲げ、運命すら操るこの能力がいくつもいくつも重なり、乱発された結果、この『ポイズン谷』は因果がかなりおかしなことになっている。同じ扉をくぐっても辿たどりつく部屋がちがったり、コンロに火をつけたら水が噴きでたり、訳がわからない。まともに暮らせるのはだから破局ポイズンの能力をもつものと、あとは世界の摂理を弄いじくれる一人部屋くらいなのだった。人食い鬼がここを襲っても、たぶん何もできないまま不可思議なこの場所に翻ほん弄ろうされて去らざるを得ないだろう。

　ともあれ。

　破局ポイズンの能力は歌や声と密接に関係しているから、その放つ音波には力があって、慣れないひとだと卒倒することもある。だからあたしも、こうも破局ポイズンの子供たちにまとわりつかれると身の危険をおぼえるのだが──。

「おら……チビども、お客さんに迷惑かけんじゃねぇよ」

　カヂリが慣れた素振りで、あたしに貼はりついた子供たちを引っぺがしてくれる。もちろん甘えたい遊びたい子供たちは不満たらたらで、口々にそんなカヂリを罵ののしるのだが。

「にゃーっ！」「カヂリちゃん横暴！」「独裁者め！」「だよーっ！」「栗子ちゃんと遊びたい！　遊びたいんだもん！」「迷惑かけてないよカヂリちゃんの馬ば鹿かぁっ」「自分だってチビのくせにーっ」「ちびちび！」「豆粒！」「ぼくらには未来があるもん！　カヂリちゃんみたく終わってないもん！」「カヂリちゃんのチビーっ！」「ちびーっ！」

「…………」

　どかどこぼこばかぼき。

　どこから出したのか料理につかうお玉で子供たちを打ち、大人おとなしくさせてからカヂリはものすごく怖い顔で彼らを震えあがらせた。

「てめぇら……俺おれはな、チビって言われるのが世界でいちばん大嫌いなんだよ！　もう許さねぇ！　チビどもそこ動くな！　ひとり一発ずつ痛いのお見舞いすんぞコラ！」

　そして彼は暴れはじめる。彼は彼で精神年齢が低いから、あたしがこの場所にくるたびに同じようなことになる。

　子供たちも慣れたもので、お玉を振り回すカヂリから逃げ、また空間に溶けて消えたりして、楽しそうに跳びはねながら笑う。

「きゃーっ！　きゃーっ！」「カヂリちゃん怒ったーっ！」「総員撤収なのーっ！」「殴ったぁ殴ったカヂリちゃん殴ったぁ！　ブレイクサン姉ぇに言いつけるんだからぁ！」「逃げろ逃げろぉ！」「あはーっ！」「カヂリちゃんの怒りんぼ！」「栗くり子こちゃんまたねーっ！　お話とか終わったら遊んでねーっ！」「わぁわぁわぁっ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げる彼らと、炎のように髪を揺らしてそれを成敗するカヂリを眺め、ここは相変わらず平和だなぁとあたしは気が抜けて笑った。
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「おー、カヂリ、それに栗子もいますね。モーニン♪」

　神様の七等分、大きな欠片かけらのひとつ──バベルの塔の破局ポイズンの化身にして、唯一、膨大なエネルギー量をもち、因果を自在に操れる超存在は、明らかに寝起きな顔でぴらぴら手をふってきた。

　国籍不明の、青汁みたいに濃厚な緑色の髪をした女性である。寝乱れたその長髪はあっちこっちに跳ねている。着ているのは蛙かえるを模した子供っぽいパジャマ。寝ね惚ぼけまなこでへらへら笑っているうえ、だらしない姿勢だからわからないが、これでもきちんとした格好をするとけっこう格好いい長身の麗れい人じんなのである。

　彼女の名前はブレイクサン＝ヘンゼルマイン。

　心臓を奪われ破局ポイズンの能力を失いながらも、最終戦争を生きのび、あの陰いん鬱うつな終末の記憶を保持している極少ない人物のひとりである。世界が再構築された後は再び破局ポイズンの欠片を得、膨大な数の弟や妹を養い育てるためにこの地へポイズン谷を創設した。前の戦いでは最弱アルティメットシールドの肉体改造により単純に欠片の保存庫と成り下がり、能力をろくに操れず垂れ流すだけだった彼女だが、今ではそれなりに訓練してだいぶ破局ポイズンの欠片を使いこなせるようになったようである。

　まぁ本人はそんな大層な人物には見えず、ただの頭の弱そうなお姉ちゃんとしか思えないんだが……。

　ポイズン谷の最奥、いくつも並んだ寝室のひとつ、ミュージシャンのポスターやらアニメのシールやらがべたべた貼はられたパンクな部屋である。楽器や音楽器材を中心として何やら訳のわからないものが散乱していて、足の踏み場もない。部屋の主も隅っこのほうで寝袋に詰まって眠っていたし。寝室の意味がまるでない。

　あたしはここまで案内してくれたカヂリを背後に控えさせたまま、扉を開いた姿勢そのままで硬直し、やがて深々と溜ため息いきをつく。

「おまえ……時計見てみろ、まともな社会人の起きる時間じゃないぞ。ていうか、その前にこの部屋──ちょっとは整せい頓とんしろ、よく眠れるなこんなところで……」

　物理的に入室できなかったので、あたしは部屋の入り口で立ったままそんなことを言ってみる。前の世界ではこんなに酷ひどい散らかし方をするやつではなかったと思うが、あれは単純に貧乏で物が増やせなかっただけなのかもしれない。

　ともかく。

「はわぁふ……」

　気が抜ける欠伸あくびを漏らし、ブレイクサンは骨が抜けたみたいな動きでのっそり立ちあがるとこちらに歩いてきた。こんな乱雑な部屋でなんで何かに蹴け躓つまずいて転ばないのかというと、破局ポイズンの能力である因果歪わい曲きよくで足下に散らかされた物体と自分との因果を拒絶しているのである。能力の無駄遣いだった。

　呆あつ気けなく入り口までやってきて、ブレイクサンはだらりとあたしにもたれかかってきた。同じくらいの背丈だから、彼女の髪の毛が目やら頬ほおやらにちくちく刺さってうざい。

　寝起きの人間特有の甘い匂においと高い体温。

　あたしは目を閉じてむにゃむにゃ言っている彼女に、低く問いかける。

「おい、ブレイクサン。なんで体重を乗っけてくるんだ。重いだろうが」

「歩くのが面倒くさいのです……栗くり子こ、あたし朝ご飯食べますから、食堂まで運んでください……」

「…………」

　駄目人間め……歩くのが面倒くさいなんて幼稚園児以上の年齢の人間が言っちゃいけない台詞せりふだぞ。小学生でもそのくらいがんばる。

「カヂリ、任せる」

　あたしは厄介な外国人をそばに立つカヂリに背負わせ、甲か斐い甲が斐いしく涎よだれを拭ふいてやったり髪を縛ってやったりしている彼を見て感心する。いやそうやって甘やかすからどんどんブレイクサンが駄目になるんだが、なんとなく微笑ほほえましい。

「ったく……ブレ子はいつまでも赤ちゃんみたいなやつだな」

「ばぶばぶ」

　みたいな会話をしている。仲がいいなぁ、ほんとに。

　…………。

　まぁともあれ、その後、あたしたちはポイズン谷の食堂まで移動した。

　途中で何人かブレイクサンの弟や妹とも擦れちがったり、喋しやべりかけられたりまとわりつかれたりしたものの、まぁ大過なく。ちなみに歌手としてメジャーデビューしお金を稼いでいるブレイクサンを筆頭に、働ける年齢のものは仕事をしてポイズン谷に給料を納め、暮らしている。みんな仲良しで、もはやひとつの異民族国家じみている。

　ちなみにブレイクサンは魔女の歌声と呼ばれる全人類に共通して届く声で歌えるので、歌手としてはけっこう成功しているらしい。町を歩いていてもわりと彼女の歌をよく聞く。変な曲と歌詞なのであたしは聞くたびに肩から力が抜けるんだが、わりと世間の反応は上々なよう。何が受けるかわからん世の中だ。

　あたしはＴＶ見ないから実感がないんだが、エッちゃんなんかはブレイクサンと知りあいだと言うとかなり羨うらやましがったな。こんな駄目人間な怪しい外国人なのに……。偉くなったもんだ、ブレイクサンは。まぁ立場が変わっても性格は変わらず、のほほんとしているのでそういう意味では大人物なのかもしれない。

　そんな関係ないことを考えつつ、食堂の座席に腰かける。ちょうどいい時刻だし、ブレイクサンといっしょに昼食をいただいていくことにした。昼食。昼食である。昼前だしな。ブレイクサンは朝食だと主張しているけれど、世間では昼食という。

　カヂリは服装のとおり料理の途中だったようで、あたしとブレイクサンに待ってるよう言い残して厨ちゆう房ぼうへ消えていった。世界で最も神に近い存在も今や怪しい共同体のおさんどん係か……いや、いいけど。平和なかんじだけど。

　この場所にいるとどんどん湧わいてくる原因不明の頭痛を堪こらえつつ、あたしはブレイクサンに今日あたしが来訪した理由と、こちらの事情を説明しておいた。そう、あたしも物見遊山できたんじゃない、最終戦争での悲劇を繰りかえさないよう、破局ポイズンと一人部屋の協力を要請しにきたんだ。そこを忘れちゃいけない。

「……しかし、そうするとアレですか？」

　珈琲コーヒーをストローで啜すするという宗教的な意味がなければ常人はあまりやらないことをしつつ、ブレイクサンが首を傾かしげる。彼女は不死者だが味覚や温度感覚をあえて消していないようで、珈琲をうまそうに飲んでいるし、頬ほおも熱で紅あかくなっている。

「Ring-bellがまたこの世界に現れたってことは──んっと、またあの子が現実逃避して、こっちの世界に逃げこんできたってことですかね？」

「りんぐ……あぁ、鈴りん音ねのことだな」

　妙な渾あだ名なで呼ぶから一瞬わからなかった。ブレイクサンは前の世界では神の化身である宇う佐さ川がわ鈴音の住居、アパートの隣人だったから、当然──鈴音とも面識があるし、それなりに交流もあったのである。渾名くらいつけていても変ではない。

　まぁそれは置いといて、あたしはブレイクサンの問いに肩をすくめた。

「鈴音がまた現れた理由はわからん。鈴音が喋しやべってくれないし、現実逃避でこっちにきたにしては呑のん気きすぎるかんじだった……。なにか鈴音の意思じゃない、特別な理由があって再びやってきたんじゃないかと思う」

　化け物が大量発生していない以上、前のように毒を飲んでいる可能性はない。世界は平和なままだ。人食い鬼の存在が不穏だが……世界が壊れてしまうほどの問題点じゃない。なんとなく、釈然としないんだ──切羽詰まったかんじがしない。ほんとに事故か、なにかの偶然みたいな、鈴音の再臨……。

「特別な理由──ですか」

　考えるのが苦手なのか、ぼーっと虚空を眺め、ブレイクサンは頬をぽりぽり掻かく。

「観光……とか？」

「観光気分でこれるなら、これまで鈴りん音ねは何度も戻ってきたと思うが──」

　そういうんでも、なさそうだ。

　それに、もしも観光なら、鈴音はきちんとそう言うだろう。あたしたちを心配させて、こうしていろいろと行動させて、じつはただ遊びにきたんだよーって、そんなのは鈴音らしくない。今の鈴音はだいぶ昔の彼女とはちがうけれど、それでも根本的なところで同じ──優しい、あたしの好きな鈴音だ。それはわかる。他の誰だれが疑っても、あたしだけは信じる。鈴音は鈴音のままだ。

　ならばこそ、どうして、鈴音は再びやってきたのか？

　疑問は堂々巡りをしてそこに行きつく。

　すべての陰謀は潰ついえ、最終戦争は終結し、平和になった……めでたしめでたしのその後の世界で、どうして不穏な出来事が起きる？　鈴音の問題はすべて解決したんじゃなかったのか？　彼女はきちんと生きることを決めて、現実でちゃんと生きているはずじゃなかったのか？

　この世界は神様の、鈴音の心と身体を映す鏡。

　ならば今回の事象は──いったい鈴音のどういう状態を投影しているんだろう？

「……まぁ、下手な考え休むに似たり。ならば、あたしは怠け者なので休むのです」

　ぺったり食堂の机に頬ほおをつけ、ブレイクサンが笑った。

「あたしらお馬ば鹿かさんが考えたって意味ないですよ。あたし、いちおう前の世界ではいろいろな物事の渦中にいたはずなのに、ぜんぜん何が起きてるのかわかんないまんまでしたし……」

　くるくる指を回し、ちょっとだけ寂しげに。

「だからまぁ、栗くり子こ、今は難しいこと考えないでいなさい。ご飯食べて、一休みしたらRing-bellに会いにいきましょう。そんでカヂリにあの子の『設定』を解析してもらえばまぁ何かわかるでしょうし、それでもまだちんぷんかんぷんだったらみんなで頭つきあわせてあらためて話しあえばいいのです」

　歌うように、ブレイクサンは軽やかに言う。

「栗子、あたしたちはね、神様じゃないから万能じゃないし……全知全能なんかじゃないから、ぜんぶ知ろうとか、ぜんぶ守ろうったって無理なのです。なんか難しい、ごちゃごちゃした状況だなぁって思ったら、自分のそばにいる、自分がいちばん守りたいひとだけしっかり抱きしめて、そのひとのためにできる自分のぜんぶをやるのです。そのくらいがね──人間の相応ってものです」

　そして彼女は柔らかく笑った。ほんのすこし哀かなしそうな、彼女にしては珍しい真剣な表情──たまに見せるその真顔は、やっぱり綺き麗れいだった。

「あたしはね、前の世界ではカヂリを守れませんでした。勝手に連れ回して、無理をさせて、最後は死なせてしまいました。繰りかえしたくないです……あたしは、ぶきっちょで、頭もよくないし、そりゃ駄目人間ですが──今度は、守ります。それだけ、がんばるのです。栗くり子こも……」

　そこでブレイクサンは顔をあげ、笑顔のまま、気が抜けるガッツポーズをしてくれる。

「そんくらいでね、背負いこみすぎないでね、気楽にがんばるのです。だいじょうぶだいじょうぶ、あたしとカヂリとジョーカーさんと、他にもみんな、みんなみんな味方なのです。だからね、栗子も怖い顔しないで、スマイルスマイル～♪」

　手を伸ばされ、頬ほおをぐいっと引っぱられ、笑みのかたちにされる。

「ん………」

　知らないうちに強こわばっていたあたしの顔と心は、おかげでちょっとだけ和らいだ。

　うん。

　そうだな、独りで考えこまないで、あたしも少しは気楽にやるか……。
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　珍しく仕事に暇ができたので、嘆なげ木き狂くる清きよは恋人と町に繰りだした。

　姿勢の悪さと前髪の長さが目立つ、ハードボイルドと呼べば格好はつくが有り体にいって薄汚れた男である。休日のショッピングモールに似合わない地味な配色の服装で、見るひとが見ればきちんとお洒落しやれしていることに気づくが、たいていのひとの第一印象は良くないだろう。無ぶ精しよう髭ひげを剃ってもいないその口元には火のない煙草たばこをくわえている。

　表情は今日の晴天を台無しにする暗さで、朝から何度とも知れず溜ため息いきをついている。

「はぁ……」

　嘆木は刑事である。刑事に暇ができるということは医者や消防士が暇なのと同様に良いことだとは思うのだが、どうも釈然としない。いや何日か仕事を休むことじたいに文句はないし、むしろここのところ働きづめだったから渡りに船といったところなのだが。

　納得がいかないのは、つい昨日まで嘆木が担当していた事件の顛てん末まつである。

　人食い鬼の、事件。

　規模も残虐性も過去に類を見ない凶悪な事件だったので、もちろん大規模な捜査が行われ、嘆木も朝から晩まで酷使されつつこの前代未聞の凶悪犯を追った。

　人間の心臓を貫いて殺し、さらに屍し体たいの脳を啜すすり食うという猟奇的な犯人。警察の必死の捜査にもかかわらず次々と積み重ねられる被害者。この町の歴史どころか現代史に間違いなく刻まれるはずの規模と残虐性の凶悪事件。

　町の平和を守るため、住民の安息を守るため、嘆木もそれなりに精力的に犯人を追いつめようと努力していたのだが──。

　昨日、いきなり捜査の打ち切りが上司により宣言されてしまった。

　理由は、事件の真相が判明したから。

　今回の人食い鬼事件は被害者たちの自作自演であり、ある意味では最悪の犯罪だが殺人事件としての事件性は皆無。被害者もそもそも死んだふりをしていただけで、今はふつうに暮らしているのだから、殺人事件とも呼べない。もちろん公序良俗を大いに乱した彼らには相応の償いをしてもらうが──。

　はぁ？　と嘆木はその説明に唖あ然ぜんとした。

　被害者の自作自演？

　事件性は皆無？

　冗談としか思えなかった。いつ刑事部長が「ドッキリカメラ♪」と言いだすか待っていたのだがどうも彼は大真面目まじめだったようで、ほんとに捜査は打ち切られ、嘆木も事件の報告書などは後日に回してしばし休みをもらってしまった。

　訳がわからない。

　上司は実際に人食い鬼に殺された屍体を見ていないから自作自演なんて世迷いごとを信じられるのだ。どう考えても死んでいた。本物の屍し体たいだったし、嘘うそではない死がそこには存在していた。生々しい疵きず痕あとと、事件現場にこびりついた血と、冷めていく被害者の身体と、泣き叫ぶ遺族──悲劇と呼ぶしかない、あらゆる意味で救いのない悲劇がそこにはあった。人食い鬼は、本当に、人間を殺していたのだ。

　否いな、今現在も、どこかで犯行に及んでいるのかも──。

「清きよやん、清やん、どげんしたと？」

　我知らず猟犬のような目つきで周囲を睥へい睨げいしていた嘆なげ木きに気づいたのだろう、嘆木の押している車椅い子すに乗った恋人──春はる原はら羽う芽めがこちらを見あげてきた。

　あまり特徴的なところはない地味で、曖あい昧まいな雰囲気の女性である。表情の乏しいその顔は妙に印象的な双そう眸ぼうのみが目立っている。他人を射抜くような、あるいは裏側まで見透かすような、無む垢くな小動物とも天使ともいえる深く透明な視線。

　そんな彼女は足が不自由なので車椅子に乗り、日差し対策の白い帽子を手で押さえ、こちらをじっと見つめてくる。

「せっかくのお休み、久しぶりのデートやけんに……うちの話も聞かずにぼんやりしてるのはなかやろもん」

「あ、あぁ──すんません」

　羽芽は嘆木よりも年上なので、なんとなく敬語で喋しやべってしまう。互いの呼称も羽芽から嘆木が「清やん」と親しげなのに嘆木は羽芽を「羽芽さん」と呼んでしまうし。まぁ、べつに羽芽はそういう細かいことを気にしない、というか物事をあまり深く考えない性質なので大きな問題にはなっていないが、もうちょっと気さくな喋り方をしたほうがいいのかなぁと嘆木は思う。

　羽芽は嘆木が父から受け継いだ古びたアパートの近所、地域住民の憩いの場である銭湯を実家に持つ娘である。嘆木が担当したとある事件の被害者となり、そのとき両足の自由を失ってしまった。羽芽自身は気にしていないそぶりだが、そのとき羽芽を守れず、犯人の毒牙にかけてしまったのは嘆木の責任だ。嘆木は、一生をかけて羽芽の両足の代わりになるし、償いをすると決めたのだ。

　と──そこまでが『基本設定』。

　羽芽は覚えていないし、この世界のほとんどのひとは知りもしないが……世界はいちど崩壊しかけている。

　陰いん鬱うつで血ち腥なまぐさい、その蟲むしと眼め球だまの世界を──覚えているひとは極少ない。

　最終戦争を生きのび、世界の崩壊に巻きこまれない『ノアの箱舟』となったアパートに避難していた嘆木を含む、ほんの数人のみがそれを記憶に留とどめた希け有うな生き証人である。嘆木も詳しい事情は聞いてもよくわからなかったのだが、今のこの世界は再構築された『平和な設定』の世界らしく、何事もなければこのまま平穏につづいていくのだとか。

　羽芽も巨大な化け物に踏み殺されることはなく。

　嘆木も化け物をひたすら狩る存在ではなく、ごくふつうの刑事のままいられる世界。

　そのはずなのに──。

　人食い鬼の事件は、どことなく覚えのある怪異の臭においがした。勘だが、この世界にそぐわない……むしろ再構築される以前の世界にこそ相応ふさわしいもののように思う。

　このまま上司の決定に従って考えを放棄し、忘れるべきなのか？

　それとも以前の嘆なげ木き狂くる清きよのように、独自に事件を追ってみるべきだろうか？

　ここはもう平和な世界で、嘆木も幸せのなかにいるのに、あえてすべてを捨てるように、以前のように怪異に深入りするのか？

　それでも、愚かでも、また大切なひとを失うくらいならば──。

「……清きよやん、大概にせんね」

　思いっきり羽う芽めに髪の毛を引っぱられた。

　口調も表情も怒っていないがたぶん怒っている。

「羽芽さん」

　嘆木が情けなく眉まゆをひそめると、彼女はちいさく溜ため息いきをつく。

「清やん。あんな、休むのも仕事のうちばい。休日にまでしかめっ面してぶちぶち要らんこと考えてな、ほんなら休む意味なかやろもん。……か、勘違いしたらあかんよ、うちは清やんがそっけないのを怒ってるんとちゃう、清やんの身体を心配しとるんばい」

「すんません羽芽さん……」

　穏やかに、けれど正論を強く主張され、嘆木はあっさりと折れてしまう。

　そうだ。もう、己は哀かなしみに染まり、化け物たちへの復ふく讐しゆうばかりを考えていた憂ゆう鬱うつ刑事ではない。どこにでもいる平凡な刑事で、今はそばに好きな恋人がいる。

　他に何を望むというのだろう？

　けれど──。

　やはり、気になる。今日のデートが終わったら、今もまだ連絡をとりあっているグリコやブレイクサンに、人食い鬼について聞いてみるのもいいかもしれない。

「ほんでな、真ん中の広場に正午から手品師のひとがきてるらしいんよ。うちＴＶで見たことあるひとでな、なんっち日本のこんな隅っこにくるんかわからんきに、たぶん二度とないこっちゃからまずこれ見にいこな。たぶんすごい人出やけど……って清やんまた上の空やし！　いい加減にせんとうちも堪忍袋の緒が切れるとよ！」

「はいはい、ごめんなさい羽芽さん」

　混じりっけのない心からの笑みを見せ、嘆木は恋人の車椅い子すを押していく。

　取り戻した日常。夢にまで見た、幸せな生活。

　帰ってこれたのだ。ここが嘆木のいちばん好きな、望み求めた居場所だった。

　そんなところでまだ化け物のことを考えてしまったのは、因果というか、身に染みついた習性というか、我ながら難儀なことである。

　世界が切り替わっても、憂慮の種はあちこちにあって、今は完全に怒ってしまった恋人の機嫌を直さねばならず、それはある意味、化け物を狩ることよりも難しいかもしれなかった。

　あぁ、この世には──憂ゆう鬱うつなことが多すぎる。
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　本日、相あい沢ざわ梅うめはご機嫌斜めだった。

　人並み外れて何かと不器用というか、鈍くさい梅は、こういう人ひと混ごみのなかにいるとたいがい迷う。今日も両親に付きあって見たくもない手品師とやらを見にきたのだが、すごい人出でちびな梅には何も見えなかったし、そのどさくさで人波にさらわれて、両親とはぐれてしまった。

　泣きそうになる。

　どうしてこう、いつもいつも、失敗ばかりするのだろう？

　運が悪いとかそういう問題ではなく、なんかこう前世で悪いことでもしたんじゃないかという付いてなさで、持ち前の鈍くささも合わさって梅は毎日が不満だった。

　何か面白いことないかな。ないよね。つまんない。

　ぶうっと仏頂面で、けれど深く物事を考えない性質なので、刺激の多い町中ではあっちにふらふら、こっちにふらふら、歩き回ってさらに迷ってしまった。

　もはやどうしようもない。

　両親と自力で合流するのは不可能と諦あきらめ、迷子の放送がかかるまで時間を潰つぶすことにした。梅がはぐれてしまうのは頻ひん繁ぱんにあることなので、両親も慣れているだろう。たぶん怒られるが、そもそも梅を人混みにつれてくるほうが悪いのだ。

　時間つぶしのため、ショッピングモールにいくつも並んだ店のひとつ、子供でも買えるくらいの値段設定が嬉うれしい小物屋さんを発見、そこをしばらく冷やかした。

　やがて数百円だけれど可愛かわいい林りん檎ごの飾りがついた指輪を見つけたので、梅はいっぱつで気にいってしまい、買ってしまうことにした。独りで買い物をするのは禁止されているのだが、梅はもう中学生なのだ。りっぱな大人おとななのだから、買い物くらいしてもいいはずだ。立派な大人は迷子にならないとかそういう考えは浮かばない。

　ちっちゃな手のひらに指輪を握りしめ、誰だれもいない店内の最奥、暇そうにしていた店員にカウンター越しで声をかけた。ぎざぎざに尖とがらせた髪の毛の、どこか暗い目つきをした若い男のひとで、ちょっと怖かったが──お店のひとは子供に優しいはずである。

　店の制服なのか、地味な配色のその胸元に〝時雨しぐれ紅べに丸まる〟と名札をつけた店員は、梅に気づいて読んでいた新聞から顔をあげた。貫くような、怖い視線。梅はなんとなく身震いしたが、恐る恐る声をあげてみた。

「あの、これ……くださいな」

　背伸びして、カウンターの上に指輪を置く。これで作法は間違っていないはずだ。あとは店員さんがバーコードをピッと読んでくれて、レジをバコンッて操作して、何百円でございますというから、お財布をだしてお金を……。

　脳内でこれからの手順を反はん芻すうしていた梅うめの伸ばした手のひらを、瞬間、男の手のひらがぐっと掴つかんだ。

「……え？」

　なんだこれ。

　なんで手を掴むのだ。痛い。あれ？　これは手順にないことだぞ？

「あ、あの。あのあのっ」

　混乱して、梅は手を引っこめようとする。けれど強く手首を握られていて、動かせない。怖くなって梅は目め尻じりに涙を浮かばせる。けれど男は気にもとめずに、気持ちが悪いくらいの無表情でこちらを見つめている。

　熱っぽい、けれど暗い、嫌な目つき。

「お嬢ちゃんさぁ」

　店員は気け怠だるげな口調で、やはり梅を注視したままぼやいた。

「このお店はさぁ、小学生の買い物禁止なわけよ」

「え？　え？」

「お父さんお母さん近くにいる？　いない？　いないね……へっ、へへ」

「あう、あう、あう」

　梅はどんどん不安になってきて、ほくそ笑む店員を前にただ狼ろう狽ばいすることしかできない。店内を素早く見回したが、助けてくれそうなひとはいない。こういう場合は大声で悲鳴をあげろと中学校の講習会で教わったが、怖くて怖くて声がでない。

　全身に不気味な熱をこもらせた店員は、こちらを舐なめるように眺めてつぶやいた。

「あぁ……可愛かわいいなぁ、おれ、こういう可愛い妹がほしかったんだよ……」

「い、妹ですか!?　わ、わ、私そんな妹なんか才能ないです!?」

「混乱して訳のわからないこと言ってるよ……うん、こういうところも可愛い。可愛いなぁ……そんな可愛いお嬢ちゃんには特別サービスだ、この指輪、ほんとうは小学生には売っちゃいけないんだけど──お兄ちゃんの言うこと聞いてくれたら売ってあげる」

　青ざめた梅に、店員は当たり前のように告げてきた。

「服、脱いで？」

「え？　え？」

「脱げよ」

「えーっ!?」

　梅は青ざめ、ぼろぼろ涙を零こぼして必死に抵抗する。けれど暴れても、身をよじらせても店員からは逃れられず、むしろ彼の機嫌を損ねる結果に繋つながった。

　見る見る険悪な表情となり、彼は片手で梅を動かさないようにしたまま、カウンターの下からやけに使いこまれたかんじのナイフを取りだす。

　そして何か嫌なことでもあったのか、ものすごく悲嘆に暮れた表情で、ぶつぶつ愚ぐ痴ちっぽくつぶやきながら瞳ひとみから正気をなくす。

「そうか……そうかよ、小学生ですら……おれの言うこと聞かないのか、だったら、だったらいい！　言うこと聞かないなら、手ぇ切り落として、足も切り落として、達磨だるまにしてやりゃいい！　そしたら俺おれの言うこと聞かざるを得ねぇだろ、どいつもこいつも……どいつもこいつもどいつもこいつもどいつもこいつも…………」

　あぁ、やっぱり、両親の言うことはよく聞いておくべきだった。

　ひとりで買い物しちゃいけないと、それはこういう意味だったのか？

　町には、危険が、いっぱいだ。

　そんなこと──梅うめにはわかっていたはずなのに。

　振りおろされたナイフが梅の腕に突き立つまさに寸前。

「……阿あ呆ほくさ」

　かなり面倒くさそうな声とともに、瞬間、ナイフの刃が根本からぽっきり折れた。

　何が起きたのか──梅にはわからなかった。ものすごい速度で何か肌色のものが鞭むちのようにしなり、ナイフを打ったように見えたが、速すぎて梅には視認できなかった。

「なッ──」

　愕がく然ぜんとし、柄つかだけになったナイフを見つめる店員と、何が起きたかわからず目を白黒させた梅のそば……すぐそばに、いつのまにかひとりの女性が立っていた。

　シックな紫色に統一された服装と、髪の毛。ジーンズにネクタイのないＹシャツという非常にてきとうな格好なのだが、それらがすべてラベンダーのような紫色で、ソックスや靴まで丁寧に染めぬかれている。

　年齢は、よくわからない。

　女性だということは身体つきでわかるのだが、その顔は仮面で隠されているのだ。

　仮面。仮面である。縁日で売られているお面とはちがう、飾り気のないモノクロの仮面。顔にぴったり密着したそれの奥には、やはり紫色の瞳が無感情に存在していた。

　いきなり現れた仮面女に、店員は大きく反応して仰天する。

「な、なんだてめぇ！　ど、どこから現れやがった!?」

　そんな彼と、呆ぼう然ぜんとしている梅のそば、女性はいつのまにか両手に手袋人形を嵌はめていて、上手に声色を操って腹話術を始めてしまった。

『まぁ、恐ろしいですね……〝きりぎりす〟』

『そうだね〝くだん〟。ほとんど逆ギレだし、小学生の服を脱がそうとしてたやつに怒鳴られたくないけれども』

　いきなり始まった即席マペットショウに、店員はともかく梅は表情を輝かせる。繰りかえしになるけれど、物事をあまり深く考えない性格なのだ。切り替えが早い。

「わぁ、すごぉい！　お人形さん喋しやべってる！」

　三つ目の女の子の姿をしたお人形が、その声にかくりと首を傾かしげる仕草をした。

『珍しいというか……懐かしい反応ですね、この国の連中は奇術を見るとすぐ種はなんだトリックはなんだと探すばかりで、純粋に芸を楽しむ心意気がありませんし』

『まぁmagicを手品と訳す国民性だからねぇ』

　ほんとうに生きているかのように、緑色の服を着た男の子の人形が活き活きと喋しやべる。

『手品って、小手先の芸ってこと？　馬ば鹿かにするんじゃないって話だよねぇ、イッツア・マジック・ショウタイム♪　限界まで極めた奇術は魔法なのにさ』

「てっ……てめッ、なんだよ!?　なんなんだよ!?」

　店員はすでに半狂乱で、とにかく人形劇をやめさせようとしたのか、腹話術で陽気に喋りながらも本人は完全に無表情──というか、退屈そうな紫色の女を睨にらみつけた。先ほどナイフを割った手段が不明とはいえ、拳こぶしを握ればびびって逃げると踏んだのだろうか。

　けれど仮面の彼女はまるで動じず、呑のん気きにマペットを動かす。

『……まぁ、笑ってしまいますね。〝きりぎりす〟』

『そうだね〝くだん〟。この国の連中は──どこまで愚かなんだろうか？』

『うちの国では、奇術師に喧けん嘩かを売る馬鹿はいません』

『どんな不良よりも、格闘家よりも』

『魔法使いマジシヤンのほうが怖いのですよ？』

「う、うるせぇこら！　なんだこいつ……!?」

　形なり振ふり構わず大きく腕を振りあげ、女性に殴りかかろうとした店員の首もと。

　手袋の人形を貫き、蛇のような動きで伸びた女性の指が──瞬間、それこそナイフのように鋭利な刃と化し、店員の顎あごにぴたりと突きつけられた。

「な……う……」

　本物なのか、物理法則を無視して伸ばされた女性の指が触れた先、男の皮膚は傷つき少量だが血を流す。幻覚や、何かの仕掛けではない。正真正銘の刃物である。女性の指が伸びて、それが他人を切り裂く武器になった？　なんだそれ？　そんなの、本当に魔法だ──と梅うめは思った。

「な……く、くそっ！」

　けれど無粋な男は仕掛けを見破ろうとするかのように、じっと女性を凝視し、譫うわ言ごとのようにつぶやくのだった。

「なんだ……なんだこれ……どういうトリックだ!?」

　その言葉が逆げき鱗りんだったのか、女性の瞳ひとみからその瞬間──完全に感情が消えた。殺気もなく、怒りも哀かなしみもなく、ただひたすらに暗く冷たいそれは虚無じみた……。

「……種も仕掛けもありません♪」

　言葉と同時に梅の顔に鮮血が飛び散ってきた。

　それはなんだか温かな、不思議なほど懐かしい感触だった。
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　毎日が退屈。

　つまらない。つまらない。つまらない。

　下らなくて味気ない。退屈で無意味だ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　小学生に性的嫌がらせをしようとしていたアンティークショップの店員はかるく頬ほおを切り裂いてやったら大人おとなしくなった。日本人は血を見ると激しく興奮するか真っ青になるかの二系統。いちいち痛みに大げさな国民性。呆あきれる。

　基本的な罪と罰の教育もできていなくて、どいつもこいつも甘ったれだから、悪いことをしたら報いがあるということも想像できない。自分が世界に優遇されていると思っている。苛いら々いらする。

　時雨しぐれと名乗った店員から住所と電話番号を聞きだし、メモる。べつに刑事事件にするつもりはないけれど（深く関かかわるのは面倒だし）、何か困ったときに今回の一件を脅迫材料にしてこいつのことは利用してやろう。知らないやつばかりの国だ、そういうツテは多いほうがいい。

　店をでたら、律儀に小学生の女の子はそこで待っていた。

　髪をふたつに結わえた、生意気そうな顔つきをした子供。可愛かわいらしいのだけれど、びくびくおどおどしていて、気にくわない。

「あの……あ、ありがとうございます」

　ものすごい勢いで頭を下げられた。

　べつにお礼をしなくてもいい。人生の初心者である子供がちゃんと独りで歩けるようになるまで、てきとうに守ってあげるのは大人の義務だ。この国の連中は自分のことばかりで──って、あぁ、もう愚ぐ痴ちも面倒なのでやめよう。

　女の子を怖がらせないよう、しゃがみこんで目線を合わせる。それで先ほどメモった時雨紅べに丸まるの個人情報を、自分の名刺の裏に書き写して手渡してあげた。

「これね、さっきの男の住所と電話番号。いちおうお父さんお母さんに何があったかしっかり説明して、親が刑事事件にするつもりならこれ見せてあげな。あんたは被害者であいつは加害者だから、泣き寝入りすることはないし、ほんとに罪を裁くつもりなら躊ちゆう躇ちよしちゃだめ。可哀かわい想そうなんて思わずに徹底的に破滅させてやりなさい」

「う……うんっ」

　よくわかっていないだろうに、女の子は懸けん命めいに頷うなずいた。つうか、この子供の親はどこにいるんだろうか。日本人の年齢はよくわからないが、たぶん小学生くらいだし、独りでうろちょろしてると危ない年齢だろうに。

　まぁ日本は治安がいいから。みんな警戒心が薄いんだろうが。

「表に印刷してあるのは、あたしの名前と電話番号だからね。まぁ何もないとは思うけど──今回のことで何かあったら連絡してきなさい。……ったく、小学生が独りで出歩くから危ないことに巻きこまれるのよ」

「え？　私、中学生だよ？」

「嘘うそ。マジで？　幼すぎない？」

「本当だよ。十四歳だよ。でも背はクラスでいちばんちっちゃいから」

　えへへ、と笑う彼女に、どう反応していいかわからずに溜ため息いきをつく。中学生なら自分で自分を守る術くらい学習しとけ。自分が十四歳のころにはもう自分の生きるためのお金は自分で稼いでいたぞ。

　呆あきれていると、女の子は渡した名刺を眺めて目をきらきらさせている。

「わぁ……きじゅつし、奇術師さん？　もしかしてお昼ごろに広場で何かやってたひと？　私もパパとママにつれてこられたんだけど、ひとが多くてよく見えなかったの。すごいなぁ、すごいひとだよ。さっきの指がにょーって伸びたのも奇術？」

　あれはちがうな。あれは奇術じゃない。

　まぁ説明してもわからないだろうから、何も言わずに小さく頷うなずく。今はこうして感心してくれているが、どうせ次の言葉はどういうトリックなの？　だ。仕組みを知って、嘘を暴いたつもりになって、いい気になる安い国民性。

「すごいなぁ」

　女の子は頬ほおを赤らめ、ぽつりとつぶやいた。

「私にもできるかなぁ」

「…………」

「えへへ、無理か。私、ぶきっちょだからなぁ」

　この女の子が日頃から、どんな言葉に晒さらされて生きているのか──窺うかがわせるような独り言だった。たぶん、不器用だとか、鈍くさいとか、繰りかえし言われているのだろう。それは事実そうなのだろうけど、そんなもの、些さ細さいで、気にすることもない問題なのに。

「神様は人間を平等につくったのよ」

　ポケットから知恵の輪をだして、女の子の手に握らせてあげる。

「努力すれば誰だれだって、イエス＝キリストになれんのよ」

　不思議そうに知恵の輪と、こちらを見つめる女の子の純粋な瞳ひとみに、かつての自分を思いだし──苦笑いし、己の言葉にも同様の嘲あざけりを向ける。

　けれどまぁ、そういう建前になっているのだ。みんな平等で、努力すれば何にだってなれる。そう信じていないと、何もかも救いがなさすぎる。

　女の子の頭をぐしっと撫なでて、らしくもない台詞せりふをつぶやく。

「今から諦あきらめてないで、がんばりなよ。まずはそれ、がんばって解いてみな。人生とちがって、頭つかって努力すれば必ず解けるようになってる初心者向けだからさ、そいつは。そういうの数をこなしていけば、人生もちっとは解けるようになるから」

「わ、くれるの？　これ？　ありがとう」

　中学生とは思えない、花畑みたいな笑みを見せて、女の子は素直につぶやいた。

「じゃ、私がんばる。がんばったら……私も、お姉さんみたいな魔法使いになれるかな？」

「…………」

　もっかい女の子の頭をぐしゃぐしゃっとして、そっと仮面を外して素顔を見せる。この嫌な国で唯一、自分をmagicianと呼んでくれた女の子だ、仮面越しでは失礼かなと思ったのだ。もとは火傷やけどが目立った顔だけど、今はてきとうに修復しているし、怖がられることもないと思う。

「ふわぁ……」

　なぜか、ぽーっとしてしまった女の子に、二十九年の人生でどこかぎこちなくなってしまった、女の子の足下にも及ばない不器用な笑みを見せて、囁ささやく。

「ま、がんばりな」

　それから犯罪に巻きこまれかけた女の子を放置しておくわけにもいかず、ひとつの解決策を与えてやる。ほんとうに自分らしくないけれど、子供は嫌いじゃないから。

「電話、携帯電話……もってるっしょ？　そいつで誰だれかに連絡して迎えにきてもらいな。独りでうろちょろしてると危ないわよ──御お伽とぎ噺ばなしじゃないんだから、いつもピンチなときに魔法使いが助けてくれるわけないし？」

「あぁっ……携帯電話!?　盲点だった！　忘れてたぁ！」

　目を見開き、慌てて携帯電話を取りだした女の子のそば、ちょっと演出過多かと思ったが歩く人ひと混ごみに紛れて音もなく消えてみた。まぁ消えたというか、早着替えして髪も隠して別人になりすまし、群衆に溶けこんだだけ。

　それでも顔をあげた女の子は、跳びあがらんばかりに驚いて周りをきょろきょろした。

「き、消えちゃった……うわ、うわぁ、すごぉい。ほんとに魔法使いだぁっ」

　いや、ほんとうは二十九歳で未婚、しかもマジックショウを途中でぶっちぎったので職探しちゅうでもある、つまんない女なんだけどね。

　ま、たまには格好つけてもいいでしょ。

　自分で演出してあげないと、人生ってほんとうに毎日が退屈だから。
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　日本にきたのは、何かが変わるかもしれないという甘い願望があったから。

　女の子には偉そうに喋しやべったけれど、正直なところ自分は売れない奇術師で、数年前まではそれこそ魔法使いと呼ばれる超有名人だったのだが、同僚と喧けん嘩かして硫りゆう酸さんをぶつけられ、顔を焼かれてからはとことん落ち目だ。

　逃げるように世界を放浪し、その最果てで辿たどりついたこの国は、極楽みたいなところだとみんなが口を揃そろえて言う。治安はいいしご飯は美お味いしいし、たしかに天国だろうけれど──そこで暮らしているのはどうせ人間だ。

　人間が嫌いな人間にとって、世界はどこでも居心地が悪い。

　他人の言動に苛いら々いらする。思考に、吐き気がする。そんな不愉快な生き物と同種の存在が自分だなんて、思っただけで死にたくなる。

　不愉快な他人。

　不愉快な世界。

　不愉快な毎日。

「なぁんっか……面白いことないかなぁ」

　ショッピングモールをでて、ちょっと寂れた住宅街の片隅、花壇に腰かけて煙草たばこを吸っている。仮面はそばに置いているから、風が素顔に心地いい。

　世界的な天才奇術師も、今や田舎で細々と芸を見せる日雇い労働者だ。それでもご飯が食べられるだけ恵まれているのだが、かつての賞賛と栄光を思いだすと、どうにも惨めになってしまう。

　満員御礼の観客席。照りつけてくるスポットライト。厳かな演奏。鳴りやまない拍手の音──あぁ、でもそれらは、すでに遠い思い出のなかにしかない。魔法使いはトリックを探され馬ば鹿かにされる〝手品師〟に堕落し、魔法は、奇跡は、ぜんぶ誰だれにも夢を与えない嘘うそだと思われていて──それが事実で、それがすべてだった。

　惨めだった。

　どうしようもなく、惨めだった。

　何を求めて奇術師になったのか、もはや思いだせないが──お金をつくるだけなら、他にいくらでも仕事があった。それなのに大道芸人になって、必死で芸を磨いて、ひたすらそれのみを追求したのはなぜなのか。

　たぶん、あの中学生には見えない女の子みたいに、どこかしら面白くないといった表情をした子供たちに……昔の自分に似た恵まれない子供たちに、ちょっとでも夢を、希望を、魔法を──見せてあげたかっただけ。

　なのに。

　なのに、なんで……この世界では、そんなちっぽけな願いすら叶かなわないのだろう？

「なぁんか、面白いこと……」

　どうしようもない言葉を、我知らず繰りかえしそうになったその瞬間。




「──奇術師、ムーン＝レインボウであるな？」




　唐突に声をかけられた。

　座りこみ、俯うつむいて、紫煙を吐きだしていたその真正面──昼過ぎのびみょうな太陽を背景に、異様な、まさに非日常の権化のような少女が立っていた。

　金色の髪。真っ赤な瞳ひとみ。尖とんがり帽ぼう子しに重たそうな法衣。何やら金ぴかで禍まが々まがしい槍やりを両手で握りしめていて、それがひどく不似合いな──。

「……は？　なに？　誰？」

　ムーン＝レインボウと呼ばれた落ち目の奇術師は、思わずぽかんと口をあけ、火のついたままの煙草から無為に灰を落とした。奇妙な、なんともいえない静寂が場に満ちる。

　滲にじみでるようにして現れた異形の少女は、昆虫みたいな無表情でつぶやく。

「我が名はダメージヘア。虐しいたげられし蟲むしの女王」

「なに？　同業者？　見ない顔だけど……」

　奇抜な外見と言葉に、てっきり何かの芸人かと思った。ムーンは観客の態度に苛いら々いらしてマジックショウをすっぽかし、逃亡したので──誰だれかが連れ戻そうと追いかけてきたのかと思ったのだ。

　けれど相手は、ゆるやかに首をふってそれを否定する。

「同業者という呼び方は語ご弊へいがあるもの也なり。妾わらわは神じん蟲む天てん皇のうで、御お主ぬしは最弱アルティメットシールドであるからして……役割、職種がちがう故ゆえ。同じく世界を維持する大きな欠片かけらという意味では、なるほど同業者──同種の存在ではあろうが」

「……なに言ってるかわかんないけど」

　ダメージヘアと名乗った少女の無表情に煙を吹きつけてやりながら、ムーンは眉まゆをひそめる。

「なに？　宗教？　商売？　残念だけどあたし、お金ないから余よ所そいきな？」

「…………」

　ダメージヘアはその発言を無視し、こちらをじっと見つめてくる。

　やはり無機質で人間味に乏しい、真っ赤な真っ赤なその瞳ひとみ。

「妾は御主に仕事を頼みたいもの也」

「………？」

　煙草たばこを花壇でもみ消し、ムーンはさらに怪け訝げんになる。

「は？　訳わかんない……仕事の依頼なら事務所をとおしなよ。まぁ、たぶん仕事すっぽかしたから免ク職ビになってるだろうけど」

「ほほう、ならば都合がいい也」

　かなり癪しやくに障る発言をして、ダメージヘアは口元だけで笑う。そしておもむろに懐から大量の札束を掴つかみとり、ムーンの膝ひざの上にどさっと置いてきた。

「…………」

　札束。札束である。すべて一万円で、いちおう確かめてみたがどれもたぶん本物。ただ銀行からおろしたてなかんじではなく、どこかからかき集めたようなかんじなのが不自然だったが──数十、否いな、数百万はかるいか。今のムーンにとっては喉のどから手がでるほどにほしい大金である。

「仕事がないならちょうどいい、御主……妾に雇われよ」

「怪しさ満点なんだけど？　犯罪がらみじゃないでしょうね？」

　札束に触れるのがなんだか怖く、そちらには手をつけずにダメージヘアを見つめる。町中で、こんな大金を用意し、見知らぬ相手にもちかける仕事だ──まともなわけがない、ムーンにもそれなりに危機回避本能というものはある。これはやばい。こいつはやばい。そんなかんじが無性にするのだ。

「なぁに……そう恐れずともいい也なり」

　さらに懐から札束を取りだし、興味もなさそうにこちらへ放って、ダメージヘアは淡々とつぶやいた。

「御お主ぬし、何か面白いことがないかと繰りかえしていたであろう？　ならばますます重ちよう畳じよう……これから妾わらわが為なす面白いことの、お遊びの、仲間にいれてやってもいいもの也。この世界が好きではないのであろう？　御主、退屈そうな顔をしている也……ならばすべてを覆せ。世界を我らの手で改変するのだ、悪魔の最弱アルティメットシールドよ──御主の力がほしい」

　それは。

　なんとも怪しい、意味のわからない世迷いごとだったけれど。

　なぜか嬉うれしい、興味深い、退屈な日常をまとめて吹き飛ばす魅力的な誘いに思えたのだ。でも足りない。もちろん愉快なことは好きだが、まだ足りない。ダメージヘアと名乗った少女の言葉には、ぴんとこない。もうあと一押し、面白そうな要素がそこに混ざれば──。

「その札束は前金であるもの也、妾には不要なもの故ゆえ──好きにつかうがいい。もちろん前金というからには、後に正当な、正式な報酬も用意している。そちらは成功報酬……御主がきちんと仕事を果たしたときに払ってやるつもりである也」

「……成功報酬って？」

　その瞬間までは、ムーンは適当に相手の言葉を聞き流して黙殺するつもりだった。おかしな少女の奇妙な戯たわ言ごとなどに付きあっていられない。これでも仕事があるのだ、毎日なんやかや生活しなくてはいけないのだ。つまらない、面白くもない人生だが──それでもムーンはそんな生活をぜんぶ捨てるほど根本的に嫌いではなかった。












　けれど。

「もしも──我らが目的を達成したそのときには」

　ダメージヘアが当然のように、とんでもないことを告げてくる。




「世界の半分を御主にやろう」




　その言葉に。明らかに頭の悪い、意味不明な、途方もない妄言に。

「……ははっ」

　ムーンはなぜだか可お笑かしくなって、自分でも不思議なくらい呆あつ気けなく頷うなずいた。

「──面白そうじゃん？」

　それは滅びかけた世界の、悪役。最終戦争の黒幕にして、世界の敵だったひとつの欠片かけらのよく浮かべていた、嫌な微笑。

　くすくす、と堪こらえられないといったような、虚うつろに響く笑い声を漏らし──。

　かくて悪魔は終末の獣と、再構築された世界の片隅で手を結ぶ。
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　血の海で生まれた。

　見渡すかぎりの荒野。

　屍しかばねだらけの戦場で、むくりと動く影ひとつ。

「永久循環、正常に発動」

　ピエロのような尖とんがり帽ぼう子しに、聖者のごとき法衣。陽光の髪と蟲むしの瞳ひとみをもった彼女の名前は──まだ、ない。

「六回目の、再起動也なり」

　彼女の身体は虚無でできていた。

　心は空洞でできていた。

　思い出も人格も個性も何もかも見つけていない、ひとりぼっち。

「……なにゆえ」

　ぽろりと頬ほおを零こぼれた液体に、名もない彼女は首を傾かしげた。

「泣いている、であるか？」

　彼女は虐しいたげられし蟲の女王。

　この六回目の人生の記憶もすぐに海の泡のごとく消えるのだろう。
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　死の街で生まれた。

　ごろごろ転がる他人の屍し体たい。

　疫病か飢えか、人々を殺したものが何なのか、彼女にわかるわけもない。

「永久循環、正常に発動」

　ピエロのような尖り帽子に、聖者のごとき法衣。陽光の髪と蟲の瞳をもった彼女の名前は──やはり、ない。

「十七回目の、再起動也」

　動くものの誰だれもいない静かな場所で、彼女は当あて所どなく歩きだす。

　前の人生の己も道で骸むくろとなった彼らと同様に、一度は惨めに死んだはずである。

　なぜ自分は死なない？

　なぜ死んでも生きかえる？

　この地獄の責め苦のような再起動の仕組みが、どうして己に与えられたのだ？

　彼女は人生について考えはじめた。

　己の役割について、己の性質について、考えはじめた。

　彼女は偶然に芽生えたその思考を大切に大切に魂の底へ記録した。
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　怨恨の国で生まれた。

　誰だれも彼もが目を血走らせていた。

　不況か戦争か、何か重くどうしようもない圧力が、人々を獣にまで堕落させていた。

「永久循環、正常にさど──うっ」

　押しあいへしあい走りまわり、狂乱する人々に身体を押され、彼女は為なす術すべもなく転んでしまう。けれど民衆はそんな彼女にかまいもせず、口々に何かを罵ののしりながら駆けまわっている。さながら怒り狂った野牛の群れだ。

　ここは革命がどうとかいってる国で、今はジャコバン派がどうとかいっているのだが、彼女にはよくわからない。何か異様な熱量と血の臭においが満ちていて、感情をまだあまり学習していない彼女にもどこか空恐ろしい。

「四十二回目の、再起動也なり」

　泥水のなかで倒れたまま、いちおう本能のままにそうつぶやいておく。

　そんな彼女に手を差しのべてくれるひとがいた。

「大丈夫かい？」

　ちょっとだけ軽薄そうな、けれどそのぶん柔らかな声。

　生まれたばかりで、おまけに、あまり他人に喋しやべりかけられたことがない彼女は──きょとんとして、そのひとのことをとっくりと眺めてしまった。

　男性である。驚くほどの長身で、黒いその髪も肩のあたりまで伸ばしている。神父のような格好をしているが、狼おおかみのような瞳ひとみをもっていた。

「まったくもって酷ひどい騒ぎだよね。聖職者を泥に転がしとくような国は長くないよ。あんたもぼやぼやしてると踏み殺されちまうよ？　さ……こっち、暴徒に見つからないよう逃げるぞ。今の連中、気にいらないやつを殴りたくてうずうずしてるからさ、俺おれたちなんか見つかったら元の顔がわからないくらい凸でこ凹ぼこにされちまうよ」

　恐ろしい早口でそれだけ言って、彼はそのまま彼女の手をひいて走りだす。どうも服装から同業者と思われたらしいが──彼は、聖職者なのだろうか？　それにしては気さくすぎるし、彼らはもっとなんというか、浮世離れしているのだが。

　目の前の狼の瞳をもつ彼は、世俗擦れしているというか、どこか垢あか抜ぬけている。

「……御お主ぬしは？」

　他人に興味をもつことが珍しい彼女にしては、希け有うなことにその疑問が口をついた。

　このひとは誰だろう？

　何者なのだろう？

「あんたのお仲間さ」

　彼はどこか他人を小こ馬ば鹿かにするみたいに、くすくす笑って言う。

「俺おれは悪魔だよ。終末の獣のお嬢さん？」
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　彼は藉ぜき口ぐち無なし法のりと名乗った。

　もっとも、それはどこか遠い東洋にある国で生きていた誰だれかから借りたもので、本名は自分でも忘れてしまったらしいが。

　彼は長くを生きる不死者であり、世界各地を放浪しているのだとか。名前のない彼女はそんな彼とともに、しばらくのあいだ孤独ではない旅路をいった。

　いろいろなことを教えてもらった。

　世界各地のこと。そこで暮らす人々のこと。多彩な風俗や文化。

　これまで何も見ず、何も聞かず、何も記録せずに生きてきた空気のような彼女は、藉口の語る世界の姿に素直に感動した。

　血の海で生まれた。

　死の街で生まれた。

　怨恨の国で生まれた。

　そうして何十回もの人生を繰りかえしてきたけれど、自分は果たしてどれほどのものを体験してきたというのだろう？　ひたすら幽霊のように、無目的に彷徨さまよっていただけではないか？　それは──なんだか、寂しかった。

　彼女は学習することを決めた。

　記憶を蓄積し、堆たい積せきしていくことを己の目的とした。

　求められればそうして得た知識をすべて、誰かに教えることもしよう。

　それが己の『役割』となる。

　藉口無法は大きな欠片かけらについてもだいたいのことは教えてくれたが、それによると己は神じん蟲む天てん皇のうと呼ばれるモノであり、その本来の『役割』は終末の獣というものらしい。

　いずれ世界を滅ぼすだろう、終わりの化身。

　けれど、ならば──その終わりのときが訪れるまで、気が狂いそうなほどぐるぐると繰りかえされる人生の暇つぶしのため、彼女は自主的に他の欠片の補佐、情報収集とその提供をする役目を自らに任じた。そうして役に立てば、自分は求められる。誰かに必要とされる。それは彼女にとって無上の喜びで、幸せだった。

　彼女はよりよい情報収集のため永久循環と対を成すもうひとつの能力──無限増殖により身体を６６６分割し、世界各地に解き放った。

　それらの分身はそれぞれ経験を積み、いずれ己とはまったくちがう身体や性格、ちがう形となっていくのだろう。彼女は脳を啜すすり食った相手の身体を模写する技能をもっていたから、分身たちは誰かを襲いその姿を模も倣ほうし、それこそ別個の人間となって生きていくだろう。

　量産されたとはいっても、分身もすべて究極的には己の一部だから、結局は独りぼっちなのだけれど──そういうふうに分裂した分身がいずれ、自分とはべつのものになって、自分と巡りあうのを想像したら楽しかった。そのときは、夜空が白むまで語りあかそう。そのときを楽しみに、生きていくことにしよう。

　あらゆる分身のオリジナルとなった、蟲むしの女王。

『子供』である蟲たちの基本であり、根本であり、始祖となった蟲の女王。

　名無しの彼女はたぶん、寂しかったのだ。

　誰だれでもいい、自分の複製でもいい、誰かに自分のことを覚えていてほしかった。空気のように生きるのは、もう嫌だった。死んでも死んでも終わらない繰りかえしの人生ならば、せめて意味がほしかった。誰かと出会い、名前を呼んでもらい、自分がここにいたという証になってもらう。それだけがほしかった。寂しかったのだ。

　忘れないで。

　覚えていて。

　誰か、誰か。

　彼女がここにいたと、ここに生きていたと──。
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ダメージヘアというのは、あの狼おおかみの瞳ひとみをもった彼がつけてくれた名前。

　藉ぜき口ぐちは結局、旅路の果てにふらりと姿を消してしまったけれど、その名前と──彼が彼女をそう名づけた理由として語っていた言葉は、延々と記憶のなかに留とどまっていた。

　知らないところで育っている。

　知らないところで揺れている。

　知らないところで壊れている。

　彼女はそんな、ダメージヘア。

　…………。
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　嫌なやつがいる、と無な雲ぐも雨あめは眉まゆをひそめた。

　大学が休みだったのでお昼まで高校時代からの友達と遊んで、ご飯を食べたら解散。他の女の子たちはバイトだのなんだのあるようだけれど、雨には予定がなかったので、いっきに暇になってしまった。

　こういうときは、行きつけの喫茶店で時間を潰つぶすのが雨の常だ。

　人付きあいが苦手な雨は、高校在学中、学校へ向かう道の途中にあるその喫茶店に毎日のように通っていた。登校中に学校へ行く気力がめげて、ふらりと立ち寄ることもあったし、下校してから、なんだか疲れていて家まで帰ることができず──その扉をくぐったりすることもあった。休日にも、とくに理由がなくても訪れていた……あまり流は行やっていない喫茶店の、常連中の常連といってもいい。

　店主の水み無な月づき夏なつ子こは不思議な雰囲気というか間合いを持つ女性で、人間となんとなくうまく付きあえない雨あめでも、リラックスして会話ができた。どことなく非人間的というか、人形のような夏子は怖くないし、嫌なことを言わないし、ただ笑顔で雨のつたない話を聞いてくれるひとなのだ。雨は夏子が好きだった。年齢が離れすぎているから、友達というのはちがうけれど、夏子がいなければ雨はどこか人生の道半ばで挫くじけてしまっただろう。

　現在は大学生で、わりとそのてきとうなかんじが雨の性に合っていて、ふつうに馴な染じめているが──だからといって、雨はこの喫茶店にくることをやめなかった。この世界のどこよりも、自分が安心していられる居場所。

　けれどそれにも、その安心にも、例外があるのだ。

「やぁ、雨じゃないか」

　暗い喫茶店『インディアンバー』の店内、夏子の正面に位置しているカウンター席、そこに腰かけていた少女が気安げに声をかけてくる。

　芯のとおった黒い髪。知性的な瞳ひとみを飾る、ちょっと太めの眉まゆ。

「よく会うね、ほんとう。そのわりに打ち解けてくれないのが、私は寂しいけどさ」

「……なんであんたここにいるんだよ」

　雨は思わず低くつぶやき、ずかずか歩いて声をかけてきた彼女の横に座る。先ほどまで静かに談笑をしていた店長、水無月夏子が会釈して、いつもと音程も大きさも変わらない声音で挨あい拶さつしてくれる。

「いらっしゃいませ」

　とりあえずカフェラテを注文しつつ、雨は隣のやつを世にも嫌そうに睨にらみつける。

　彼女の名前は加か藤とう克かつ美み。雨の高校時代の同級生で、同じく『インディアンバー』の常連としてだいぶ頻ひん繁ぱんに顔を合わせていた。けれど彼女、べつに雨のように人付きあいが嫌いで逃避してこの場所にいるわけではなく、落ちつけるからとか、なんかこう格好つけた理由で常連になっていて、そこが雨には気にいらない。同い年のくせにすかしている。

「なんでって……お客様だから？」

　克美は手元のエスプレッソを示して、やはり静かに微笑ほほえむ。

「雨こそどうしたのかな？　今日は休日……昼間っから喫茶店にくるなんてよっぽど暇なんじゃない？」

「あんたに言われたくない、あんたに。なんか近ごろあたしがくるといつもいるし」

　片かた肘ひじをつき、苛いら々いらと髪の毛などを弄いじる。こいつ、雨よりもよほど常連だからか、そういう性格だからか、やたら偉そうで鼻につく。好きになれない。それでもまぁ喫茶店だけの限定的な接点とはいえ、年月が経たてば顔見知りになるし、こうしてふつうに会話もする。やはり雨は喋しやべるたびに苛々するのだが。

　克かつ美みは面白そうに含み笑いし、こちらをじっと見つめている。

「なんで雨あめはそう突つっ慳けん貪どんなのかな？　私はちょっと寂しいよ、これでも私は雨のことは好きだし、仲良くしてほしいんだけどな」

「はぁ？　冗談。あたし、あんたのこと嫌いだし」

「でも喫茶店で会うたびにお互い不愉快になるのは非生産的だと思わない？　ここらで夏なつ子こを中心として仲良し三人組になってさ、この喫茶店をよりよい場所にしたいんだよ……私は」

　夏子さんを夏子って呼び捨てにするな、と雨は思いつつも、ようやくでてきたカフェラテをふうふう冷ます。その仕草が面白かったのか、克美がにこにこ笑ってすごくむかつく。殺したい。

　雨は克美を挑戦的に睨にらみつけ、そこで初めて笑みを浮かべた。

「じゃあ何？　またアレやる？　……負けないよ、あたし」

「うん、受けてたとう。ここまで連敗だけど……そろそろ私も慣れてきた、雨にも負けないよ。たぶん。じゃあ──完食するか、より多くアレを食べたほうが勝ちってことで」

　やはり読めない静かな空気をまとったまま、克美が宣戦布告してくる。

「私が勝ったら仲良くしようね、雨」

「……ふん」

　ふたりの遣やりとりを微笑しながら聞いていた夏子に、雨と克美は同時に叫ぶ。

「「チョコレートパフェ！」」

　…………。

　まぁ、彼女らの地味で可愛かわいい戦いは、物語の本筋とは関係がない。

　どちらが勝とうが負けようが、世界は何も変わらない。

　ここで問題にするべきなのは、カウンター席での少女たちの小競りあいではなく──ボックス席で先ほどから、世界を滅ぼす計画を立てている人外たちで……。
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「うえっぷ……甘い也なり、甘い也。妾わらわはこれでも幾多の経験を積み、無数の食品を舌に触れさせてきたはずであるが──これほどの濃ゆい甘さは初体験だと断言できる也。き、き、気持ち悪ぅっ……うぅぅうぅ妾はもうだめかもしれない也……っつうかだめ也、だめ也」

「……終末の獣がチョコレートパフェに負けてんじゃないわよ」

『ケケ！　ケケケーっ！　だらしねぇなァ、それでもこの大食い魔神の相棒なのかョ！』

　異様な三人組であった。

　否いな、声は三種類あれど、見た目ではふたりの人物が向かいあって座っているとしか思えない。良くも悪くもこのお店の名物料理である特大チョコレートパフェに被爆し、身もだえしている尖とんがり帽ぼう子しと法衣の少女。それを呆あきれ顔で見つめているのは全身紫色の仮面女。最後の声を発したのは前者の少女のそばに立てかけられている金色の槍やりのようだが──幸いにして、店内には他に勝負に夢中なふたりの少女と何事にも動じない店長しかいなかったので、そのささやかな怪異は騒ぎを呼ばなかったけれど。

　スプーンを握りしめ、口元をチョコクリームの茶色で汚した少女は、酷ひどい顔色でかたわらの槍をじっと見つめる。睨にらむというには感情の少ない、けれど確実に恨みがましい視線だった。

「……建築物から炎や雷まで食べられるやつと比べるでない。妾わらわはたぶん大きな欠片かけらのなかで肉体能力においては最低、おまけにこの身体は人生経験が少ないから味覚も消えておらん也なり。か弱いふつうの女の子也。このチョコパフェはつらい也」

「向こうでふつうに女の子がふたり同じのぱくぱく食べてるけどね……」

　仮面を机に置き、運ばれてきた珈琲コーヒーを口に含んで紫色の女──奇術師ムーン＝レインボウがぼやいた。その表情はなんとなく気け怠だるげである。

「それよりも何よ？　その槍、ふつうに喋しやべってるから何か変だと思ったら、そんな能力も持ってんの？　えぇと、それ、神じん蟲む天てん皇のうの力を媒介する道具とか？」

　大きな欠片は欠片の消費を抑えるため、水道における蛇口の部分……能力を抑制し自在に操るための道具を用いることが多い。殺菌消毒の殺さい原ばら美み名なはスプレー缶、不快逆流の殺原蜜みつ姫きは手袋、一人部屋の肉にく山やまカヂリは十字架のナイフ、涙歌メロディアノイズの賢さか木きジョーカーは髪かみ留どめの鈴をそれぞれ用いている。

「否いな……」

[image: ]な顔になって水をごっきゅごっきゅ飲み、甘さを薄めてから尖とんがり帽ぼう子しの少女──ダメージヘアは淡々と説明した。

「妾は御お主ぬしと同じように能力の垂れ流しでも充分なタイプでな、わざわざ道具を用いて不自由でいる必要はない也。他の連中と比べて能力における欠片の消費量も少ないし……御主もそんなかんじであろう？」

「つうか、あたしは能力で欠片をあんまり消費しないのよ」

　日本の珈琲にしては美お味いしいそれを口に含み、ムーンはてきとうに応こたえる。

「最弱アルティメットシールドの能力は肉体変化と肉体改造。つまり自分の身体を変化させるか他人の身体を変化させるかだけど、どちらの場合もその身体の内側に宿った欠片や魂を媒介にして身体の内側で完結した変化をさせる……わかる？　身体の外側に欠片の力が漏れていかないから、欠片も消費されないわけよ」

　欠片の能力は電化製品のように一定のエネルギーで一定の仕事をするわけではないから、はなはだいい加減なものなのだが。それでも少しくらいの法則性はある。

「もちろん相手や自分の身体を変化させるきっかけとして、ほんのちょっと欠片を消費はするけど、どばーって欠片の力を放出する殺菌消毒や涙歌メロディアノイズとは比べものにならない程度ね」

「成る程。それは重ちよう畳じよう……けれども、ゆめゆめ油断はせぬこと也。欠片は我らの生命線……敵に比べて味方の少ないこちらとしては、できるかぎり節約していくべき也なり」

　一息つきもせず頼んだ珈琲コーヒーで喉のどを潤し、泣きそうな顔でダメージヘアはえずく。あぁ、チョコレートパフェを食べるとこうして飲み物もたくさん頼むから、お店としては大儲けなのだろうなとムーンは関係ないことを考えた。

　ポケットから煙草たばこを取りだし、テーブルの灰皿をそばに移動させる。

「……で？　びみょうに話がずれたけど、その槍やりはけっきょく何なわけ？　能力の媒介をする道具でないなら──」

「んー……」

　ダメージヘアは苦いのが好きなのか、うまそうに珈琲を啜すすりつつ首を傾かしげた。

「妾わらわにもよくわからん也」

　がっくり肩を落とし、ムーンは心の底から感心してぼやく。

「……よくわからんのと、よくもまぁ平気でいっしょにいるわね」

「つうか聞いても要領を得ない也。化け物のようなものらしいが、そのくせ知能は高いようだし、他の化け物のように空気に溶けて隠れたりもせんし……」

　目を細め、ダメージヘアは本心なのか冗談なのか判別できない口調でつぶやく。

「まぁ、道具としては便利なのでつかってやってる也」

「その言い方はちょっと可哀かわい想そうね……」

「男などみんな道具也！　女王様とお呼び也！　妾は蟲むしの女王也！」

「うっさい……つうか、あんたのキャラって読めないわ……」

　煙草をふかしつつ、ムーンは獣の臭においがする槍を見つめる。なんとなく嫌なかんじがするというか──不穏な、見ているだけで胸がざわつく変な槍だった。

『ケケ？』

　槍も見られていることに気づいたか、機敏に反応して陽気な声を放ってくる。

『ケケ！　ケケケ！　何だョ何だョ、最弱アルティメットシールド!?　この俺おれ様さまに何か用かいッ!?　俺様のことが知りたいのかいッ!?　ケケ！　ケケケーッ！　やめときゃいいのによォォーっ！　俺様に関かかわったら、どいつもこいつも不幸になるんだぜ!?　とくにてめぇら大きな欠片かけらはよォ！』

「？　よくわかんないわね、あんた……なんか訳知り顔だけど」

　この喫茶店で先ほど依頼された仕事の打合せをした際、主に喋しやべっていたのはダメージヘアだが、そんな彼女がたびたびこの槍に意見を求めているような場面があった。この槍はどうもダメージヘアの知らない、きちんと把握していない、けれど重要な事柄を多く知っているようである。それが何かはわからないが……ダメージヘアは、それを元にして行動しているような節があった。

　この槍が知っている事柄とは何か？

　どうしてダメージヘアは、それに基づいて行動をしているのか？

「この槍の名前は大食い魔神フェンリル狼おおかみ」

　ムーンがとりとめもなく推測を巡らせているうちに、ダメージヘアが何も考えていない顔で、途切れていた説明を再開してしまう。

「自分で動くこともできない正真正銘の槍やりであるが……なぜだか、こやつの刃に触れたものは存在を抉られる」

「そんざいをえぐられる？」

　いまいち意味が掴つかめず、ムーンは反復してみた。けれどダメージヘアに多くを説明するつもりはないらしく、その話題をあっさり流してしまう。

「まぁこやつは今回の計画において、あんまり重要な意味はないので考えないでもらってもいい也なり。いわゆる最終兵器というか、妾わらわの戦闘力を補強するための便利な武器なのでな……あとはまぁ、こやつは前世のことを知っておる也」

「前世？」

　果てしなく胡う散さん臭くさい単語だった。前世とか運命とか神様とかいうやつにろくなのはいない。ムーンはかるく退ひいたが、ダメージヘアは大真面目まじめだった。

「世界は一度、滅びかけている也」

　それは先ほどチョコパフェで悶もん絶ぜつしていたのと同一人物とは思えない、粛然とした、ひとりの大きな欠片かけらの顔だった。

「本来、世界に終末をもたらすのは妾の役割だったはず也。妾こそが世界の寿命……終末の獣であるが故ゆえ。けれど、神様は自ら毒を含み、妾が役割を果たすのを待たず、この世界を終わらせようとした──妾は、それが許せぬ也」

　それは初めて明確に露呈した、ダメージヘアの感情だった。

　憎悪ではない。怨恨ですらない。ひたすらに悔しそうな……。

「知らないところでひっそりと、けれど確実にいずれ訪れる役割のため……繰りかえし、繰りかえし、人生ぐるぐる、繰りかえし、狂いそうな永遠を──ひたすらに耐えていた妾を、忘れさり、勝手に世界を終わらせようとした也！　そんな神様を、妾は許さぬ也！　それなら……毒で終わるくらいなら、なんのため、妾はなんのため……」

　真っ赤な瞳ひとみに烈火を灯ともらせて、ダメージヘアは唸うなった。

　獣のように。

「そんな弱い、愚かな、唾だ棄きすべき神様なら妾は要らぬ也！　妾のことを忘れ去り、その存在を虐しいたげた神様など要らぬ也！　いずれまた苦しみを抱いたとき、同じように世界を滅ぼそうとするなら……妾が今ここで、そんな神様のすべてを否定する也！」

　激しく立ちあがり、居ても立ってもいられなくなったのか、肩を怒らせ衣服を舞わせ、槍を握りしめて終末の獣は吠ほえた。

「己を蔑ないがしろにし、世界に生きるすべての命を軽んじ、自ら毒を含んだ神様の罪は重い也！　あやつに神様である資格などない也！　妾が……裁いてみせようぞ、神じん蟲む天てん皇のうの役割を果たし、この世界に終末を！」

　ぴくんと眉まゆを跳ねあげ、そこで彼女は焦ったように懐をまさぐりだす。

「むっ……他の分身から連絡がはいった也なり。えぇと、よいしょ、はい……もしもし也」

「携帯電話!?」

　携帯電話だった。神様の大きな欠片かけら、神じん蟲む天てん皇のうの無限増殖により分裂し６６６人もいるダメージヘアの分身とはべつにテレパシーできるわけではないから、まぁ当然といえば当然なのだが。ものすごくムーンとしては気が抜ける。格好悪い。

　ひとしきり会話をつづけ、ダメージヘアは携帯電話を懐に戻してこちらを見てきた。

「どうも、長話をしている余裕はなさそう也……敵が戦力を整える前に、世界研究所を襲って神様を強奪する也。御お主ぬしの力を頼りにしているぞ……最弱アルティメットシールドの悪魔よ、妾わらわの敵はすべて殺す也。遠慮も躊ちゆう躇ちよも要らぬ也。これが妾たちの役割也！　悪魔と終末の獣を、止められるものなら止めてみるがいい……神様よ！」

　颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、そこでふと気づいたようにまたダメージヘアは懐をまさぐる。それから困ったように俯うつむき、しばし沈黙し、彼女は泣きそうな表情でこちらを見てきた。

「えぇっと……そのう、たいへん言いにくいのであるが、先ほど御主に全財産を渡してしまったので──お金がない也。この喫茶店の代金、立て替えておいてくれないであるか？　あの、その……申し訳がない也が、あの」

「…………」

　大丈夫かなぁ、こいつ。
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　（前略）──神話について調べた経験があるものならば、たいてい同意してくれる疑問だと思うが……神話はいわゆる『終末』について説明不足ではないだろうか？

　終末。世界の終わり。神話における最終章であるこの出来事については曖あい昧まいな記述があるばかりで、無数にある神話のどれひとつとして納得のいく説明をしてはいない。

　たとえば聖書では、地球と人類がものすごい勢いで滅亡・虐殺された後、神様が最後の審判をするとされている。その結果、死者のうち良きものは天国へいき、悪しきものは地獄へ堕おちるということらしいが、その天国・地獄といった『後の世界』については記述がまったくない。その後、死者たちがどのような世界へいき、どのように暮らすのかはわからないのである。

　また有名な終末としては北欧神話の神々の黄昏ラグナロクがある。そこでは神様たちが最終戦争と称して派手に殺しあった挙げ句にそれに巻きこまれて人類は焼き殺されて全滅、地球も水浸しになって滅ぶが、その後に静かで平穏な新しい世界が始まるとされている。けれど、やはりその『新しい世界』についての記述はまったくない。

　どうやら世界が、人類が滅んだ後には、新しい世界が始まるらしい。けれどその『後の世界』は我々が生きているうちには想像することしかできない死後の世界のように、推測はできても確かな実像の結べない曖昧なものなのである。

　神と私は一致しているので、神話における終末とはすなわち死なのだろうが、その後──死後の世界、天国や地獄については断定的なことは何もわからない。なにせ生きている人間は誰だれも天国や地獄を見たことがないのだ。この世の人間のなかで死んだことがあるものなどひとりもいないから、それは仕方がないのだが……。

　まぁ思考放棄しても意味がないので、私は発想の転換をしてみることにする。

　いくつもの神話に散見する『最終章ではない位置にある世界の終わり』に注目してみよう。それはすなわち私が『神の迷走』と名づけたノアの洪水伝説に代表される神話の主に初期に集中して発生する一時的な世界の終わりであり、ギリシャ神話ではなんか知らないが三回も四回も世界が滅ぶ。神様、迷走しすぎである。

　それらの世界の滅びは『滅び』であるけれど『終末』ではない。というのも『滅び』の後にその滅んだ世界での失敗を教訓に、新たな世界がすぐに始まるからである。言うなればＲＰＧのリセットボタンが『滅び』であり『神の迷走』だが、『終末』とはすなわちＲＰＧを全クリした状態、それ以上の発展がないすべての終わりなのである。

　けれど、けれどだ。これは私の夢想なのだが、仮に全クリしたゲームでも、続編がでる可能性は皆無ではないだろう。まだ見ぬ続編。それが神話における終末の後の世界、天国や地獄、あるいは想像もつかない新世界なのかもしれない。

『聖書Ⅱ』とか『北欧神話エピソード２』とか想像するとちょっと面白い。ひとつの神話においては絶対的な終わりである『終末』も、『神の迷走』と同じく、これまでいくつもあった滅びのひとつにすぎず、その後には新しい神話が、そのさらに先にはまた神話が、無限につづいているのかもしれない──そんなことを考えたら、楽しいのと同時にどことなく頭がおかしくなりそうになるが、私はなんとなくそんな神話の後の神話も見たいなと思うのだった。

　それは生きているうちに天国を見るような、絵空事でしかないのだが……。

　……うん？　なんだか論じるというよりただの考えの垂れ流しになってきたかも。だいたい大真面目まじめに調べ物をして一生懸命に論じても誰だれか真剣に読んでくれるのか、これは？　夏休みの自由研究など小学生じゃあるまいし、やる気がでない……。でもまぁ、ここまで書いてきたのだ、ひとまず結論がでるまで思索をつづけてみることにしよう。

『神』と一致した『私』の人生が終わるとき、『死』……すなわち『終末』まで、時間はどうせ腐るほどあるのだ。こんな下らぬ作文でも制作して暇つぶししないとやっていられない……──（後略）





　　──『神と私の一致構造』県立香か奈な菱びし高等学校一年Ｄ組　芥あくた川がわ白しら雪ゆき
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　滅びかけたあの世界がひとつの神話、物語だとしたら、主人公はあたしじゃなかった。

　主人公というのは物語における正義であり、中心であり、理由であり、むしろそうでない物語など破綻しているといってもいいが──あの物語には、とにかく主人公がいなかった。

　引っきりなしに中心が移動し、時と場合によって昨日の敵は今日の友、善悪も反転し、それぞれが好き勝手な動機で行動をしていた。ばらばらだ。実に、訳がわからない。

　究極的に考えれば主人公は鈴りん音ねだが……。神様。この世界の中心。

　すべての登場人物が鈴音の欠片かけらである以上、あの世界の終わりの神話はそんな主人公が、毒を克服するという単純な構図にまで簡略化できる。あの世界には他に何もなかった。神様と毒。ふたりっきりの戦いの物語だった。

　あのとき、あたしは毒だった。

　この世界での、唯一の例外。神様の意思からずれた、異物としての毒どく林りん檎ご。

　つまり敵キャラだ。もしかしたら神様を殺したかもしれない、毒の化身。

　なのに、あいつは──。

　鈴音は、最初から最後まであたしを嫌わなかった。

　思えば、初めて会ったときからおかしなやつだった。

　神様のくせに、自覚がなくて。ふらふら逃げてるくせに、強くて。

　あたしは……鈴音のぜんぶに当惑した。

　なんだこいつ。変なやつだ。そう思っていた。

　最初は、期待すらしていなかった。

　自分が人間らしくなれるなんて。友達ができて、家族ができて、仲良く暮らせるなんて、それこそ笑い話だと思っていた。

　なのに鈴りん音ねは、あたしを友達と呼び、家族と呼び。

　抱きしめて……くれたんだ。

〝あたしがグリコちゃんの『大切』になれないかな？〟〝神様と化け物が仲良くなれたんだよ？　どんな神話にもない奇跡だよね？〟　この世界の何が嘘うそでも、夢でも、幻でも。

　鈴音があたしにくれた温かさは、本当だった。あたしは鈴音のおかげで変われた。毒どく林りん檎ごの役割をかるく剥はく奪だつし、あたしをふつうの女の子にしてしまった小憎らしい神様。あたしはもう……強くないし、不死でもない、彼女を守る力のない弱い一般人かもしれないけど──やっぱり、鈴音のために何かをしたい。

　この世界で、唯一、確かな奇跡。

　あたしと彼女が仲良くなれた、どんな神話にもない奇跡。

　それを証明しにいくぞ、鈴音。

　あたしと鈴音が仲良くなれたと、あたしにとって鈴音は『大切』なひとだと、何度でも繰りかえそう。そのちっぽけな奇跡に引きずられて、世界はかろうじて滅びをまぬがれた。ならば今回も、同じようにするだけだ。

　さっさとぜんぶ終わらせて、敵も陰謀もまとめて潰つぶして。

　この平和になった世界を、鈴音に見せてやるんだ。

　あたしも、喋しやべりたいことがたくさんあるんだ。家族のこと、友達のこと、あたしの最近の趣味とか、予備校での成績とか、くだらない、どうでもいいことを鈴音と喋りたかったんだ。

　そのために、あたしは再び戦おう。

　スプーンは手元にないけれど、眼がん球きゆう抉えぐり子こ──改め、偽いつ原わら栗くり子こが今行くぞ。
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　破局ポイズンのブレイクサン＝ヘンゼルマインと一人部屋の肉にく山やまカヂリに事情を説明し、快く協力を了承してくれた彼らとともに、一路──鈴音の待つ世界研究所へと帰還したあたしは……地面にへたりこみ、己の弱さを痛感していた。

　身体に満ちる嫌な吐き気。

　痛みとも苦しみともつかない蝕むようなその感覚に、あたしは打ちのめされ、声をだすこともできずに惨めな醜態を晒さらしていた。

　地面に膝ひざをつき、表情はおそらく青ざめ、立っていることもできないで。

　何が再び戦うだ。

　敵も陰謀もまとめて潰つぶすだ。

　あたしは、あたしは──。

「………………うぅえぇぇ……」

　ぶっちゃけ車酔いしていた。

　地面に両手をつき、喉のどまでこみあげてくる嫌悪感を必死で飲みくだし、ひたすらに悪寒と嘔おう吐との前兆である身体の痙けい攣れんを堪こらえつづける。

　そんなあたしを気遣わしげに眺め、あたしを戦闘もせずに完全に打ちたおした張本人……ブレイクサンがのほほんとした表情で首を傾かしげた。

「あっれぇ？」

「あっれぇじゃねぇよ馬ば鹿か、馬鹿ブレ子。栗くり子こは俺おれらとちがって不死者じゃねぇんだからおまえの運転には耐えられねぇって……つうか、俺でもちょっと今のはつらかったぞ」

　言葉のとおり目眩めまいでもあるのかふらつきながら、カヂリがブレイクサンのまとめた緑色の髪を引っぱってこらしめる。

　ちなみにカヂリはもちろんエプロン姿ではなく、動きやすそうな軽装に着替えていたし──当然、ブレイクサンも蛙かえるのパジャマは脱ぎ、でたらめな配色の舞台衣装をまとい、背中にはなぜかギターケースを担いでいる。

　ちなみにあたしがポイズン谷へ行くために用意してもらった賢さか木き財閥の車は用いず、急ぐなら自分に任せておけと豪語したブレイクサンに頼んで彼女に車を運転してもらったのだが……酷ひどかった。あれは、酷いという言葉以外に表現が思いつかない運転だった。

　車は生き物のように上下し、獣のごとく吼ほえ鳥のようにかっ飛んだ。信号も対向車も見えていないかのようなその運転で事故を起こさなかったのは奇跡で、というかたぶん破局ポイズンの因果歪わい曲きよくによる文字どおり神の御み業わざで、ふつうなら世界研究所に辿たどりつくまでに数回は確実に死んでいた。

　そのぶん信じられないほど早く研究所へ帰還することはできたのだが……脆もろく、弱いあたしの身体は限界で、ぐらぐらに揺らされた体液と内臓と、そのすべてが吐き気を誘発し指先すらも動かせない。人間の身体は、あんなに激しくシェイクされる物体に乗るように設計されてはいないのだ。

「んー……」

　あたしはよっぽど情けない表情をしていたのだろう、飄ひよう々ひようとしたブレイクサンもさすがに申し訳なさそうに謝罪してくる。

「あいむそぉりぃ……栗子、大丈夫ですか？　そういえば、ポイズン谷の弟や妹もあたしの車に乗るとしばらく笑わなくなったりするんですよね──あたしの車、そんなに性能が悪いのですかね？　買い換えるべきでしょうか……でもデザイン気にいってるのですよ、これ。すんごい七十年代テイストで……」

「いや悪いのは車じゃなくてブレ子の運転だから。つうかあの無邪気なチビどもが笑わなくなるってどんな運転したんだコラ。おい、栗くり子こ……動くなよ」

　カヂリはひとしきりブレイクサンを罵ば倒とうしてから、胸元に下げた十字架の先端、ナイフのように尖とがったそこに己の指を押し当てる。

　すると彼のわずかに裂かれた指先には血の玉が浮かび、それは太陽の光を弾はじいて神秘的に煌きらめいた。

「俺おれの部屋へようこそ、っと」

　ものすごい気楽に天地創造の能力を行使し、カヂリは己の血をあたしの額のあたりに押しつけてくる。瞬間、あれほどあたしの身体を責め苛さいなんでいた車酔いが嘘うそのように蒸発していった。

　一人部屋の天地創造。

　この世界がゲームだとしたら、その設定を弄いじくれる最も神に近い能力。彼が望めば文字どおりこの世に不可能はなく、あたしの『役割』だった『毒どく林りん檎ご』を別の存在に移動させたのも一人部屋の能力を行使した神様──鈴りん音ねだった。

「へぇ、つうかマジでおまえ一般人になっちまってんだな」

　一人部屋のもうひとつの能力、天地解析……ゲームの設定を読むそれを行使でもしているのか、カヂリがあたしの額に指を置いたまま興味深そうな顔をする。

「わりに身体能力は高いみたいだし、反射神経とかはすげぇんだけど──あくまで一般人レベルだなぁ、常識の範囲内っつうか」












「勝手にひとの能力値パラメータを読むな」

　なんとなく気持ちがよくはないかんじだったし、あたしが弱体化しているのは今後の展開しだいではみんなの足を引っぱる要因にもなるから、ちょっとそこを突っこまれたのが痛くて憎まれ口を叩たたいてしまう。

　カヂリは肩をすくめ、わりと真面目まじめな表情で問いかけてくる。

「どうする？　栗くり子こが望むなら、おまえの戦闘力を爆発的に上昇させることもできるし、不死者にするのも……まぁ、不可能じゃねぇと思うぞ？　正直なところ賢さか木き願がん鳳ほうやら何やら含めて俺おれらのなかで最も戦力として期待できねぇのがおまえだ、俺が一人部屋で補強してやるのは悪い選択じゃねぇと思うんだが」

「あ、じゃあ、くしゃみすると炎がでるとかそういうのは！　あるいは目からビーム！　乙女の夢です目からビーム！」

　ブレイクサンがさも名案のように挙手して告げたが、あたしもさすがにそんな不思議人間になるのは嫌だぞ。

　ともかく、あたしはカヂリの申し出を首をふって辞去した。

「いや……あたしは、このままでいい。本当にやばくなったら、いくらでも弄いじってくれて構わないから──今は、ふつうの人間でいさせてくれ」

　我わが侭ままだが、この身体は、鈴りん音ねがくれたものだから。鈴音が設定してくれた、ふつうの人間として生きられる身体だから。また人外に戻るのは……ちょっと嫌だった。

「それに、おまえの能力は血液を消費するんだろ？　能力をつかうたびに弱体化するのがおまえの短所なんだから……あたしのためにそれを消費するべきじゃない。おまえは万能の最終兵器なんだから、能力のつかいどころはもっと考えろ」

「……栗子がいいなら、いいけどよ」

　カヂリはあっさり手をふって、自分の血のでた指を舐なめて止血する。犬みたいだなぁこいつ。ある意味、ものすごい献身的だし。ブレイクサンが可愛かわいがるのもわかるなぁ。

「さて──」

　あたしの車酔いで何かよくわからんことになったが、とにかく今、問題にすべきところはそこじゃない。

　あたしたち三人はそばにブレイクサンの古びた車を駐とめたまま、灰色の工場群の入り口あたりで立ちつくす。ブレイクサンやカヂリはここにくるのが初めてだし、地下にある世界研究所がどこに位置しているかはわからない──ふたりしてこちらを見てきた。

「さて、Ring-bellのところに案内してくださいな」

　彼女とも顔見知りであるブレイクサンは、ほんとうに嬉うれしそうなかんじで、にこにこ笑っている。

「ほんとに久しぶりです。でも大丈夫かなぁ、あたし。わりと真っ先にひとから忘れられるタイプですから……Ring-bell、あたしのこと忘れちゃってるかも」

　ちょっと寂しそうにする彼女を、カヂリが口調だけは乱暴に気遣う。

「心配ねぇよ、おまえがよく忘れられたのは因果腐敗を垂れ流しにしてたころの話だろ？　今のおまえは一目見たら忘れられない種類の人間だから。なんだその青汁みたいな髪に頭の悪そうな服、とどめにギターケース？　おまえはいつの時代の特撮ヒーローだよ？」

「あたしに惚ほれたら火傷やけどするのです！　物理的に！」

「物理的に!?　怖っ!?」

「……おまえら仲いいな」

　陽気に騒ぐふたりをちょっと羨うらやみながらも、あたしは正面に視線を向ける。とりあえず阿あ呆ほうな遣やりとりをしている場合ではない、早く鈴りん音ねたちと合流して、これからの方針を決めないと──。

　あたしがそう、呑のん気きに。

　あまりにも呑気に、考えた矢先。

　爆音が響いた。

「────」

　あたしは、とことんまで甘すぎた。

　平和ボケというか、危機感が薄すぎたというか──呆あきれるほどに、甘すぎた。

　事態はあたしが思っていたよりもずっと緊迫していたのだし、知らないところで、ほんとうに……知らないところで、嫌な誰だれかの企たくらみはすでに結実しようとしていた。

　そうだ。

　一瞬の油断が死に繋つながり、ほんの少しの失敗で大切なものが無む惨ざんに奪い去られる。

　それが以前の世界では、当たり前だったはずだ。

　けれど平和になった今の世界に慣れきったあたしは、うっかり忘れていたのだ──その嫌になるほど実感したはずの、滅びかけたあの世界では当たり前だった事実を。

「……栗くり子こ、こっち寄って」

　ブレイクサンが表情だけは飄ひよう然ぜんとしたまま、かるく手招きしてあたしを呼ぶ。あたしは促されるままに彼女のそばまで移動し、自分の無力さを実感しながらその背中に守られるような位置に立った。

　ブレイクサンはぼんやり周りを見回し、何かに気づいたように眉まゆをひそめてギターケースを降ろした。そして手慣れた仕草で中身を取りだしながらぼやく。

「カヂリ、あなたが栗子を守るのです。一人部屋は大きな欠片かけらのなかでは肉弾戦が弱いほうですし、直接戦闘じゃ不利な能力ですが、栗子よりは状況に対応できるはずですから」

　まさか、最終戦争では常に巻きこまれっぱなしというか、おろおろと混乱しているだけだった彼女がいちばん頼りになるとは。つくづく前の世界とは勝手がちがう。

　ギターをかるく構え、まるでこれから一曲やろうかというように生気の漲みなぎる表情と姿勢になって、ブレイクサンは涼しげにつぶやいた。

「まぁ、あたしもふつうに喧けん嘩かするぶんにはカヂリとどっこいどっこいですが、たぶん防御力なら最高ですから。あたしのそばにいれば、まぁ安全なはずですよ。……肉体的な防御力では最弱アルティメットシールドに劣り、空間把握と空間操作で攻撃を受け流す涙歌メロディアノイズみたいに能動的ではありませんし、不快逆流のように攻撃を跳ねかえす便利さもありません──」

　瞬間、こちらに向けて投とう擲てきされる何かがあった。

　あたしの動体視力ではうまく捉とらえられないが……すぐにそれが何かはわかった。戦場ではないから、手しゆ榴りゆう弾だんではない。原始時代ではないから、石などでもない。

　それは逆に恐ろしいほどに日常的な、危険物。

「けれど破局ポイズンの因果歪わい曲きよくは、自動的にあたしたちを害するものを拒絶する──万能無敵にして、とっても楽ちんな究極の盾なのです」

　こちらに向けて投擲されたのは──。

　無数の刃物。

　ずばり包丁だった。

　魚や野菜を切り刻むために工場で大量生産された日本では最も頻ひん繁ぱんに利用される刃物が……無数に、それこそ雨のように、こちらに向かって降りそそいでくる。一本一本の殺傷力はそれほどではないだろう。包丁というのは刃が丸まっていてよほどの強さで切らないと肌を傷つけることもできないのだ──けれど、数えるのも億おつ劫くうになるほどの刃がこちらに向かって飛んでくるというその光景は、そんな理屈を吹き飛ばすほどに恐ろしかった。

　昔なら、昔のあたしなら。

　余裕にこれら鋭器の雨をかわし、これを投げつけてきた馬ば鹿かへ瞬時に肉薄して叩たたき潰つぶしていただろう。でも今のあたしは、今のあたしじゃ……。

「栗くり子こ」

　ブレイクサンが指を振り振り、何気ない口調で語りかけてきた。

「あなたは前の世界で、ちょっとがんばりすぎでした。見ていて、申し訳なくなるくらい……最後の最後、世界のため、神様のために独りぼっちで消えていったあなたを、追いかけられなかった弱い自分を、あたしはずっと情けなく思ってきたのです。だから──今回は、あなたにはお休みしてほしいです」

　悪戯いたずらっぽく笑って、彼女はギターの弦をかき鳴らす。

「お姉さんに、任せなさい♪」

　刹せつ那な──。

　彼女の指先に握られたピックが弦を弾はじき、その音と彼女自身の声が複雑に融合し……それはすべての因果を歪ゆがめ、かつて世界の言語すら乱したバベルの塔の悲劇を再演する。

　こちらに向かい迫ってきていた無数の包丁は即座にぐにゃぐにゃと重力を無視した動きを始め、それは見事にブレイクサンと、カヂリとあたしのみを避さけて呆あつ気けなく通過していく。何も傷つけず。何も損なわず。まるであたしたちが存在しないかのように擦りぬけて──。

「んー、ちょっと試してみましょうか」

　何か思いついたのか、ブレイクサンはそれこそ歌うように声をあげる。

「不快逆流の真ま似ねっこ……hallelujah♪」

　その途端に声に操られるように、それこそ──魔女の呪文に操られるみたいに、てんでばらばらの方向に飛んでいった包丁は空中で方向を変え、それぞれが飛んできた方向へと切っ先を向けて戻っていく。

　因果歪わい曲きよくはその名のとおり因果を歪ゆがめる。因果とは、物事の発生と結果の繋つながりだったり、人間どうしの縁だったりするが……たぶん今、ブレイクサンは包丁が突き刺さる場所を『あたしたち』から『包丁を投げた相手』に変更したんだ。過程を無視して強引に結果を歪める因果歪曲。つかいようによればけっこう怖い能力なのかもしれない。

　あちこちで悲鳴とも呻うめきともつかない声があがったが、相変わらずこちらに包丁を投げつけてきた相手の顔は見えない。おそらく立ち並ぶ工場の物陰にでも隠れているのだろうが──。

「ていうか今、ふと気づきましたが」

　敵の正体には興味がないとばかりに、今まさに奇跡を演出した魔女の声をもつ女はあっけらかんと言ってのけた。

「破局ポイズンと一人部屋って……おそろしく決定打に欠けるというか、攻撃力皆無ですよね？　どうします？　あたしの能力って基本的に受け身ですから能動的に誰だれかを攻撃するには向きませんし──因果腐敗でステルス状態になって敵の目をかいくぐり、研究所へ向かってみましょうか？」

「…………」

　あたしとしては、包丁を投げつけてきた相手が気になるんだが──。

　まぁ、最優先は鈴りん音ねの安全だ。よくわからん敵になど構わず突っ切ってもいいか。なんだかわからないがいきなり攻撃されたのだ、緊急事態である。ジョーカーがいるから大事はないと思うが、研究所の内部でも戦闘が起きている可能性は高い。こんなところで足止めをくらっている場合ではないんだ。

「グリコちゃぁん！」

　そこまで考えたあたしの耳に、聞き覚えのある声が響いてくる。

　弾はじかれるようにそちらを見ると、何か変な物体が見えた。

　思わずあたしとカヂリとブレイクサンで、ぽかんとそれを凝視してしまう。

「なんだあれ……」

「うわぁ……」

「空飛ぶ車……？　ファンタジーなのです……ていうか、ＳＦのほう？」

　謎なぞなことをつぶやくブレイクサンの言葉どおりの物体が、こちらに向かって飛んできていた。

　空飛ぶ車。空飛ぶ車である。

　高価そうな黒塗りの、おそらく賢さか木き財閥の所有する外国車。翼もジェットもついていないそれは車輪を回転させもせずふらふら浮かんでいて、あたしたちのそばまでくると急に落下してきた。

「うおっ……!?」

　慌てて身を引き、空から落ちてくる車という珍現象に潰つぶされまいとする。そんなあたしたちに声をかけてくる誰だれかがいた。

「グリコちゃん！」

　車の窓から身を乗りだし、こちらに手を挙げたのは誰であろう鈴りん音ねだった。よくよく見ると車を運転しているのは願がん鳳ほうで、助手席にはジョーカー、二列ある後部座席の前の列には賢さか木きと鈴音、後ろの列には竜たつゑえと御み貴たか、あとヘビの姿もある。

「鈴音！　よかった、無事だったか!?」

　あたしはいろいろと無視して鈴音に駆けより、その手を握りしめる。彼女はちょっと照れくさそうに笑うと、頷うなずき、ふとあたしの後ろのふたりに気づいて目を丸くした。

「わぁ、ブレイクサンさん！　カヂリさんも！」

「……Ring-bell？」

　ブレイクサンはぱぁっと晴れた空みたいな笑顔を見せ、あたしの横までくると大人おとなげなくぴょんぴょん跳びはねた。

「ほんとにほんとに、Ring-bell！　お久しぶりなのです……うわぁ、また会えて嬉うれしいのです！　ほら、カヂリ……カヂリも挨あい拶さつしなさい、神様ですよぅ」

　珍しく興奮したように騒ぎ、カヂリを手招きするブレイクサンは、ふと思いだしたように──どこか嬉しそうに、指を立ててお姉さんの顔をすると囁ささやいた。

「けれど、Ring-bell……以前にも言ったでしょう？　ブレイクサンさんは変」

「じゃあ、あたしのことも神様って呼ばないでくださいね？」

　和やかに笑いあう、かつての世界の隣人たち。微笑ほほえましい光景だったが──うっかり忘れてはいけない、今はのんびり旧交を温めている場合ではないんだ。

　助手席のジョーカーも同じことを思ったのか、かるく溜ため息いきをついて告げてきた。

「横から失礼……ご歓談のところ悪いが、今は緊急事態でな──一刻も早くこの場所を離れたいのだ。親しん睦ぼくを深めるのは後にしていただこう」

　なんか知らないが鈴音には低姿勢の彼女に、あたしは素直な疑問をまくしたてる。

「ジョーカー、何があった？　ていうか話の流れで忘れそうだったが今この車、飛んでたよな？　見間違いじゃないよな？　もはや何がなんだかわからないぞ……」

「空間操作でちょっと浮かべただけだ、そう驚くな……とにかく、破局ポイズンと一人部屋が合流してくれたのはありがたい。急いで安全なところまで逃げたら体勢を立て直して反撃するぞ。……どうも今、神様を狙ねらって何者かが攻撃を仕掛けてきているらしい。相手の正体は不明だが──あまり悠長にしていられる状況ではない」

　颯さつ爽そうと言いきり、それから彼女はある意味ではとても残酷なことを告げてきた。

「貴様らはその車できたのか？　こっちの車はほとんど満杯だから、とりあえず貴様ら三人はそっちの車で……」

　その提案に、もちろんあたしは全力で駄々をこねた。

　あんな車に乗るくらいなら死ぬ！　死ぬ！　ここで死ぬ！
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「……ここまでくれば、大丈夫だろう」

　車から外へでて、近くにあった自動販売機でジュースを買い一息をいれる。あれから十数分ほど必死で逃げたが、誰だれかが追いかけてくるような気配はなかった。今のあたしは気配を感知する能力も失っているから、はなはだ信用ならない感覚ではあるんだが。

　外国人らしくコーラを飲みながら、車にもたれかかったジョーカーがみんなに聞こえる声で語っている。平凡な町中で、道行く人々もこちらに奇異の視線を向けてくる。人気のないところよりよほど安全だからということで、こんな道端で作戦会議だ。

「ざっと今、涙歌メロディアノイズの空間把握でこの周囲を調べたが……怪しいものもいないし、ひとまず安心できると思う。まぁ、わたしと竜たつゑえで引きつづき警戒はしておくので──貴様らは互いに情報交換と今後の予定を立てるがいいよ」

「え？　お母様、わたくしもですの？」

　お上品にブラック珈琲コーヒーを飲んでいた竜ゑちゃん（飲み物まで黒いもので統一しなくていいのに……）が、意外そうに目を丸くした。

「あの、けれど、わたくし……欠片かけらがほとんどないわけで、あまり能力をつかうと危ないかもしれませんの……。え、いや、お母様がお望みなら努力はいたしますが」

「なに、基本はわたしの補佐でいい。無理をさせるつもりはないよ」

　あっさり飲み終わった缶を握力で潰つぶし、ジョーカーは薄く微笑ほほえんだ。そういえば彼女はスーツに手袋、サングラスの見覚えのある格好に戻っていて、どうやら先ほどのあの綺き麗れいな服装は神様である鈴りん音ねがくると聞いておめかししていたらしい。動きにくさでいえばスーツもドレスもどっこいどっこいだと思うが、今の服装は彼女なりの戦闘装束なのか。

　空気の流れと関係なく細かく震動している鈴の髪かみ留どめに指を当て、彼女は目を細める。

「しかし──こんなふうに能力を発揮する機会も、あるいはこれが最後かもしれないのだから……出し惜しみはするべきでないよ、竜ゑ。なんだかな、勘だが──こういうのは、ほんとうに今回だけの不測の事態のような気がするのだ。平和な世界に……そぐわない、違和感のようなものがあるのだ、全体的にな」

　かるく考えこんでから、彼女は次々と指示を飛ばしていった。

「愚ぐ龍りゆうもわたしの息子なのだから、涙歌メロディアノイズの能力を受け継いでいるはずだが……能力が顕現していない以上、それに頼ることはできない。大人おとなしく神様の護衛をしているがいい。願がん鳳ほうから武器は受けとっているのだろう？」

「了解だ、母上」

　なんか知らないうちに打ち解けたのか、その過程か、鈴音の手をぎゅっと握って賢さか木きが応こたえた。うん、今度こそちゃんと鈴りん音ねを守れよ、賢さか木き。

　ちなみにふたりは仲良く同じ種類のお茶を飲んでいる。なんだかんだで──やっぱりお似合いだな、こいつらは。鈴音も賢木も、ふたりでいるときがいちばんいい。

　きびきびと全体の指揮をとるジョーカーの横、見るからに危なげな機関銃を小こ脇わきに抱えた願がん鳳ほうが、弾丸を飛ばしたくてうずうずしているような危ない表情で発言する。

「では私は群がる敵を薙なぎ倒す係で」

「どうしていちばん目立ちたがるのだ馬ば鹿か者もの。だいたい敵が何者かもわからんのに誰だれを薙ぎ倒すつもりなのだ？」

　冷酷に切り捨てるジョーカーを、願鳳はつまんなそうな幼いかんじに肘ひじでつつく。

「なんか前から思ってたがジョーカーは私への対応が他のひとへのそれと比べて酷ひどくないか？　歪ゆがんだ愛情表現だなぁ、私、愛されてるなぁ。嬉うれしいよジョーカー、もちろん私も君を世界でいちばん愛しているよ？」

「そうか死ね。おまえのそういう変なポジティブさが世界でいちばん大嫌いだ」

「……ツンデレだなぁ」

「ん？　おまえ私を未亡人にしたいのか？　そんなに早く墓の下に行きたいなら協力するぞ、全力で、躊躇ためらいもなく」

　夫婦漫才をするふたりに、ブレイクサンがおずおずと手を挙げる。

「あのう、あたしたちは何をしましょう？　せっかく援軍として駆けつけたのですし、できるかぎり協力はするのです」












「うむ、かたじけない」

　びみょうに変な日本語で応こたえ、ジョーカーは彼女とカヂリに視線を向ける。

「破局ポイズンと一人部屋はもしもの時に備えて待機していてくれ。あぁ、破局ポイズンは、いきなり狙そ撃げきされることも考えてわたしたちを防衛してくれると助かる。まぁ、たいていの攻撃ならわたしの空間操作で対応できるが、敵も正体不明だからな……」

「はぁい。では、そのように。カヂリもわかりましたね？」

「わかってるよ。子供扱いすんじゃねぇ」

　仲良くフルーツジュースを飲んでいるふたりから目を逸らし、最後にジョーカーは御み貴たかとヘビにも声をかけた。

「貴様らは正直、あまり巻きこみたくない。貴様もな、栗くり子こ」

　さらりとあたしもサングラス越しに見つめ、彼女は丁寧に言葉を紡いでくる。

「不死者ではない貴様らは、ひとまず自分の身の安全を最優先にしてほしい。ヘビは化け物を感知する能力に長たけていると聞いている……何か感じたら報告してくれ。栗子と御貴は、空間把握に頼りすぎなわたしでは気づかない、見落としそうなものを中心にして周囲を警戒するがいいよ。けれど、荒事になったらすぐに破局ポイズンのそばに避難するのだぞ。貴様らは戦うべきではない」

「不死者じゃないって、私も同じなんだけど？　心配してマイワイフ」

　背後から抱きつきにいった願がん鳳ほうを、ジョーカーが裏うら拳けんで黙らせる。

「……貴様はなるべく早く死んでくれると、わたしは嬉うれしい。くれぐれも邪魔だけはするな──雑草のように生きて雑ざ魚このように死ね」

「そんなこと言って、私がピンチになったら真っ先に助けてくれるんだろう？」

「真っ先に歓声をあげる」

「愛してるよジョーカー」

「死ぬか黙れ」

「…………」

　仲のいい夫婦だ。

　なんとなくそんなことを思いつつ、あたしはそっと周りを見回す。平穏な住宅街。たまに通る車や通行人にも、不審なところは見当たらない。ごく平凡な午後の風景である。むしろあたしたちが奇抜といえばいちばん奇抜だ。

　しがみついてくる願鳳を本気で嫌そうに引っぺがし、ジョーカーがずれたサングラスを直しながら説明をつづける。

「しかし……わからないのは、敵の正体だ。先ほど、神様を誘拐しようとしたのか、殺そうとしたのか──襲いかかってきたのは世界研究所の職員だった」

「……どういうことだ？」

　研究所の職員。それは願鳳やジョーカーの部下だから、位置づけでは仲間だと思うのだが──あたしの疑問をすぐに察し、願がん鳳ほうが合いの手をいれる。

「うむ、これは正直なところ異常な事態だ。世界研究所の職員は私が手ずから育てあげた信頼できる連中でね、天地が引っくりかえっても私を裏切り、命令に逆らって神様に襲いかかるような暴挙にはでないはずなのだよ。だいたい、神様がここにいることはみんな知らないはずだしな」

「信頼というか職員の弱みをダース単位で握ってるからなこいつは」

　ジョーカーが眉まゆをひそめて願鳳を睨にらみ、大きく溜ため息いきをついた。

「あらゆる意味で職員は願鳳には逆らえん。仮にもこいつは大財閥の長……法律の外にいる存在だ、その気になればひとりの人間を破滅させることなど赤子の手をひねるより簡単だし、職員どもはそれを誰だれよりも知っていたはずなのだ」

「なのに、彼らは裏切った」

　願鳳が当たり前のように、とんでもないことを言ってのける。

「しかもすべての職員が同時にな」

「………？」

　一瞬、意味がわからなかった。

　あたしは瞬まばたきをして、念のため問いを重ねてみる。

「それは、言葉どおりの意味か？」

「うむ。集団催眠か何か知らんが全員が同時に神様めがけて襲いかかってきてな」

　ジョーカーが腕組みし、不審そうに遠い目をした。

「わたしが全力でしばき倒したが、どうも動きが非人間的で……操られているというか、憑つかれているようだったな。少なくとも普段の彼らではなかった。何者かの命令に従っているような──そんな印象だったし、おそらく黒幕が他にいるのだと思うが」

「その黒幕の正体は不明……と」

　カヂリが飲み終わった缶をゴミ箱に捨て、赤い髪をがりがり掻かいた。

「雲を掴つかむような話だな。さっき包丁を投げつけてきやがったやつも不明だし……どうも敵が見えねぇ。敵さん、どうも真っ向から勝負するつもりはねぇみたいだぜ」

　そう彼が忌々しげにつぶやいた、その直後。

　あたしは見ていた。

　他の誰も気づいていなかった。

　怪しいやつがいないかと、空間把握で周囲を窺うかがっていたジョーカーや竜たつゑえも、それなりに警戒していたはずの他の誰も。たまたまそちらに視線を向けていたあたしだけが──たまたま、それを目撃していた。

　ふつうの、通行人だ。

　先ほどから何度も通りすぎている、ごく当たり前の通りすがりのひとだ。

　特徴的なところは何もなく、ほんとうに何気ない動きで、そのうちのひとりがあたしたちのそばを通過した──。

　そして、ごくふつうにそのポケットから折りたたみ式のナイフを取りだし。

　ごくふつうに、鈴りん音ねのそばに立つ賢さか木きめがけて振りおろし──。

「………ッ」

　あたしはそれを視認した瞬間、反射だけで動いていた。

　手に握りしめた飲みかけの缶を思いっきり、そいつめがけて投げつけたのだ！

　不死者じゃない。化け物じゃない。毒どく林りん檎ごじゃない。

　そんなあたしでも、人並みの腕力はある。缶はごく常識的な速度で飛び、運のいいことにナイフを振りあげたその通行人に思いっきり直撃した。男は衝撃で後ろに倒れ、手にしたナイフを取り落とす。賢木もさすがに反応して鈴音を抱きよせ、そちらを素早く振りかえっていた。

「────」

　同時に周りのみんなもその男に気づいたか、身を強こわばらせ、あるいは咄とつ嗟さに動いて対応したようだが──本当の異常は、むしろそこから始まった。

　それまでごく当たり前に談笑していた道端の主婦が、包丁を片手にこちらへ向かってきた。ボールを蹴けりながら歩いていた小学生たちが、手に手にバットやナイフを持って迫ってきた。車が、道路を無視してこちらに突進してきた。家々の扉が開け放たれ、中からその家の住人とおぼしきふつうのひとが草刈り鎌を片手に走ってきた。

　悪夢のような光景。

　まさか。

　まさか──と思う。

　世界全部に嫌われたみたいに、人類全部の敵になったみたいに、あたしたちをめがけて町の人々が大挙して押しよせてくる……その嫌な事実に、あたしは冷や汗をかく。

「まさか、町の連中──ぜんぶが敵なのか？」

　あたしの声に反応したわけではないだろうが、瞬間、接近してくる人々の瞳ひとみに真っ赤な光が灯ともる。見覚えのある、ありすぎる、その紅あかい瞳は……。

「なるほど」

　ある意味、あたしにとっては懐かしい敵の登場だった。

　前世のことで、しかも偽りの記憶のなかでの出来事だが、あたしは、長いあいだ……千年も、こいつらと殺しあって生きてきた。

　そうか、今回の敵は──おまえらか。

「蟲むし……」

　つぶやくあたしの視線の先、群がる蟲どもの後方、町を睥へい睨げいし、まるで支配者のように──傲ごう然ぜんと君臨する少女がいた。

　ピエロのような尖とんがり帽ぼう子し。聖者のような豪ごう奢しやな法衣。手には金色の禍まが々まがしい槍やり。無表情にぼんやり立ちつくし、おそらく独り言なのだろう──瞳に朱を宿らせたその異様な少女は、こちらを見つめてつぶやいた。

「これぞ……最終仏式・三千世界。世界のすべてが妾わらわの下僕、世界のすべてが御お主ぬしらの敵よ──周りすべてが己の命を狙ねらうという異世界の跼きよく蹐せき、とくと味わうがいい」

　よく意味がわからなかったが、なんとなくラスボスっぽかった。

　うん、たぶん、あれが敵の親玉なんだろうな。なんというか……わかりやすいな。





　　[image: ]






　しばらくぶりの実戦だ。世界が再構築されてからは、久しく嗅かいでいなかった血の臭におい──聞いていなかった、悲鳴。誰だれかの命が弾はじける感覚。

　もちろん、ただの人間であるあたしは、ブレイクサンの陰に隠れてその殺た陣てを見ていただけなのだが、べつにそれは不愉快じゃなかったし、新鮮な感覚だった。

　人間の目線で見ると、そばにいる連中の尋常でなさがよくわかる。

　あぁ、こいつら……なんて、なんて。

「むちゃくちゃな──」

　誰かが投とう擲てきしてきた高たか枝えだ鋏ばさみは、ブレイクサンがギターをかき鳴らした瞬間に方向性を失って地面に突き刺さる。どうも不快逆流みたいに跳ねかえすのは面倒になったらしい。ひたすら防御に徹している。

　おそらく彼女のこのギターは、美み名なのスプレー缶などと同じく能力を制御するための道具。ブレイクサンは完かん璧ぺきに己の力を律している。前回、大切なひとを守れなかった彼女。のほほんとしているが、その胸中はこちらが思っている以上に重かったはずだ。血の滲にじむような努力をして能力を習得したはずだ。それが今、誰かを守れる力になっている。

　先ほど大量に投下された包丁も同じように多数の蟲むしが放ったものだったんだろう、次から次へと何か訳のわからないものがこちらに向かって放たれる。それらのすべてはブレイクサンや空間操作をする竜たつゑえに防がれているが、本来ならかなり有効な攻撃だったと思う。あたしには、もはや目で追うことも難しい量だ。

「ははは！　これが夫婦の共同作業だ！　楽しいなぁ、ジョーカー!?」

「……うるさいよ、黙って戦うがいい」

　願がん鳳ほうが機関銃の弾丸を撒まき散らし、ジョーカーが空間操作の能力を極限まで暴力的にした空間打撃で群がる蟲たちを吹っ飛ばしていく。恐ろしい夫婦だ。さっきブレイクサンは破局ポイズンと一人部屋では攻撃力皆無と言っていたが、このふたりの存在でその欠点は余りあるほどに補完されたと思う。

　ただ少々、その会話が気になるのが難点か。

　ジョーカーは今やほとんど視界のすべてを埋め尽くさんばかりの、戦国時代の軍隊みたいな一般人の群衆に辟へき易えきし、苛いらつくように歯は軋ぎしりしながらぼやく。

「というか、ほんとうに喧やかましいよ。今、ちょっとな……考え事してるから、おまえが騒ぐと──集中できない」

「愛いとしいひとのことを思うと夜眠れなくなっちゃうかんじ？」

「いやおまえべつに愛しくないから。なんでおまえはそんなに自己評価が高いんだ？」

「うん？　なんかいつもより罵ば倒とう語に切れがないね、ははぁん、さては戦闘が怖いんだねジョーカー！　可愛かわいい！　私の懐で泣いてもいいよ！」

「…………」

「あ、空間操作で聞こえなくしたな？　能力を無駄につかうやつめ……じゃあ行動で示そう！　愛してるよジョーカー！」

　戦闘そっちのけで抱きつきにいく願がん鳳ほうを肘ひじ鉄てつで黙らせるジョーカー。ジョーカーはともかく願鳳は完全に享楽主義者というか、この状況すら余興として楽しんでいるかんじだな。おかげで全体の気が抜けるったらない。

「とにかく、これは良くない状況だ」

　ジョーカーがみんなに届くように、喧けん噪そうのなか凛り々りしく響く声で宣告した。

「はっきりいって、わたしたち大きな欠片かけらは持久戦に弱い。能力を行使するごとに欠片を消耗し、やがては自動的に崩壊してしまう運命だ。わたしと破局ポイズンがいればこのまま耐えつづけることは容易だが……どちらかが倒れればそのまま押し潰つぶされるぞ」

　たしかに、とあたしは思う。

　次々と現れる蟲むしたちは留とどまることを知らず、しかも足のひとつを失ったくらいでは止まらない。意思もなくこちらに迫り、しつこく手を伸ばしてくる。強行突破する方法は思いつかないし──この状況を収束させる作戦も浮かばない。

「とりあえず、落ちつこう」

　あたしは低く、努めて冷静な声でつぶやいた。

「あそこにいる女の子は世界のすべてが己の下僕とか言っていたが、そんなわけはない。相手だって無限に能力を行使することはできないはずだ……おそらく世界研究所の全職員と、多くてもこの町の住人すべてといったところだろう。遠くまで逃げるか、あるいは敵を全滅させればひとまず一段落できると思うが」

「逃げるのは却下だな」

　ジョーカーが目を細めて応こたえる。

「いい加減に面倒くさいし、むしろ敵の特性として厄介なのは一般人に紛れるというところだ……無事に逃げられても、二十四時間、常に警戒していなくてはならなくなる。それならこの場で片をつけてしまったほうがいい。研究所の職員どもといつのまにかすりかわっていた──たぶん、殺した、こいつらがなんとなく癪しやくに障るしな」

「研究所のみんなは同じ職場の仲間だったからなぁ。まぁ敵と入れ替わられた今、余裕で私は殺せるけど」

　言葉どおり機関銃を掃射し、蟲たちをどんどん真っ赤な霧に分解していく願鳳。親子揃そろって銃撃に躊躇ためらいがないな。というか、賢さか木きがふつうに拳けん銃じゆうを撃ちまくるのはこいつの影響だろうな。

　ともかく。

　敵の戦法は、おおかた把握できてきた。

　知らないところで一般人と入れ替わり、背後から刺す。あるいは、今のように物量で押して相手を圧死させる。こすっからい、卑ひ怯きような戦法だ。けれど──大きな欠片かけらを相手にしたとき、それは有効な手段なんだ。

　持久力に欠けている。このまま延々と責められたら先に枯渇するのはこちらだ。

　さて、どうするか……。

「どうするもこうするも」

　願がん鳳ほうがなんでもないふうに、電柱の上に立つ他の蟲むしとは明らかにちがう少女を見あげた。

「あいつがボスっぽいし、彼女を捕らえてカヂリくんに解析してもらうとか、手っ取り早く殺しちゃえばいいのでは？　少なくとも状況は変化するだろう？」

　あたしもそれは考えたが、否定的なのがジョーカーだった。

「それなら、のこのこ姿を見せないと思うが……わたしはあれ、何かの囮おとりだと思うがな──そうでなければ、迂う闊かつすぎる。目立てば狙ねらわれるのはわかりきっているだろうに」

　そうだけど。なんだろうな。

　あたしには、あれが他の蟲とは明らかに別種だとわかるんだ。否いな、彼女の持っている槍やりだろうか──あれに、何か特別なものを感じる。少なくとも、あの少女と槍を確保したら流れは変わると思う。このままじりじりと潰つぶされるのを待つよりは、誰だれかが狙っていったほうが前向きか……。

「うぅん……」

　願鳳が考えるのを放棄したか、あっさり銃口を少女へ向けた。

「面倒だから、てきとうに撃っちゃう？」

　言葉と同時に弾丸がほんとうに放たれた。

　阿あ呆ほうでも変でもそこは世界最大の超財閥を率いる男、射撃の腕前も上々で弾丸は吸いこまれるように少女のもとへと飛来した──って、そんなものは視認できない速度なんだが、ジョーカーが焦っていたことからあながち大外れでもなかったんだろうと予想できた。

　けれど、その弾丸は少女に届かない。

「う」

　少女自身は、そんな間抜けな声を漏らして硬直しただけだった。

『ケケ！』

　けれど刹せつ那な、槍が持ち主の意思に反して──というか、少女の腕を導くようにぐるりと旋回し、おそらく弾丸をその場で弾はじいた。槍が勝手に動いたというより、少女自身を操ったような、変なかんじの動きだった。

　甲かん高だかい金属音が響く。機関銃を撃った願鳳が、惚ほうけたように目を丸くした。

「弾丸に反応した？　なんだ、あの槍……？」

　恐れるというより、むしろ興味深そうにつぶやく彼の目先、槍が派手に動いたせいでただでさえ不安定な足場だ、あっさり体勢を崩した少女は長く悲鳴をあげながら電信柱の上から落下した。

「ひゃ、あぁっ、ああぁぁあっ、あぁぁああああ────―ッ!?」

　そして、ぐしゃっと。

　せっかく槍やりが弾丸を打ち払ってくれたのに、少女は高いところから落下して勝手に大ダメージを負ってくれた。血の海で、動かない。槍が気遣わしげに『ケケ？』と声をあげたが届いていないようだった。

　あれ……勝った？　敵のボス、倒せた？

　ていうか、バランスとれないなら高いところにいるなよ……。

「…………」

　しばし、なんともいえない沈黙が場に満ちたが、やがて少女はふらふらと立ちあがった。厚着していたのがクッションになったのか、彼女も不死者なんだろうか、見た目ほど怪け我がは酷ひどくないようだった。血まみれで、尖とんがり帽ぼう子しは折れ、だいぶ惨めなかんじになってしまっているが。

　戸惑うように同時に攻撃をやめた蟲むしたちの後方で、少女は転がった槍を拾いあげ、こほんと咳せき払ばらいしてつぶやいた。

「なかなかやるではないか……也なり。妾わらわをここまで追いつめたのは、貴様が初めて……でもないか、うん、でもまぁ、褒ほめてつかわす也。痛い……也。再起動するほどではないが、それでも痛い……也」

　しくしく泣いているよくわからん少女に、一同を代表してジョーカーが問いかけた。

「なんだ貴様？」

　ほんとうに、それはみんなの気持ちを代弁した問いかけだった。なんだろう、こいつは。いきなり現れ、蟲たちを統すべるように振る舞い、今はほとんど自滅して死にかけた。

　ジョーカーは何かに思い当たっているのか、警戒を解かずにそちらを睨にらんでいる。

「その外見……貴様、人食い鬼だな？　平和なこの世界で何を企たくらみ、神を狙ねらう？」

「…………」

　少女は黙して応こたえない。そういえば、その角が生えたような特徴的な尖り帽子は今朝、世界研究所で見せてもらった映像のなかの人物と酷似していた。あれは陰ができていてよく見えなかったが、今は白昼だ、くっきり見える。

「妾はそんな名前ではない也。他人がどう呼んでいたかは知らぬが──」

　無感情な、生まれたての子供みたいな声。

「我が名はダメージヘア。虐しいたげられし蟲の女王」

「蟲の……女王」

　あたしはぴくりと反応して彼女をまじまじと見つめた。蟲の女王。ダメージヘア。それは、夢む界かい獣じゆうのむうちゃんに教えてもらった名前だ。その佇たたずまいと、蟲たちを率いるような素振りには敵としての風格がある。他の誰だれよりも深い色をした深紅の瞳ひとみにも、威厳はある。行動は阿あ呆ほうみたいだったが、こいつは只ただ者ものではないと思う。

「神に問う也なり」

　蟲むしの女王と名乗った少女は、他の誰だれでもなく、真まっ直すぐに鈴りん音ねを見つめて告げた。

「なにゆえ再び世界に現れた？　なにゆえまたこの世界に関かかわるであるか？　またも毒を含み、自ら滅ぼうというなら──妾わらわはそれを許さぬもの也」

　大上段に槍やりを構え、気き魄はくをこめて彼女はつぶやく。

「妾は終末の獣。妾の役名は神じん蟲む天てん皇のう。あらゆる蟲の始祖となりし女王にして、終末を司る大きな欠片かけら。たとい神といえども、妾の役目を無視し、自ら滅ぶことは許さぬ也」

　じり、とこちらに歩み寄り、神蟲天皇と自らの立場を規定した彼女は淡々と言葉を重ねていく。鈴音は──応こたえない。毒を飲んだのでないなら、すぐに否定するはずだ。なのに、彼女は応えない。

　そういえば、どうして鈴音は再びこの世界に現れた？

　疑問は巡り巡ってその地点へと戻ってくる。

「……妾は役目を奪われ、世界に虐しいたげられ、黙殺されし最後の欠片。妾の怒り、哀かなしみ、虚むなしさ、そのすべてが御お主ぬしの罪よ。御主に神たる資格はない也。素直に終末を待てなかった御主は──この世界すべてを裏切り、壊そうとした大罪人也」

　告発のような、罵ば倒とうのごとき言葉にも鈴音は何も言わない。押し黙り、つらそうな顔をするだけだ。けれど賢さか木きの手をぎゅっと握りしめると、彼女は一歩だけ前へ進む。

　そして微笑ほほえむのだ。馬ば鹿かにしたわけではない、けれど寂しそうな笑顔だった。

「あたしが、かつて身体を大事にしないで、毒を飲んで死にかけたのはほんとうだよ」

　苦く悶もんするみたいに胸を押さえ、それでも鈴音は真っ直ぐにダメージヘアを見つめた。

「知らなかった、知らなかった、いいえ、知っていたのに忘れてた。誰だって、世界にいる誰だって、自分っていう世界の神様なのに、あたしはそれを忘れてた。あたしの身体は生きているのに、そこで今日も細胞のひとつひとつが生きているのに、それって、すごい奇跡なのに、あたしはそれを蔑ないがしろにして寿命を待たずに死のうとしたんだ」

　彼女は、世界の神様は、ダメージヘアというより、世界のすべてに謝罪するように──深く深く、頭を下げた。

「ごめんなさい」

　その声は涙で揺れていたけれど、それでもしっかりとした、あたしの好きな鈴音の声だった。ダメージヘアも、ちょっとだけ後ずさる。

　鈴音は顔をあげ、静かに繰りかえした。

「……ごめんなさい」

　そして真しん摯しに、蟲の女王を見つめて宣言する。

「でも、もう──あたしは自分から死なない。決めたんだ、約束したんだ、この世界で……出会った大切なひとたちとね」

「…………」

　ダメージヘアは探るように、そんな鈴りん音ねを見つめ──微笑ほほえんだ。

　微笑んだ？

　見間違いか……？

「ふむ」

　けれどその表情を一瞬で消し、終末を役目とする最後の欠片かけらは冷え冷えと言い放つ。

「けれど、御お主ぬしはまたこうして……御主の現実から逃げてこの世界へやってきた。それが御主の弱さで、御主の罪也なり。この世界に、もう神様はいらない」

　槍やりを素振りし、ダメージヘアが断言する。

「御主は弱い也」

「はい」

　鈴音が申し訳なさそうに笑った。

　ダメージヘアはそれに怯ひるむような表情を見せたが、それを自ら打ち消すように声を荒げて罵ののしった。

「御主は神に相応ふさわしくない也！」

「はい」

「御主のせいで世界は不本意な滅びを迎えかけた！」

「はい」

「御主のせいで……御主のせいでっ、妾わらわは役目を果たすこともなく……！」

　悲痛な表情で声を漏らし、そこで彼女は首をふった。

　何かを振りきるような、それは哀かなしい仕草だった。彼女をここまで追いつめ、苦しめたのは鈴音で、だからこれは鈴音の罪だった。終末を待てず、かつて毒を含んだ神様。けれど今は、ちゃんと生きようとしているじゃないか。

　許してやれとは言わない。

　だけど、あたしは──あたしだけは、鈴音を応援する。神様は、万能じゃない。神話でも、何度も失敗する。あれも、そういう失敗のひとつだ。けれど神様は、失敗するごとに成長するんだ。成長し、大人おとなになり、やがて終末が訪れるそのときまで──。

　この世界を、大切にしてくれる。

　あたしは信じている。鈴音は約束したんだ、きちんと生きるって。だから。

「……もういい也」

　ダメージヘアが低く、強く、軍団を指揮する司令官のごとく──女王のごとく、大きく手をふって宣言した。

「この世界に、御主のような神様はいらない。妾が御主の脳を啜すすり、そのすべてを模写し、この世界の神様となってくれる也。神話の時代、彼方より参った神武天皇東征の始祖が大和の国を征服し、その地でかつての神を滅ぼし、新たな神となったように──この神じん蟲む天てん皇のうが、御主を征し、終末が訪れるそのときまで神となる也」

　同時にすべての蟲むしたちが、こちらへの攻撃を再開しようと身構える。

「もはや詭き弁べんも懺ざん悔げもあたわぬ也なり。神よ、我が野望の前にひれ伏すがいい……」

　そして彼女は、ここで出てくるとは思わなかったひとつの存在の名を口にした。

「最弱アルティメットシールド、御お主ぬしの出番也。最終戦争での汚名を返上するがいい」

　そして最後の戦いが始まる。

　忘れ去られた少女が始めた、この平和な世界で、あたしたちが経験する最後の戦いを。

「最終仏式・三千世界──その真の姿を見せてくれよう、也」

　しかしこいつ、さっきから発言がなんというか三流悪役っぽい……。

　天然なのか、狙ねらってやっているのか。

　その表情は──言動に似合わず、悲愴なほどに真剣だったけれど。
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　まさに、最終戦争の再来といった光景だった。

「神じん蟲む天てん皇のうの無限増殖と、最弱アルティメットシールドの肉体改造……」

　平然とした表情でひたすらに淡々と、ダメージヘアが語りかけてくる。

「両者の能力が合わされば、この世に恐れるものはない也──終末の名に相応ふさわしく、この怪物軍団に貪むさぼり食われ果てるがいい、神様の欠片かけらどもよ」

「怪物軍団って……」

　あまりにも安直なネーミングにがっくりきている場合ではない。事態はまったくもって最悪だった。これまで一重二重とこちらを取り囲んでいた一般人たちが、ダメージヘアの号令一下、瞬時に見るもおぞましい化け物に姿を変えたのだ。その種類は千差万別で、獣のようなものがいれば爬は虫ちゆう類るいのようなものもいる。鳥のようなものがいれば、昆虫のようなものもいる。何かよくわからない肉の塊も多かった。

　それら異形の中央で、勝ち誇るようにダメージヘアは胸を張った。

「ふふ……最弱アルティメットシールドと神蟲天皇の相性は最高也。悪魔と終末の獣──その特性を最大限に発揮したこの怪物軍団の前で灰かい燼じんと化すがいい！　徹底的に痛めつけたそのあとは、妾わらわがゆっくりと御主らの役割ごと脳みそを啜すすってやる也！」

　彼女が余裕な態度を見せるのも、無理はない。これは最悪の状況だった。ただの人間くらいの能力しかない蟲むしが群れただけでも手こずったのに、それらすべてが今や破格の戦闘力をもつ最弱アルティメットシールドの肉体改造を受けた化け物だ。戦況は圧倒的にこちらの不利。

　しかし……最弱アルティメットシールド、か。

　あの悪魔を味方につけるとは、まさか予想していなかった。あんな狡こう猾かつで、性悪で、信用できないやつをどうやって従わせたのか──。

　否いな。

　次の瞬間、あたしは己の思考の根本的な間違いと、ダメージヘアの迂う闊かつさを同時に思いしった。

「う……？」

　ぼこり、とダメージヘアの華きや奢しやな身体が膨れあがった。そして同時にその法衣のあちこちを突き破り、彼女自身の変形した肉体が突きだしてくる。

「な……な……」

　慌てて目を白黒させ、ダメージヘアが裏返った声で叫んだ。

「ちょ──最弱アルティメットシールド！　妾わらわはいい也なり！　妾の本体は永久循環で死なないし、この外見は気にいっている也！　化け物にならなくてもいい！　ちょっと……あうっ、やめっ。やめる也！　妾は……妾はっ……」

「………？」

　何か相手はこちらの予想もつかないトラブルに巻きこまれたらしい。どうしたのかと思わず問いかけようとしたあたしの真横、遠く、化け物の群れに隠れて──ひとりの女が一瞬、ちらりと見えた気がした。

　紫色で全身を染め、奇妙な仮面で顔を隠した。

　あれは──。

「世界の半分をくれるって言ってたけどさぁ」

　くすくす、とその存在は嫌らしく笑った。

「あんたの言う世界って、この世界の人類すべて、登場人物すべてが神じん蟲む天てん皇のうと入れ替わった世界でしょ？　そんな世界の半分をもらっても、気味が悪いだけだからさぁ……」

　なんでもないことのように、呆あつ気けなく、その邪悪な生き物は宣言した。

「世界、ぜんぶもらうことにしたわ」

「……な………」

　すでに原形を留とどめず、何か巨大な獣へと変へん貌ぼうしかけているダメージヘアに、彼女──おそらく最弱アルティメットシールドであろう人物は、軽やかに手をふって告げた。

「神様に成りかわるのってさぁ、あんたの専売特許じゃないわけ。あたしの肉体変化なら充分に可能だし……もし不可能でも、そこの一人部屋の能力をもらえばできそうだしね？　ま、とりあえず──あんたら、まとめて死んじゃいな？　そしたら屍し体たいをあたしが好き放題に弄いじくって、真ま似ねて、神蟲天皇じゃなく──この最弱アルティメットシールドが世界のすべてになる。あたしが、この世界の神様になってやろうじゃん？」

「裏切るつもりかッ、最弱アルティメットシールド!?」

　ダメージヘアの怒号に、最弱アルティメットシールドはやはり嘲あざけるような笑みで応こたえる。

「裏切る？　はぁ？　馬ば鹿かじゃないの？　……あたしはね、誰だれのことも信じないわ？　仲間にもならないから、裏切るも糞くそもないってのよ──ははっ」

　そして彼女はこちらに背中を向けて、舞台女優のように両手を広げた。

「あんたって本当に見た目のままにピエロね？　ぐるぐる踊ってさ、まぁ……せいぜい盛りあげなさいよね、ぜんぶ終わったら、拍手くらいはしてあげるわ」

「……悪魔め！」

　絶叫し、ダメージヘアが思いっきり手にした槍やりを投げた。そのときにはもう彼女はほとんど人間の形を失っていたし、まともな方向には飛ばなかったが。

　最弱アルティメットシールドは避よけるまでもないその攻撃を、鼻で笑い──そして、意味のわからぬつぶやきを漏らした。

「……嫌になるわ、こういうの──本当に、あたしの好みじゃないのよ。でもまぁ、レディース＆ジェントルメン、忘れられた子供のために、ちぃとお付きあいして踊ってあげなさいよね？　あたしは面倒だから、とんずらさせてもらうけどさ」

　そして最後に彼女はダメージヘアを見つめ、まるで命じられた仕事を終えたように──ダメージヘアの反応を見るかぎり、ほんとうの意味でそれが彼女の任務だったわけではないだろうが、まるでダメージヘアの真の望みを叶かなえてやったのだというように。

　かるく会釈して、悪魔の奇術師は一言つぶやき姿を消した。

「お疲れさま」
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　神話における最後の敵は、たいてい病か獣か災害だが──以前の世界で、次々に人間が紅あかい光に食われて消滅していったあの現象は病か、災害か。

　べつに誰だれも神話になぞらえているわけではないから、断定することはできないし、意味もないが、あえて今回の『最後の敵』をそれらの三つのどれかと問われれば。

　迷いもなく、あたしは獣と応こたえる。

　それは蒼あおざめた馬で、世界を呑のみこむ蛇で、終末の獣だった。

　天まで届きそうな、巨大すぎる体たい躯く。あまりにも異様であまりにも超ちよう弩ど級きゆうゆえ、その全体像を把握するのには時間がかかった。大きさとしては──あたしが前の世界で戦った、林りん檎ごの栄養を得た夢む界かい獣じゆうよりもさらに大きいか、四足歩行の狼おおかみに似た巨大な化け物で、身体のあちこちに昆虫の複眼が蠢うごめいている。まさか空を飛べはしないだろうが、背中からは竜のような翼も生えていた。

　いくつもの獣を合成したような、古代の人々が夜よ闇やみと死の恐怖のなかに妄想したような、怪物。化け物。それが現在のダメージヘアの姿だった。

　すでに自我はないのか、周りにいる他の怪物たちと同じく暴れ、必死で防御しているジョーカーやブレイクサンの二重の結界ごとこちらを踏み潰つぶそうと前肢を伸ばしてくる。空気と因果ごと拒絶されているのだ、そう簡単に破れないとは思うが──。

「状況は、だいぶ悪い」

　ジョーカーが額に脂汗を浮かべ、苦しげな声でつぶやいた。そんな彼女の髪かみ留どめは今もひっきりなしに鳴り響き、空間操作の能力を全力で紡ぎだしている。

「敵の事情など知らないし、興味もないが……神じん蟲む天てん皇のうと最弱アルティメットシールドの連携というのは、正直、考えうるかぎり最悪なものだ。無数の化け物──対して、こちらは防御だけで手一杯。肉体改造を施された連中はたとえ最弱アルティメットシールドを殺してもそのままだし、全滅させるにはこちらに馬力が足りない……このままでは確実に押しきられる！」

　あたしはそれを聞いていながら、何もできない自分にひっそりと歯は噛がみする。以前のあたしなら、もっと役に立てた。けれどふつうの人間になってしまったあたしじゃ、この状況を引っくりかえすことなんて無理だ。

　どうしよう。どうすればいい？

　せっかく平和な世界になったのに。鈴りん音ねに、そんな世界の観光をさせてやることもできないまま──ここで、ぜんぶ終わってしまうのか？

「グリコちゃん、グリコちゃん」

　あたしが自責の念に囚とらわれ、身を強こわばらせていると、横から鈴音が手を握ってきた。その表情はひどく哀かなしげで、申し訳がなさそうだった。

　彼女は小さく俯うつむいて、ぽつりと告げてくる。

「ごめんね」

「……なんで鈴音が謝るんだ？」

　素直な気持ちを尋ねると、鈴音は泣きそうな顔をした。

「あたし、ほんとうに……この世界のみんなに、迷惑かけてばかりで。あのダメージヘアってひとが怒るのも、話を聞いたら当たり前って思えた。あのひとは世界の寿命、その化身だから……それがくるまでに死のうとしたあたしに怒るのは当然」

　鈴音はそれこそ昔のように、あたしの胸に頭を預け、随分と小柄に見えるその身体を寄せてきた。そして小声で、神様のくせに懺ざん悔げをする。

「今回……ね、あたし、現実でちょっと苦しいことがあったんだ。べつに毒を飲んだわけじゃないけど、逃げたいって、あたしの弱い部分が思ったのはほんとう。逃げたい逃げたい、消えてしまいたいって強く願って、そしたらまたこの世界の片隅に立ってた。きちんと生きるって約束したのにね。また、あたしは逃げてきたんだよ」

　涙を零こぼし、鈴音は地面を丸ごと飲みこめそうなダメージヘアの巨体に、訴えるように、謝罪するように声をあげた。

「こんな神様でごめんなさい。弱くって、すぐ逃げて、ごめんなさい──あたしに神様の資格がないなら、そんなのあなたにあげるから、もう戦うのはやめて……。みんな同じで、みんなひとつの世界の欠片かけらなんだから、喧けん嘩かするのはやめて……」

　神様はそこで膝ひざをつき、ふつうの女の子みたいに、不器用につぶやいた。

「そんなの、哀かなしいよ。嫌だよ──」

　祈りとも呼べない、ただの嘆き。世界を変える力などなさそうな、弱々しい訴え。けれどそれは神様の本心なんだろうし、少なくともあたしは、こんな優しい彼女だからこそ好きになった。彼女の心を表す、平和な今の世界が気にいっている。

　あたしは十九歳。大学受験に失敗して趣味のＴＶゲームだけが楽しみ。

　三角関数と英文法が最大の敵で、たまに友達と遊ぶのが好きで。

　家に帰れば過保護な親に苦笑い、髪を切るのにも大騒ぎで。

　そんな世界が好きだ。あたしなんかでも、ふつうに生きられる──今の世界が好きだ。

　だから相手がどれだけ真っ当な恨みを抱いていようとも、あたしはそれを肯定するわけにはいかない。神様が膝ひざをつきその罪を認めても、あたしがそんな弱音は認めない。

　神様だって、生きている。

　疲れて、嫌になって、逃げたくなるときもある。

　そうして逃げてきた彼女を、甘やかしてやるというのも──あたしたちの約束だったよな、賢さか木き。そんな約束をして、彼女を独りぼっちで現実に送りだした。

　だから、別れの言葉は、またね──だったし。

　彼女が挫くじけてこの世界にきたら、何度でも迎えて、手助けしてやると決めていたんだ。

　だから、だから……どうっていうことない、こんな状況なんか、どうっていうことないんだ。ぜんぶ諦あきらめて、許しを請こうて、鈴りん音ねが泣くような事態じゃない。

　鈴音の敵は、今も昔も、あたしが叩たたき潰つぶす。

　他の誰だれが彼女を罵ののしっても、あたしは最後まで彼女を守る。

　化け物のように生きていたあたしを、優しく導いてくれた宇う佐さ川がわ鈴音。

　今度こそ、恩返しを。




　けれど……今は、あたしには力がない。

　せめて以前と同等か、その半分でいい、あたしに力さえあれば──。

『おい』

　どこかから、不意に声がかけられた。

　あたしはそちらを見て、同時にひとつの真実に気づいて目を丸くした。

「あ………」

　それは先ほどダメージヘアが投とう擲てきし、でたらめな方向に飛んで地面に突き刺さった金色の槍やり。獣の臭においを漂わせる、酷ひどく生々しいそれは──ジョーカーとブレイクサンが死守している狭い安全圏の外、二十メートルほど向こうでたしかにあたしに呼びかけた。

『おい』

　多くの言葉はなかった。けれど、あたしにはそれで充分だった。

「グリコちゃん!?」

　鈴音が顔をあげて叫んだが、そのときにはもう、あたしは全力で結界の外に飛びだしている。咄とつ嗟さのことでジョーカーたちも反応できなかったのか、意外とすんなりその行為は成し遂げられた。

　決して褒ほめられたものじゃない、ごく当たり前の脚力で──懸けん命めいに、それこそ死にものぐるいで走って、あたしは槍へと向かっていく。

　当然、間抜けな餌えさがのこのこ現れたと化け物どもが群がり、襲いかかってくるが──知ったことじゃない。この程度の死線、今までいくつも乗りこえてきた。それは前世のことだけど、今だけはその感覚がこの身体にわずかでも残っていることを信じる。

　噴かれた炎はそれだけで竦すくむほどに強烈で、薙なぎ払われる化け物の腕や尻尾しつぽは一撃だけであたしを殺す恐ろしい破壊そのものだった。あたしは以前、こんな強大な連中を虫けらのように叩たたき潰つぶし、余裕で倒しながら生きていたのか。

　今はそんな化け物みたいな戦闘力はいらないし──平和な世界じゃ必要ないが、ほんの少し、ほんの短いあいだだけ、あたしはその力がほしかった。

　偽いつ原わら栗くり子こ、十九歳。

　がんばって、ほんの数瞬、奇跡を信じてがんばります。

　いくつもの打撃をくぐりぬけ、雷や得体の知れない粘液をかろうじて避よけ、身体をすり切らせ、無数に生傷をつくりながら、あたしは槍やりのもとまで辿たどりつく。

　そこでもう体力は底を尽きかけ、遠くに見える安全圏からの援護は期待できず──化け物の中心で孤立無援、本来ならこのまま呆あつ気けなく潰つぶされて終わりだっただろう。

　けれどあたしはひとつの確信とともに槍を思いっきり引っこ抜き、こちらに手を伸ばしていた巨大な化け物の腕に振りおろした。槍の扱い方など知らないが、まるで槍があたしの手を動かしているみたいにそれは滑らかな軌道を描いた。

　瞬間、敵の腕は蒸発し、ほとんど手て応ごたえもなく空間ごと抉えぐられる。

　この力。対象を食らい、無に還すこの世界におけるすべてのものへの天敵。

　何より身に馴な染じむ、その虚むなしいほどの破壊力には覚えがあった。

「おまえ……」

　あたしは槍を構えたまま、そっと声をかけてみる。

「おまえが、今回の毒林檎だな？」

『…………』

　槍は一瞬、応こたえなかったが──すぐに可お笑かしそうにあたしの発言を笑いとばした。

『ケケ！　ケケケ！　ケケーッ！　残念！　惜しい！　いい線いってるんだがよォォ、ちょいと勘違いっつうか不正解だナ！』

　きんきん甲かん高だかい、吼ほえるような声で彼（？）は喚わめく。

『俺おれ様さまは前回の毒どく林りん檎ごの、その残り滓かすなんだョ！　てめぇから蝶ちよう々ちようへ移動された毒林檎の役割だが──最後の最後、神様に握り潰された蝶々はそれでもしぶとく身体の欠片かけらを残した……その残留した毒は時間をかけて俺様の形に寄りあわさり、こうして再構築されたってわけだ！　世界を壊すほどのもんじゃねぇが、それでも俺様が毒林檎であることは疑いようもない事実！　つうことで……ただいまって言うべきか、元・毒林檎？』

「…………」

　最終戦争の閉幕、最後の一時であたしの身体から移された役割。神様が自殺するために飲んだ毒の隠いん喩ゆ、化身たる毒林檎は──あのとき滅ばず、ゆっくりと時間をかけて再構築されていたのか。

　ならばこれは、予定調和だ。

　あのころ完全に撲ぼく滅めつできなかった毒──予想しておくべきだった。毒が完全に消えたものと安心して、その後を確かめなかったこれはあたしのミスだ。仮にも世界を壊しかけた毒物が、そう簡単に残らず消えるはずもないのに。

　同時に、あたしは今回の事件の構図も悟る。

　虐しいたげられし蟲むしの女王と、再構築されたわずかに残留した毒どく林りん檎ごが、どこで出会い、行動をともにし始めたのかはわからない──けれど、その偶然とも不運ともつかない出来事があったそのとき、物語は再び動きはじめていたんだ。

　神様を恨む、忘れさられた少女と、神様を殺せる武器。

　ふたつが出会えば、神様への反逆が始まるのも当然だ。今回……鈴りん音ねがこうして世界に再び現れたのも、その出来事に触発された結果だったのかもしれない。苦しいことは多いし、逃げたいことも多かったはずの彼女が、今回だけほんとうに逃げてこられたのには充分すぎるほどのきっかけだったんだろう、ダメージヘアと毒林檎の物語は。

　とまぁ、考え事に没頭している余裕はない。

　毒林檎の力の扱いなら慣れたものだが、さすがに全方位を化け物に囲まれて、五体満足で脱出できる自信はない。今のあたしは肉体的には一般人だし、不死でもない、攻撃力だけ槍やりを装備して上がったけれど、あまりこの状況では関係ない。

　さて、どうするか。

　目を細め、あたしが油断なく周囲を睨にらみつけた──その直後。




「ちゅ──────ッ★♪」




　まさに希望を告げる天使の福音みたいに、聞き覚えのある素すっ頓とん狂きような声が響きわたった。

　ていうか……遅いぞ、おまえら。

　世界を守るために悪いやつらと戦うのは、本来、おまえらの役目だろうに。
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　何か意味があるのか、彼女たちもダメージヘアと同じように高い場所から現れた。

「殺さい原ばら姉妹がいるかぎりッ★　この世に悪は栄えないっ♪」

「…………」

「今週のびっくりどっきり……うぉお!?　お姉ちゃんっ、考えてみたらメカがないの★　どうする？　登場シーンやり直す？　他に二人組の正義の味方といったらやっぱりプリキュア……でも今はなぜか五人組なの……」

「……あのね、頼むからちゃんと私にもわかる日本語で喋しやべってちょうだい。姫、あんまりお姉ちゃんを哀かなしませないで……」

「はっ、お姉ちゃん泣いてる……？」

「疲れただけ……」

「お姉ちゃぁん」

　たぶん空間固定でつくりあげた足場で謎なぞの漫才を繰りひろげつつ、騒々しく登場したのは誰だれであろう殺菌消毒と不快逆流、殺さい原ばら美み名なと蜜みつ姫きの姉妹だった。ノアの洪水伝説の化け物と、ソドムとゴモラの悲劇を演出した因果応報の天使。ある意味、地上最強の姉妹である。

　彼女らは素早く言葉を交わしあい、軽やかに宙空から飛びおりる。かなりの高度があったが関係ないようだった。彼女らはそのまま真まっ直すぐにあたしの方向に──あたしの、え？　なんで？　なんであたしの方向に？

　安全圏の内側で、竜たつゑえちゃんが思いっきり手を振り回して主張した。

「姫さま！　美名さん！　その黒髪の女の子はわたくしたちの仲間です！」

「……へ？」

　美名が先に着地し、ついでとばかりにスプレー缶で周囲の化け物を吹き飛ばす。相変わらずものすごい。問答無用の存在消去。殺菌消毒──殺原美名。

「ちゅ、ちゅう」

　しゅたっとこれまた人間離れした動きで着地し、蜜姫があたしのそばに駆けよって美名に手をふる。

「うん、お姉ちゃん……あの槍やりを持ってるけど、このひと、こないだの蟲むしの女王さんとはちがうひとなのっ★　ちっとも悪意を感じないの……あ、初めましてなの」

　もこもこの手袋で握手をされたので、はぁ、と流されるままに会釈する。実は初対面でもなんでもないんで、びみょうにどう対応したらいいかわからないんだが。

　そういばダメージヘアは人食い鬼と呼ばれ町で悪さをしていて、殺原姉妹とも交戦していたんだったな。特徴的な槍はあたしが持っているし、そのダメージヘア本人は今や巨大な化け物だし……誤解されたのも仕方がない、と。そうだ。

「ダメージヘア──」

　殺原姉妹が合流したなら、これほど心強いことはない。言動はどこか気が抜けるかんじだが、その実力は本物だから。

　あたしは美名や蜜姫に導かれ、安全圏まで帰還する。賢さか木きや鈴りん音ねが心配そうに駆けよってきた──ごめん、無茶して。でも鈴音を守る力がほしかったから、この槍はぜひとも手にいれたかったんだ。

　しかし、これでこちらの戦力は整った。

　何が最終仏式だ。三千世界だ。終末の獣だ。

　ただの化け物の群れじゃないか。そんなの、これまでいくらでも突破してきた。

　ダメージヘアの気持ちもわかる。自分の役目を奪われ、自ら滅びを選んだ神様への恨み──。けど、彼女の選んだ道はこの世界の神様となること。それは鈴音を殺すことで、あたしには受けいれられない未来だった。

　だから潰つぶす。ここで終わらせる。野望を、陰謀を、叩たたき潰つぶす。

　今日を終末にしてたまるものか。

　あたしは、まだまだ──生きて、やりたいことがたくさんあるんだ。この世界が好きだし、神様も好きだ、だから滅んでほしくない。

　ダメージヘア。虐しいたげられし、蟲むしの女王。

「…………」

　ふっと、一瞬だけ──ダメージヘアが鈴りん音ねと対話したとき、ほんのすこし浮かべた微笑を思いだした。あれが憎悪を理由にし、怨恨を動機にして今の世界と敵対するものの顔だろうか。

　なんだか、嫌な胸騒ぎがする。

　あのときのダメージヘアの表情、あたしはよく知っているような気がする。

　けれど──わからない。思いだせない。あの瞳ひとみ、あの、瞳にこめられていた感情は。

『おい、成れの果て』

「……それはあたしのことか、毒どく林りん檎ご」

　喋しやべりかけてくる槍やりに、あたしは小声で応こたえる。ジョーカーたちは今やこの状況を突破するための作戦を立てるのに夢中で、こちらの会話は届いていないようだが。

『あぁ、毒林檎の成れの果てよォォ──この世界でいちばんの、幸せ者ョ！　元は同じ身体にいたよしみだと思って、ひとつ、頼み事をされてくれねぇかい!?　ケケケ！』

　小さく、元はあたしの身体に宿っていた毒林檎の残り滓かすは、あたしに囁ささやいてくる。

『俺おれ様さまには、なんとなく──ダメージヘアのほんとうの目的がわかる気がすンだ。これでも、おまえらが思ってる以上に俺様とあいつは付きあいが長ぇしナ！　あいつの二百七十五回目の人生から、三百十七番目の人生まで、きっちり付きあってやった──ケケ！　そのうちに、いろいろと解わかったこともあるんだ……』

　それは哀かなしげな、どこか昔のあたしに似ている声だった。

『なぁ成れの果てよ、あいつは──ダメージヘアは、たぶん、ほんとうに神様に成りかわろうなんて思っちゃいねェ。あいつが世界と敵対し、自ら悪役となった理由は………』
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　破局ポイズン。一人部屋。涙歌メロディアノイズ。殺菌消毒。不快逆流。

　こちらの味方をする大きな欠片かけらは、五つ。

　対する敵は──。

　最弱アルティメットシールド。そして神じん蟲む天てん皇のう。

　しかし、最弱アルティメットシールドは肉体改造を施しただけで姿を消し、神蟲天皇に至っては自我すら奪われ化け物となっている状態だ。それでも殺さい原ばら姉妹が駆けつけなければ他の化け物といっしょに突撃されるまま圧殺される可能性もあったが、今となっては勝敗は決している。

　五つの欠片かけらと、二つの欠片。

　べつに欠片の数ですべてが決まるわけじゃないが、この差は絶対的だった。

　卑ひ怯きようなほどに。

「ほんじゃ、ちょいと我慢してくれよ」

　自分の手のひらに十字架のナイフを押し当てて、カヂリがそばに立つ蜜みつ姫きにそう言った。いまだジョーカーとブレイクサンがつくりあげている安全圏。だいぶ狭いなかに密集しているので息苦しいが、それでもひとまずここから出なければ安全だった。

　世界の再構築に際して蜜姫とカヂリの記憶もリセットされているので、ふたりはこの世界では初対面だ。互いにてきとうな挨あい拶さつをかわしたあと、衝突も齟そ齬ごもなくそれなりに打ち解けたみたいだが。

「え？　なに、なに？　なにするの？」

　きょとんとして、くるりと巻かれた尻尾しつぽの飾りを動かす蜜姫。そんな無邪気な、何が始まるのかなという期待に満ちた彼女の笑顔に、思いっきりカヂリが手のひらから零こぼれた血液をぶつけた。

　べちゃ。

「…………」

　信じられないという様子で目を見開き、自分の顔面にかけられた真っ赤な液体に手で触れ、かくりと首を傾かしげ──蜜姫は目をうるっとさせると美み名なに泣きつく。

「お、お、お姉ちゃぁん♪　ひっ、酷ひどいのこのひとっ★　酷いのぉっ♪　いきなりボクに汚いのかけたぁっ……」

「汚いのって、悪ぃな──こういう能力なもんでよ」

　カヂリは八重歯を覗のぞかせて笑い、今回の作戦を立案したジョーカーに視線を向ける。悪戯いたずらっぽい笑顔の、けれど不安は隠せないびみょうな表情である。

「けど……ほんとうにやるのか？　危ねぇぞ、かなり。タイミングひとつ狂っただけでぜんぶ終わりだ。ま、俺おれも失敗するつもりはねぇけど──」

「では、せいぜい神様に祈るがいいよ」

　ジョーカーは覚悟を決めているようで、呆あつ気けなくつぶやいた。

「もとい神様は我らの味方だ、加護はこちらにあるというものだろう？　それに、今の状況では他に方法も思いつかない──殺菌消毒、破局ポイズン、貴様らも準備はいいな？」

「はいはい」

「ほんとうに大丈夫なんでしょうね？」

　呑のん気きに応こたえるブレイクサンと、反対に怪け訝げんそうな美名。美名は一人部屋の能力を再構築されてからは見たことがないから、にわかには信じられないのかもしれない。けれど、今は時間もないし、他に方法が思いつかないというのもほんとうだ。

　これに賭けるしかない。この作戦に。

　五つの大きな欠片が力を結集し、今こそ──この平和な世界で起きた後始末のような事件に終止符を。

「ほんじゃ、かるぅく行くぜ。タイミング合わせてくれよ」

　カヂリが気軽に宣言し、さらに大きく腕にナイフを走らせ、大量の血を解き放った。それは生き物のごとくやはり蜜みつ姫きに飛びかかり、その全身をしとどに濡らす。

「ちゅう──ッ!?　また汚いのかけたっ★　汚い……あうっ」

　ぐらっと揺れて、蜜姫はいきなりその場に卒倒した。慌てて駆けよりかけた美み名なをあたしは手で制する。

　正直、この能力にだけは頼りたくなかった。前の世界では、暴走したこれのおかげでえらい迷惑を被こうむったものだ。けれど手段は選んでいられないし、今は安全弁である一人部屋もいる──制御できる、はずだが。

「うっ……うえぇ、うげっ、げっ」

　びくびくと痙けい攣れんし、蜜姫がお腹なかを押さえて身み悶もだえる。

「な──なにこれ、きもっ気持ち悪ぅ……う、うげぇ、えぇ、ええええええ」

　瞬間。彼女の属性が天使から堕天使へ──一人部屋の血液により強制的に転化させられる。一人部屋の能力はあらゆる『設定』を書き換えること──蜜姫を堕天使化させることなど朝飯前なのだろう。

　そして不快逆流の性質に従い、蜜姫はそのお腹から悪意の塊を吐きだした。

「うげぇぇぇぇぇぇぇえええええええ!?」

　それはかつて悪徳の都を滅ぼした、炎と硫黄いおうの化合物。あらゆる存在を駆逐し、虐殺し、滅ぼし尽くすそれを止める方法は──。

「ぶっつけ本番だが、娘にできて──わたしが、できぬと言うわけにもいかないしな」

　ジョーカーが軽やかに手を伸ばし、髪かみ留どめの鈴を指先で弾はじいた。

　りぃん……と澄んだ音色が生まれ、その穏やかな空気の波動はそのまま涙歌メロディアノイズの能力を顕現させるきっかけとなる。

　溢あふれ、迸ほとばしった不快逆流の破壊溶液は、涙歌メロディアノイズの空間把握に制御され彼女の思うがままの軌道を走り、群がる化け物どもを次々と蹂じゆう躙りんし吹き飛ばす。

　まさに不快逆流砲。

　まぁ、ちょっと……というか、かなり蜜姫が可哀かわい想そうだが、ほんのちょっとの間なので我慢してもらおう。敵が全滅したら一人部屋が元に戻してくれると思うし。

「それで、次は私の番って？」

　美名が妹の酷ひどい有様を嫌そうに眺め、肩をすくめてつぶやいた。

「なんか、私ら姉妹ばっかり大変な役回りじゃない……後で、何か埋め合わせしてもらうからね。それじゃ──狙ねらってやるみたいで、恥ずかしいかんじだけど。終末だけに」

　ふたつのスプレー缶の蓋ふたをこじあけ、ガスマスクをとった口に呑のみこみ──彼女は小さくぽつりと、その言葉を言ってのける。

「ＴＹＰＥ‐Ｃ──《終末ジャッジメント》」

　瞬間、彼女の全身が高濃度の霧と化す。触れるすべてを食らい、吸収し増殖する……洪水伝説に謳うたわれる殺菌消毒の最終兵器がこれだ。

「じゃ、いきますよう」

　ブレイクサンがやっぱり呑のん気きに手を挙げ、ギターを丁寧に奏でた。

　途端、涙歌メロディアノイズの空間操作すら打ち破るはずの貪どん食しよくの霧は、破局ポイズンの能力に因果を歪ゆがまされ、一定の指向性をもって飛ぶ。安全圏にいる味方には被害が及ばない、不快逆流の黒い流れとも衝突しない、絶妙な軌道で──ひたすらに化け物たちを蹂じゆう躙りんする。

　まさに殺菌消毒砲。

　ていうか、殺さい原ばら姉妹はほんとうに大活躍だな。後で、みんなで労ねぎらってあげよう。ぜんぶ終わったら──神様もまじえて、楽しくお酒でも飲みながら。

　まぁ、その前に。

　あたしには、ひとつ、やることがあるんだが。

　あたしは全力でそれぞれの仕事をしている仲間たちに、そっと微笑ほほえみかけ──それから手元の槍やりに小声で呼びかけた。

「行くか、毒どく林りん檎ご？」

『いつでもいいぜ、成れの果て』

　そしてあたしは再び、みんなのそばを離れて安全圏の外へと飛びだしていく。後で怒られるんだろうなぁとか、なんかあたし、今回は単独行動ばっかりだなぁと自分で呆あきれたり。でも、これは……あたしにしか、できないことだから。

　いいや、ちがうな。

　あたしでなくても、いいんだ。

　今のあたしは何も特別じゃない、毒林檎でも不死者でもない、ＴＶゲームが趣味の十九歳で──だけど、前世は世界を殺す毒林檎で、そのときのけじめを、残り滓かすの後始末を、しなくちゃいけないから。

　だから、あたしは走る。

　不快逆流と殺菌消毒の砲が吹き荒れ、化け物たちが次々と消滅していく世界の終わりみたいな光景のなか、真まっ直すぐダメージヘアへ向けて走っていく。

　鈴りん音ねが、賢さか木きが、悲鳴をあげたのが聞こえた。

　けれどごめん、このまま悪いやつを倒した、めでたしめでたしって、そんな簡単なハッピーエンドにするわけにはいかないんだ。

　このまま終わらせたら、不幸なまま終わるやつがいる。

　平和で、幸福だらけになったこの世界で、最後まで恵まれないやつがいる。

　それは──なんとなく、嫌なんだ。だから、そいつも助けられるなら、あたしは助けたい。両手に槍を握りしめ、再びあたしは戦場を駆ける。今まさに白と黒の破壊に身体を抉えぐられ、倒れ伏し、哀れに戦慄わなないた終末の獣めがけて。

　血まみれになり、もはや動かず、けれど痛みか衝撃か──わずかに自我が戻ったのか、ダメージヘアは覚えのある特徴的な口調で、独り言みたいにつぶやいた。

〈妾わらわは……永ながく、生きすぎた、也なり〉

　掠かすれ、歪ゆがんだ、けれど生まれたての赤子みたいな声。

〈繰りかえし、繰りかえし、無為な、人生を──ぐるぐる、繰りかえし、それでも狂うこともせず懸けん命めいに生きてきたのに、妾は役割を、果たせぬまま……世界はいちど、滅びかけた。妾の無数の人生には意味がなく、妾の耐えてきた永遠にも意味はないと、妾は世界に、神に宣告されたようなものだった……〉

　そして忘れさられた終末の獣は、血の泡が混じった声を漏らす。

〈もう……疲れた、也。もう──嫌だ、也。妾は、もう………繰りかえしたくない、也。神様に成りかわれるなら、それもいいと……思った也。すべてが妾そのものとなった世界、平穏な、何も起こらないほんとうの意味で完結した世界なら、妾はなんの躊躇ためらいもなく狂える……世界も、好きなときに終わらせることができる〉

　そして彼女は、身体に無数に存在する昆虫の複眼でこちらを見た。

　真っ赤な、真っ赤な、まるで泣きはらしたみたいなその眼球。

〈けれど、それすら叶かなわぬ願いなら……〉

　そのすべての複眼から、血のような涙がこぼれた。




〈毒どく林りん檎ごよ、妾をどうか殺しておくれ〉

　それが。

　永くを生き、人生を繰りかえし、すべてに疲れたダメージヘアの求めた目的だった。なんていう……哀かなしい、とても、笑えない。ほんとうに、三流の悪役が最後の最後でつぶやく綺き麗れい事ごとのような、けれど悲痛なそれは訴えだった。

　自ら悪となり、殺される下地を整え、たぶん己を殺せる毒林檎の槍やりも自らあたしたちの誰だれかが手の取りやすい位置へと投げたんだろう──自分で演出し、自分で殺される、これは計画的な、なんとも馬ば鹿かげた彼女の自殺の物語だったんだ。

　虐しいたげられ、忘れさられ、疲れきった蟲むしの女王。

　彼女の望みは、最初からそこにあったんだろう。

　もしかしたら最弱アルティメットシールドもそれを理解して、彼女が殺されやすくするため──化け物っていう、わかりやすい敵役に仕立てあげたのかもな。それは考えすぎかもしれないが……そう思う。あの最弱アルティメットシールドだって、平和になったこの世界で、平和なかたちに再構築されているはずだし、彼女の最後の言葉は、そう考えれば意味深だった。

〈神をも殺せる毒ならば、妾のことも完全に滅ぼせるであろう？〉　あたしは小声で囁ささやく彼女の正面、血でよく滑るアスファルトの道路を歩いた。あぁ、と思う。なんて、くだらない願いなんだ。けれど──わかる。気持ちは、わかる。永く生きすぎると、あたしたちは生きることに倦うんでしまう。

　そうか、おまえは、鈴りん音ねに出会う前のあたしと同じなんだな。

　だったら。

　だったら──。

　あたしは、おまえの望みをそのまま叶かなえることはできないよ。

　昔、あたしは死にたいと思っていた。すべてが嫌になっていた。すべてに疲れていた。そんな虚むなしい魂だって、救われることがあるんだ……あたしは、救われて、今はこうして幸せになれた。

　神様はいるんだ。

　奇跡はあるんだ。

　ここは、そういう世界だ。

　だから、絶望しないで……ダメージヘア。

「グリコが眼球えぐっちゃうぞ──って」

　槍やりの切っ先を、いまだ涙を流す相手の目元に向けたけれど、それ以上はできない。

「そうやって、悪者のおまえをあっさり倒したら、綺き麗れいなハッピーエンドが迎えられるんだろうけど……あたしには、できない」

　絶望した魂は、いつだって死を望むけど、ほんとうは──ちがうんだ。

　ほんとうは、死ぬことなんか最善じゃなくて、鈴音があたしにそうしてくれたみたいに──。

「あたしはもう、眼がん球きゆう抉えぐり子こじゃないから。おまえの眼球はえぐれないし、殺せない」

　そっと彼女を抱きしめた。

　鈴音は、ふつうの女の子だった。運動能力に秀でていたわけでも、特殊な能力をもっていたわけでもない。なのに彼女に抱きしめられたら、血まみれの、眼球抉えぐりの化け物は救われたんだ。嘘うそみたいな、奇跡みたいな話。でもそれは、ほんとうの話なんだ。

　奇跡がいちどあったなら、同じことがまたあるはずで、ならば──あたしは、それを選びたいと思う。

　抱きしめたダメージヘアは、小刻みに震えていた。

　泣いている彼女の、涙を止める方法を……これからあたしは、探そう。

　それが眼球抉子じゃなく。

　偽いつ原わら栗くり子この、素直な気持ちだった。






Ragnarök-XX

黄昏のあとには……
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　ぱちぱちぱち。

　何度か拍手をして、奇術師ムーン＝レインボウは表情に冷笑を浮かべ、こっそりとひとつの物語の終わりであるその光景に背を向けた。

　どうなることかと思ったが、いちばん甘っちょろい結末になってしまった。

　べつにいい。喜劇は、嫌いじゃない。ダメージヘアに頼まれたお仕事のぶんは働いたし、用もないのでさっさと去った。

　依頼されたことは、ダメージヘアの能力である無限増殖により分裂した彼女の分身たちを、彼女の号令と同時に肉体改造で化け物にするというものだった。そこはきちっと筋をとおしたし、問題はないと思う。

　彼女のほんとうの目的も、おおかた予想できていた。彼女は非常に刹せつ那な的で、自や棄けかと思うくらいに己のことを顧みてはいなかったし、世界のすべてに喧けん嘩かを売るというあの行為はそもそもが自殺志願にしか見えなかった。

　だからその後押しをしてあげたのだが……相手は、どうやらダメージヘアが期待した以上に甘ちゃんであったらしい。大暴れしたダメージヘアを許し、その生きる道を示し、彼女の絶望を払ってしまった。

　まぁ、ダメージヘアがまともに生きられるようになるには、長い時間が必要だろうが。

　あれほどの能力を持つ不死者たちと、おまけに神様と知りあえたのだ、この世に不可能はなく──彼女の孤独もやがて癒いやされることだろう。

　めでたしめでたし。素晴らしい。

　永ながい放浪の果て、己の人生に倦うんだ虐しいたげられし蟲むしの女王は、ようやく繰りかえされるうんざりするような毎日から解き放たれたのだ。そこはちょっと、羨うらやましい。

「はぁ」

　この国での便利な移動手段として重宝しているバイクで、ムーンは素早くダメージヘアたちから遠ざかっていく。自分はちょっと手助けをしただけだし、あいつこそが真の敵なのかもと勘違いされて追いかけられたら堪たまらない。世界の半分はもらえなかったが、そんなもの……最初からあまり興味はないし。

　賞賛っていうのは、言わせるものじゃなく言われるものだし。自分の分身から拍手されても、何が嬉うれしいっていうのだ。ダメージヘアが持っていたあの槍やり……フェンリルから語られたことによると、己の前世はまさに神になろうとして惨めに死んだらしいが。

　今のムーンはそんなこと、どうだっていいのだ。ほんとうに。

　落ち目の奇術師だし、舞台をすっぽかしたから明日からの仕事の当てもない。お金はダメージヘアにもらったものが大量にあるから、しばらくそのへんを放浪するのもいいが。

　さて、どうするか。

　まったくもって、近ごろ口癖になってしまった言葉ばかりが湧わいてくる。

「なぁんか、面白いことないかなぁ……」

　そうして、しばらく虚むなしい気持ちでいくつもの町を走りぬけたころだった。一休みし、道端でぼんやり煙草たばこをふかしていたムーンは、唐突に声をかけられる。

「あ、魔法使いのお姉さんだ！」

　聞き覚えのある声に振りかえると、そこには梅うめと名乗ったあのうっかり屋の女の子が立っていた。やはり中学生には見えない、小柄で幼い外見、仕草。

　その手に握りしめられ、ほんのちょっと、わずかに解かれた知恵の輪を見て──ムーンはなんとなく嬉うれしくなる。

　煙草をもみ消して、自分にはたぶん似合わない──けれど、前世ではたぶん一度も浮かべなかった優しい微笑を見せる。

　梅もつられたか綺き麗れいに笑って、両手で知恵の輪を示してきた。

「これね、お姉さんにもらった知恵の輪……すっごく難しいよ。あのね、がんばってここまで解いたんだけどね──」

「どれ、見せてみな」

　町の片隅で、不器用な女の子に知恵の輪の講義。落ちぶれた魔法使いは、そのくらいの何気ない和やかさが、それでもけっこう幸せだった。

　うん、たぶん。

　自分には──これくらいが、ちょうどいい。
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　約束どおり、すべてが終わってから、あたしは鈴りん音ねにこの世界の観光をさせてあげた。何やら彼女は急いでいるようで、ほんの数日のことだったけれど。

　ポイズン谷の、ブレイクサンやカヂリ。世界研究所の、賢さか木き夫婦や、竜たつゑえちゃんたち。懐かしい観かん音のん逆さか咲ざき町で、殺さい原ばら姉妹や嘆なげ木きなんかとも会ってきた。賢木は今も高校の教師だから、学校の敷地内にも入れて──懐かしそうに、鈴音は教室の机に手を触れて笑っていた。落書きのひとつひとつに、思い出があった。

　そんな夢のような時間はすぐに終わり、鈴音は名残惜しそうにしながらも帰ることになった。帰るって、その方法はわからなかったんだが、どうも毒で死にかけているわけでもない、ただ現実から逃げているだけの状態なので、帰ろうと思えば帰れるのだとか。

「しかし──」

　放課後の、観音逆咲高等学校の教室で、あたしは疑問を口にした。

「逃げているって？　そういえば、そこが不思議だったんだが……鈴音は何から逃げていたんだ？　また誰だれかから苛いじめられているとか、親から、暴力を受けているとか？」

「うぅん、今はそういうのはないよ。あたし、けっこう幸せに生きてる」

　鈴りん音ねは笑って、どこからともなく何冊かの本を取りだした。

　緑色の装丁の、どことなく、見覚えのある人物が表紙になっている──おかしな作者名の、おかしなタイトルの本だった。ぜんぶで、五冊くらいある。

「なんだこれ？」

　あたしは思わずそれに手を伸ばし、ぱらぱらっとめくってみる。字ばっかりの小説は眠くなるからあたしは読まない……なんか、挿絵が漫画みたいだな、変な小説。賢さか木きも不思議そうに本を眺めているようだ。

　ちなみに、すっかり数日で鈴音とべたべたカップルに戻った賢木は、見ていてうざいので視界に収めないことにする。なんかもう、ずっとひっついてて、むかつく……いや、べつに。ただ鬱うつ陶とうしいだけで、嫉しつ妬ととかではないんだが。ほんとに。

「うん、実はね……」

　鈴音はちょっとだけ照れくさそうに、ほんとうに、何事かと思うくらいに赤面して、その本を指さし、つぶやいた。

「あたしの書いた、あたしたちのお話なんだ」

　よほど恥ずかしいのか、消えいりそうな声で彼女はつぶやく。

「グリコちゃんたちに、読んでもらいたかったんだ……いちばん、他の誰だれよりも。ね？　あたし、今晩まではこの世界にいるから──この本を肴さかなにして、思い出話でもしようよ。あたしと、先生と、グリコちゃんと、他にもみんなが、生きていた、この世界のお話を」

　それから。

　あたしたちは、夜が明けるまで学校で他た愛あいのないお喋しやべりをしたり、鈴音の小説にいろいろと駄目だししたり、ふざけあって、哀かなしくなるくらいに楽しい時間をすごした。

　…………。

　それから、幸せな時間が流れ。

　疲れて、ほんとうは、一秒でも永ながくそばにいたいのに──眠くなって、つい、うとうとしたあたしのそばに……鈴音が立って、小さくつぶやいてくれた。

「グリコちゃん、先生」

　やっぱりお別れの言葉は、再会を誓う彼女らしいそれで。

「またね」

　この世界の神様は、にっこり笑って消えていった。

　黄昏たそがれのあと、永い夜の果て、朝日が昇りかけたまさに瞬間。

　あたしのいちばん大切なひとは、彼女の現実へと戻っていった。

　あたしも──今は、このまま彼女との思い出にひたりながら眠るけれど、明日は、きちんと早起きして、まずは髪の毛を切って、それから予備校に行って、今年こそ合格するためにできるかぎりの努力をしよう。

　血ち腥なまぐさくない、けれど大切な、あたしの戦場を踏破して。

　また彼女がこの世界へ遊びにきたときに、ちょっとでも誇れる自分になっているために。





　　[image: ]






　…………。

　朝日が昇る世界を、少女は長い影をひいて歩いていく。

　ピエロのような尖とんがり帽ぼう子しに、聖者のような法衣。

　蟲むしのようなその真っ赤な瞳ひとみには、新鮮な煌きらめきが満ちている。

「時よ止まれ御お主ぬしは美しい。朝日など、見飽きたと思っていたであるが……なんだか、今日はちがって見える也なり」

　行く当てはなく、目的もなく、それらを探す独りぼっちの旅。

　否いな──。

『ケケ！　ケケケーッ！』

　手元には甲かん高だかく笑う獣の臭においがする槍やりが、喧やかましい同行者として存在を主張していた。それを嫌がるでなく、むしろ慈しむように、少女はしっかり握りしめる。

　目覚めはじめる町を、山を、野を川を越え、今日も彼女は世界を放浪する。

　それは終末が訪れるまでの暇つぶしだけれど、今は不思議と苦ではなかった。

　観かん音のん逆さか咲ざき町や、その周囲には、今も生きている知りあい──不死者たちがいる。人恋しくなったら、彼らに会いにいけばいい。お土産話をして、飽きたらまたふらりと旅へいく。その間にも世界は目まぐるしく変化している。












　無為だと思っていた。

　退屈で、単調な繰りかえしだと思っていた。

　己の人生は、ひたすらに積み重ねられる退屈の地層なのだと。

　けれど、それはちがっていた。

「フェンリル」

　恐る恐るというように、少女──ダメージヘアは手元の槍やりに問いかける。

「ほんとうに、妾わらわについてきていいのであるか？　妾の行き先はどこかもわからぬ無明のなか、気ままな旅ではあるが、退屈也なり……飽きてしまうのではないか？　妾などといっしょにいても、つまらぬであろう……？」

『そんなこたァねぇョ、ご主人様』

　ケケケ、と笑ってフェンリルと呼ばれた槍は呵か々か大たい笑しようする。

『俺おれ様さまを拾ったのはテメーだ、俺様の持ち主はテメーだよ。どこへだってついていくさ……ほんで、いつまでも旅のお供をしてやるョ！　ケケ！　俺様はなんてったって神様殺しの毒どく林りん檎ごだからョ、たとえ世界が壊れかけても、いいや、壊れきっても──最後の最後まで残って……ダメージヘアのことを覚えていてやるよ！』

「…………」

　繰りかえし、繰りかえし、人生ぐるぐる、繰りかえし。

　意味もなく、ただ淡々と、積み重ねていくだけだと思っていた。

　けれど、ちがっていた。これまで繰りかえし、長い時を生きていたのは無駄ではなかった。黄昏たそがれのあとには、長い夜があって、やがて煌きらめく朝がくる。それは単調な繰りかえしに見えるけれど、一日一日、朝日はちがうのだし──それに、何度見ても、これは美しい。

　同様に、無限に繰りかえされる己の人生にも、この金色の槍が煌めきを添えてくれるなら──それでいい。我慢できる。否いな、楽しめる。繰りかえしの人生を、楽しみながらつづけていける。

　この人生で経験したことは、たとえダメージヘアが死んで、また再起動したときにすべて忘れても、この槍がぜんぶ教えてくれるのだろう。ならば、いつも蒸発するように消えていくと思っていた、己の人生は消えない。ほんとうの意味で積み重なり、この世界に残っていく。

　ならばこの旅も、行く当てのない放浪も、無意味ではない。

　無意味ではないなら、我慢ができる。否──楽しめる！

「行くぞ、フェンリル。足の向くまま、気の向くまま、地の果てまでも歩き尽くそう。……世界は広い、まだまだ見るべきものが無数にあるもの也」

　自然な微笑を浮かべ、蟲むしの女王は地平線へと迷いなく歩きつづける。

　その手に握られた騒がしい従僕も、それを嫌がらずにひたむきにお供する。

『ケケ！　ケケケーッ！　了解、了解だよご主人様ァ！　ケケケ！　御用があればなんでもこの俺おれ様さまに言うんだぜ！　俺様は、なんてったってテメーの最も優秀な道具で、相棒なんだからよォォーッ！　ケケ！　ケケケーッ！』

「それと、しつこいようだが」

　ダメージヘアはたぶんこの先、何度も繰りかえすのだろう発言を重ねる。

「ご主人様って……呼ぶでない」




　ふたりっきりで歩いていく。

　終末が訪れるまでの、それは気ままで楽しい旅路。





完







あとがき




　こんにちは。日日日あきらです。『蟲むしと眼め球だまとダメージヘア』をお贈りいたします。

　なんて、ふつうのあとがきみたいに始めてしまいましたが、今回はちょっと説明をいれる必要がありますな。『白雪姫』が最終巻じゃなかったんかいという感じなので。

　えー、今回の『ダメージヘア』は番外編というか後日談というか劇場版というか、誰だれも予想しなかった僕も何も考えてなかった禁断の第六巻であり、最終巻であります。ある意味ではものすごい勢いで蛇足なので、『白雪姫』の結末ですっきりぜんぶ解決したなぁというひとは読んでもあまり面白くないかも。『ダメージヘア』は『白雪姫』の結末がなんかもやもやする、気にいらない、好きだったこのキャラが死んで哀かなしい、みたいなひとに贈る、ひとつのハッピーエンドです。

　このお話を書くことになったきっかけは、大人の事情もいろいろあるのですけれど、いちばんの理由は読者の皆さまからの意外なくらいの反響。蟲と眼球シリーズは自分でいうのもなんですけどＭＦ文庫Ｊのなかでも暗いほうの作風ですし、地味ですし、心理描写くどくど残酷描写グログロの売れ線から遠い位置にあるものでしたので。

　けれど、あれよあれよというまに漫画化、つづいてＣＤドラマ化が決定し、途中で打ち切られることもなく最後まで書かせてもらったうえ、こうして後日談を書く機会まで与えられました。僕はもう『白雪姫』でかんぜんに終わってしまったと考えていましたので、ちょっとどうしようかと困りましたけど。……芥あくた川がわ白しら雪ゆきが現実から逃げた理由は、たぶんそのへん。今回のお話のあと、急いで帰って今回のお話を書いたのです（メタ）。

　そんなこんなで、うんうん唸うなりながら『テディベア』から『白雪姫』まで読み直し、そこで僕は忘れられていたひとつの存在に気づいたのでした。ごめんほんとうに忘れてた……悪かったね、ダメージヘア。ダメージヘアの正体については本編をもう読んだひとにはわかっているはずですが、あとがきから読むひともいるらしいのでここでは秘密。

　そうして忘れられた彼女を中心として、のんびり暮らしているグリコちゃんたちにもっかい物語を紡いでもらいました。物語がぜんぶ終わったあとの物語って、ほんとは想像して楽しんでもらうのがいちばんなのですが、書いてしまった無粋をお許しくださいませ。まぁ、『白雪姫』の結末だとあんまりにも『後の世界』についてのヒントがないので、想像して楽しむ余地もなかったから、ちょうどいいかなと。

　というか、『白雪姫』が発売されたあと、わりと外伝を希望してくれる声が多かったんですね。このオチは納得がいかないという批判的なものから、このキャラはその後どうなったのかなという疑問から、もっかい読みたいという好意から、いろいろありましたが、えぇい、ならいっちょ書くか、と腕まくりして今回の『ダメージヘア』の執筆とあいなったわけです。皆さまの声ひとつひとつがあわさってこういうかたちに結実することもありますので、これからも要望や感想はどしどし送ってくださいね。

　あと関係ないお遊びとして、この『ダメージヘア』には『テディベア』から『白雪姫』までに登場したキャラたちをほぼ全員、出演させてみました。全キャラわかったあなたは蟲むしと眼め球だまマニアです。とくに『加か藤とう克かつ美み』『時雨しぐれ紅べに丸まる』『越えち前ぜん海月くらげ』あたりが一発でわかったあなたは誇りに思うべきです。ちなみに『越前海月』は漫画版『蟲と眼球とテディベア』のオリジナルキャラクターですよ。使用を許諾してくれた浅あさ見み百ゆ合り子こさんに感謝を。あと、レギオン・バンダナやアクエアといった化け物たちは『最終仏式・三千世界』で他の化け物に混ざって登場していたということにしてください（えー）。『白雪姫』の最後にでてきた「僕」や「先生」は、僕であり、読者の皆さんの具現、化身なので、わざわざ作中にださなくても『ここにいる』ので！

　などと、電波な発言をしながら以下、謝辞です。

　番外編やりましょうとうっかり提案してしまったことを、たぶん悔やみながら地獄の改稿に付きあってくれた担当の佐藤さん。同じく仕事の遅い日日日あきらのあおりをくらいながらも、やっぱり優しい絵柄で蟲と眼球の世界を温めてくれた絵師の三み月つきまうすさん。旧担当の金田一さん、漫画担当の浅見百合子さんを筆頭としたメディアミックス関係の皆さま。ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆さま。たくさんのプロの方々に、感謝を。

　そして最後に、読者の皆さまにも、ありがとう。

　またね。


日日日。











　著者

　日日日（あきら）

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞、編集長特別賞を受賞。

　　１９８６年生まれ。

　　２００４年から２００５年にかけ、合計５社の新人賞を受賞してデビュー。既刊に『ちーちゃんは悠久の向こう』『うそつき』『ピーターパン・エンドロール』（新風舎文庫）、『アンダカの怪造学』シリーズ（角川スニーカー文庫）、『狂乱家族日記』シリーズ（ファミ通文庫）『ギロチンマシン中村奈々子』シリーズ（徳間書店）がある。




　イラストレーター

　三月まうす（みつき・まうす）

　　新進イラストレーター。

　　蟲と眼球シリーズの挿絵を描きつつ、手袋嵌めて世界を守っている。

　　趣味はチョコレートパフェを食べる事と散歩なのっ★

　　ホームページ「でいじーかったー」

　　http://www.geocities.jp/mouse11sai/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／三月まうす

　　装丁／卯さ吉
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